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　プロローグ







　ギャルゲーユーザーなら。

　一度は誰でも主人公になってみたいと考えたことがあると思う。

　みんなが最初から自分に惚ほれていて、高たか嶺ねの花なあの子も、身近なあの子も、すでにフラグは立ってるみたいなそんな理想郷。ちょっと気難しいあの子もイベントをこなしていけば、今までの態度をひっくり返して甘えてくるとか、本当にそんなことがあったらもう最高だと思う。

　しかし、だ。世の中はそんなに都合よく出来ていない。

　高校生にもなってさすがに二次元と三次元の区別がついていないなんて、シャレにもならない。だから面と向かって、一年前に発売して大人気となった『エターナル イノセンス』のヒロインの一人を持ち出して「――が大好きなんだ愛してる!!」とかイタいことを言えるわけがない。せいぜいが「――みたいな子がいたらいいよなー。でも、こんな良い子が惚れてくれるわけないよなーあははー」程度に留まる。これでも、公共の場で言おうものならヒンシュクモノの、厳しい台せり詞ふだ。その区別がつくぐらいの分別がないと社会では生きていけないのだ。

　現実に同世代な義理の家族がいきなり出来る可能性なんて皆無だし、仮に隣に異性の幼おさな馴な染じみが住んでいたとしても高校に入れば大体は進路が別になったりして、そこにロマンスなど生まれない。学校にアイドル的存在はいないし、転校生と出合い頭にぶつかってクラスで再会したりはしないし、見るからに困った下級生が助けを求めてたりもしていないし、まして超能力者や異能者などありえない。

　これは自身に限った話じゃなくて、友達に聞いたって、そんなやつ見たことないと言うだろう。見たことがあると言い張るやつは、可及的に速やかに病院でなんらかの処置を受けさせることをオススメする。

　世界なんてそんなものだ。ああ、現実はなんて面白みのない世界なのだろうか。世界というのはよく出来ているもので、画面の前でいくら念じようと理想的なキャラクターが出てくることはないし、夜寝る前にいくら妄もう想そうしようと次の日の朝に幼馴染が起こしてくれることもない。

　いったい誰なのだろうか。一人間の妄想も具現化できないこんなつまらない世の中を作り出した存在は。とりあえず、会ったら全ギャルゲーユーザーを代表して、魂たましいの一撃をお見舞いしてやりたい。

　だから、こんな下らないスパムメールに返信をするなど、最初で最後だ。

『あなたの世界を変えてみませんか？』というタイトルで始まったうさんくさいメールの中身は『あこがれの人間になれるし、主人公にもなれます。興味のある方は、このボタンをクリックしてください』と簡素なものだった。こんなものは、ネタだ。少しでも本気にしたら負け。心の奥底でも考えてはいけない。……と思う。

　覚悟を決めて、メールの中のボタンをクリック。ダイアログが表示された。

『元となる世界の媒体データを入力してください』

　妙に凝った作りだな。でも、期待などしていない。とりあえず、一番のお気に入りであるゲームディスクを取り出す。本当に期待してないから。

　ＤＶＤドライブにゲームディスクを入れ、読込先をディスクドライブと指定する。そもそも、コンシューマゲームのディスクをパソコンに入れてどうなるというのか。

　ダイアログの『ＯＫ』を押す。別のダイアログが表示され、ダウンロードメーターのようなものが動いている。待つこと数分、メーターが埋まり、メールの中身が変化した。

　様々な設定項目が出てきた。その数はまだわからないが、スクロールバーの形状からいって、かなりの長さだ。あまりにも多すぎて、凝こりすぎだろう、と思う。

　最初の項目は『あなたが主人公になりますか？』当然、はい。次に『登場させるキャラクターを選択してください』全員。『年齢は誰を基準にしますか？』自身。『シナリオに関する設定をしてください』ゲーム準拠。

　こんな感じで設定は進んでいった。感想なんて、ヒロインたちの名前が表示されてて、コンシューマゲームのディスクデータが読めるなんてすげーなーと思ったぐらいだ。

　そして、最後の質問『本当に世界を変えますか？』という項目に『はい』と選択し、ようやく設定が終わる。

『進行』ボタンを押すと、モニターにとんでもない変化が起こった。いくつものコンソールウインドウが画面を覆って、ログを流していく。非常に性質の悪いウイルスのような気がしたがここまで来たら、もうどうにでもなれ、だ。どっちにしろ、入れているフリーのウイルスソフトはウンともスンともいってないしな。

　そして、そんな画面が数十分続いた後、コンソールが一つだけとなり、パーセンテージを表示している。クライアントサーバーと英語で書かれた横に表示されているパーセンテージの数値が徐々に増加して、一〇〇を指し示したところで、唐突に俺のパソコンは「ブツン」とショッキングな音を立て、ブルースクリーンをモニターに表示した。

　ま、こんなオチか……。

　結局、何をやっていたのかはわからなかったが、なにをやってたわけでもないのだろう。ネタにするにしても、オチが弱かった。気を取り直して、とりあえず、再起動だ。

　そして、電源を切って、再び電源を入れ直した瞬間。

　なんの前触れもなく、周りの世界が変化した。さっきまで自分がいた馴染みの深い部屋が、一瞬ブレたかと思ったら地平線も何もない真っ白い空間へと一変したのだ。

「……致命的エラーから回復。処理を再開しました。ジーンパターン。一致。ヒストリーデータ。一致。個体名、戸籍参照、都つ筑づき武たけ紀のり」

　どこからかはわからないが、機械っぽい音声が流れてきた。というか、俺の名前をどうやって知った？　とか色々と不思議な点が多いが、圧倒的な現実感だけは明確にあった。状況がよくわからないせいか、周りの風景のせいか、恐怖心がまるで湧いてこない。

「設定を受理しました。最後に、本人の音声による確認をしたいと思います」

　設定を受理って、やっぱり、これはさっきのメールの続き、だよな？

「媒体名『エターナル イノセンス』の世界を一部投影します。よろしいのであれば『はい』。やめるのであれば『いいえ』と発声してください。ただし、やめた場合はこのプログラムは停止し、二度とあなたの人生に影響を与えることはありません」

　これが本当に現実という確信はない。メールで来た時点で怪しすぎるし、何な故ぜ俺のところに送られてきたのか、その辺あたりの理由もさっぱり不明だ。夢だ、と言われれば信じてしまいそうなほど曖あい昧まいだった。だが、こんなある種の神秘性すら感じる場所に放り込まれれば、メールで設定している時よりは、遙かに信しん憑ぴよう性せいが増すというものだ。

　あのゲーム世界の一部を再現する。それは、俺の願い、というか妄想だ。

　本気で、人生の一大転機なのかもしれない。

　叶えたかった。

　不意に、自分のことを考える。

　特に悪人でもないが、善人であると断言できるほど、人間が出来ているわけでもない。成績だって中ぐらいだし、運動も平均的。顔も体格も普通。オタクだということを除けば、極めて平均というラインに接触している何の特徴もない高校生。

　そして、そんな今の自分が嫌いだった。

　だから、俺は何の躊ため躇らいもなく、

「はい」

　と願った。







　序盤はお約束







「…………武たけ………ん。………きて」

　深いまどろみの中から声が聞こえてきた気がした。カーテンが開けられているのか、晩春の日差しがほんのりと体に染みこんできて暖かい。二度寝したら間違いなく気持ちよく、遅刻確定するまで寝てしまう自信がある。

　だが、心なしか俺のそんな安眠を妨害するように体を揺さぶられている気がしており、それに身を任せていると徐々に頭が覚かく醒せいしてくる。そのせいで先ほどから耳に入ってくる声がはっきりと聞こえるようになってきた。

「ほら、武ちゃん。起きてー」

　舌っ足らずで特徴的な声。そして、このシチュエーションは……。

「武ちゃん。起きてよー。朝ご飯冷めちゃうよー」

　信じられないことだが、この声といい、台せり詞ふといい、聞き覚えがありすぎる。昨日のあれ、本気で本当だったのか？　それこそ、ドッキリではなかろうか。そう考えはするものの、もしかして、の考えが捨てられない。頭のほうが急速に冴さえ始めてきたが、それに比例して緊張が増してくる。

　少しずつ、目を開ける。そこには、本当にゲームの世界から出てきたような『エターナル イノセンス』の登場キャラクター、幼おさな馴な染じみの秋あき原はら理り恵えがいた。二次元の絵が、現実となって出ているというのに、すぐに認識できた。違和感が、ない。

　後ろをさらっと肩に掛かるぐらいまで伸ばした柔らかそうな髪と、優しい瞳が印象的だった。何が楽しいのか、少し嬉しそうな顔をしている。ゲーム内の前衛的な制服姿ではなく、俺が通う高校の藍色を主にしたブレザーを着込んでいるのが、違いと言えば違いと言える。かぶっている帽子も再現度が高いとかそんなレベルではない。良くできた３Ｄのポリゴンですら、ここまで作り込むのは不可能だろうに。技術という単語が馬鹿らしく思えるほどに、彼女は人間だった。コスプレと言うのも憚られるような再現度。凄い、としか言いようがない。

「あ、起きた。今日は早かったね」

　満面の笑顔を向けてくる秋原理恵。台詞内容や仕草などゲームそのまんまだった。テキストで表される彼女の毛布のめくり方など、完璧に同じだ。ちょっとまだ信じられないが、断じて夢などではない。こんな現実感のある夢があったら逆に怖い。
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「秋原、理恵？」

　顔を見ながら確認するように相手の名前を言ってみた。

「どうしたの、いきなり。なんでフルネーム？」

「秋原さん？」

「……まだ寝ぼけてる？　秋原さんなんてすごく他人行儀だね。いつもみたいに理恵って呼んでくれないと調子狂っちゃうよ」

　なんて再現度の高い秋原理恵だ。確かに主人公があんな呼び方したら、こんな反応を返すはずだ。万が一、ドッキリだとしても、この仕事振りだったら金を払ってもいい。その言葉では言い表せない何かに、心臓の鼓動が収まる気配を見せず、落ち着かなくなってくる。

「ああ、悪い。まだ、ちょっと寝ぼけてるみたいだ」

　なんとか、鼻息が荒くなるのを抑え、そんな台詞を言ったものの、

「じゃあ、名前、ちゃんと言って？」

　そんなことを要求された。彼女の名前は、たった二文字だ。しかし、その二文字があまりにも長く感じてしまうほど、俺は動揺していた。

「……理恵」

　逡しゆん巡じゆんしながらなんとか喉から声を絞り出す。

「うん、そうそう」

　はっきり言って恥ずかしい。設定上は幼馴染だとはいえ、俺からしてみたら、いきなり出てきた女の子だ。そもそも女の子に対して名前の呼び捨てなんて、今までほとんどなかった経験なわけで。恋人いない歴＝イコール年齢のオタクだというのに。

　そんな風に未知なる感覚に興奮してたからか。俺は腰から足にかけての重みにまったく気付いていなかった。神経の接触不良にもほどがある。

「ほら、夏なつ海みちゃん。夏海ちゃんも起きて」

　理恵が毛布をめくる。

　俺の腰に理恵と同じ制服を着込んだ小さな女の子がしがみついていた。この状況といい、体の大きさといい、ツインテールな髪形といい、まるで『エターナル イノセンス』に出てくる主人公の義理の妹にそっくりだ。角度の都合上、顔こそ見えないが。

　頭を優しく撫なでてみる。

「ふにゅ～～……」

　声を聞いて、確信する。間違えるはずもない。夏海の声、だ。

「夏海ちゃんも起きてー」

「ふあぁぁい……。うにゅ……」

　寝ぼけ眼で起き始める小さな女の子。ふと気付いたように顔をこちらに向ける。

　下手をすると小学生と言っても通じそうな小さく幼い顔立ちで、活発そうな印象と保護欲というか、放っておけないイメージが心に残る。寸分の狂いもなく、夏海だった。

　じっと見つめる俺に対して、夏海はにこっと笑って元気よく挨拶をした。

「おはよー！　お兄ちゃん！」

　自分の中で何かが弾はじけた気がした。




　着替えを理由に、二人には部屋を出てもらって状況を整理する。

　確実にあのメールの内容、俺の願望が現実に反映されていた。あの時に入れたゲームディスクの内容を元に細かい設定を決めたあれが本当に実現してしまっている。

　正直、夢じゃないかと今でも思うが、この圧倒的現実感を夢と思うのはかなり難しい。

　おもむろにパソコンを立ち上げる。起動がいつもより遅く感じて、デスクトップ画面が現れるまで非常にソワソワした。ようやく立ち上がると、即座にブラウザを起動する。

　有名なウェブ検索サイトでゲーム名の検索をしてみたが、痕こん跡せきは根こそぎ消え失せていた。有名な掲示板でも、有名なファンサイトも。そのすべてからごっそりと情報がなくなっている。自分が持っていたゲームディスクはもちろん、公式ファンブックや攻略本もなくなっている。秘蔵のマイドキュメントの中にあった画像でさえ跡形もない。

　とんでもない影響力だった。

　少しだけ自分のしでかしたことに身震いする。

　しかし、それ以上にこれから彼女たちと夢のギャルゲー生活を営むことができるという事実に、内心ではかなり興奮していた。

　俺があの時入れたディスク。つまり、再現して欲しいと願ったゲーム。それは、

『エターナル イノセンス』

　一年前に突如、新メーカーから発売された元はパソコンの十八禁のゲームだ。もっとも、俺がこのゲームをプレイしたのはもう少し後の話になる。高校生である以上、十八禁ゲームなどに手を出せず、パソコン版の発売半年後にコンシューマ、つまり家庭用ゲームマシンへと新要素を満載した状態で発売されたのを機に購入してプレイした。

　プレイ中、思いっきり悶もだえた。

　そして、最後に泣いた。

　俺にとってそれまでギャルゲーというものは、様々なゲームの中の一ジャンルに過ぎず、オタクの友人に時々借りてプレイするぐらいだった。

　それが、このゲームをプレイして価値観が一変した。

　それほどの出来だった。

　誰に対しても分け隔てなく明るくやさしい学園のアイドル、文武両道の才女、神かぐ楽ら咲さき。

　家が隣同士ということもあり、物心が付く前からの付き合いである幼馴染、秋原理恵。

　主人公に対して非常に甘く、ところかまわず甘やかす癖がある義理の姉、真さな田だ春はる海み。

　底抜けに明るく、少しませているお兄ちゃんっ子な主人公の妹、真田夏海。

　寡か黙もくで、人との関わりを持とうとせず、自分のことも多く語らない転校生、明あか石し葵あおい。

　それら魅力的なキャラクターが織り成す、見た目は同世代の淡く切ない恋物語は、思春期の俺にとってまさに直球ど真ん中であり、最高のエンターテインメントだった。

　俺もこんな恋がしてみたい。

　俺もこんな主人公になってみたい。

　俺もこんな彼女たちと人目を憚らずいちゃいちゃしてみたい。

　といった願望を抱きつつ、ゲームを繰り返しプレイしているうちにイベントを一通り覚え、台詞を覚え、実際に存在した時の妄もう想そうをしてきてはや半年。

　俺の妄想は、何の因いん果がかあまりにも適当なほど簡単に、あっけなく叶ってしまった。

　そんな事実にしばらく呆けていた。




「はい、たーくん。朝ご飯ですよー。足りなかったらお姉ちゃんに言ってね」

　そう言って茶碗を差し出すのは、義理の姉という設定である春海姉さんだ。通称春はる姉ねえ。

「ありがとう」

　そう言って、茶碗を受け取りながら、彼女を視線で追った。

　腰の辺あたりまで伸ばした綺麗な髪が動くたびにさらっと流れていく様に、心を奪われる。穏やかさと年相応の無邪気さが同居した顔でこちらを見ていた。理恵と同じ制服にエプロンを着けており、非常に家庭的な印象を受ける。見つめ返すと、微ほほ笑えみ返されてちょっと照れてしまう。いつも微笑を絶やさないキャラだった。

　ちなみに『たーくん』とは、俺の愛称だろう。本来は主人公のデフォルトの名前である『真田正まさ樹き』に合わせて『まーくん』となっている。

　夏海も含めて、主人公とは義理の兄弟姉妹という関係なのだが、ギャルゲーにおけるお約束を破ることなく、血は繋がっていない。ゲームでは『父親の再婚相手の連れ子』となっているが、この現実ではどういう家族関係になっているのだろうか？

　俺の両親は俺が小学校低学年の時に、父親が交通事故、母親が後を追うように病気で亡くなり、すでに鬼き籍せきに入っている。その後、中学生までここからは遠い親戚の家で過ごしていたが、高校生になったのを機にこちらに戻ってきて、一人暮らしを始めたのだ。

　ふと気が付くと、春姉が別の茶碗を妹の夏海に差し出し、声をかけていた。

「夏海ちゃん、またたーくんの布団の中に忍び込んでたの？」

「ううー、今日こそは起こそうと思ってたんだもん……」

　悔しそうにする夏海。笑顔はもちろんだが、そんな悔しそうな顔も愛くるしい。

　妹はいつも兄を起こそうとして、途中で諦め、兄の布団の中で寝てしまう癖の持ち主だった。普通に考えるとありえない、さすがゲーム設定だと思ってしまうが、実際にやられるとなんとも刺激が強すぎて平常心など消し飛んでしまう。

「すいません、あたしまでご馳ち走そうになっちゃって……」

　そう言うのは俺を起こしに来た理恵だ。設定上、朝ご飯は、この四人で取ることが多い。理恵の両親は仕事で朝が早いし、主人公の親も海外転勤でいないからだ。みんな同じ学園に通っているので、行く時はみんな一緒だから、手間が省けるというのもある。

　ま、そんなことはさておいて、俺としては久しぶりな団だん欒らんの朝食である。普段の俺は朝ご飯を食べないのだが、春姉は朝ご飯を食べないと悲しむはずだし、俺としても春姉の手料理を是非とも食べてみたかったので、こうして食卓に座っている。

　いただきます、と言ってから味噌汁を口に含むと、春姉が自信なさげに聞いてくる。

「まずくない？」

「い、いや、全然。こんな美う味まい味噌汁、飲んだことない」

　いきなりそんなことを問われ、少し戸惑ってしまった。女の子に話しかけられている事実が心を動揺させる。春姉は家族だが、それは主人公であって、俺ではないのだ。

「そ、そう？　そんな風に褒ほめてくれるなんて、お姉ちゃん嬉しいな」

　心底うれしそうに笑顔を向けてくれる春姉。美味い飯に可か憐れんな笑顔。幸せ過ぎる。

「武ちゃんが春姉の料理を褒めるなんて珍しいね。いっつもぶっきらぼうなのに」

「えっと、本音を言っただけだって」

　これが毎朝続くのであれば、毎朝食べて、毎回褒めることなど造作もない。主人公はあまり春姉に対して、面と向かって褒めたりはしないが、俺は気にしない。実際に俺が作る飯よりも数段は上だった。格が違う。年季が違う。そして、何より、愛がある。

　そんな風に、いまだかつて味わったことのない幸せと充足感に包まれて、朝食を過ごしただけで、早くも俺はこの状況に大満足の太鼓判を押していた。




　普段はいつも一人で家を出て行くので、登校前の風景もいつもとは違って新鮮だ。

「ほら、たーくん。ハンカチ持った？　ティッシュはある？　忘れ物ない？」

　春姉がゲームのように心配性を発揮してくる。何度もゲームをやった俺としては、毎朝起こるイベントなので、結構聞きなれた台詞だ。だが、実際に聞くとまた趣おもむきが違う。

「うん、持った持った」

　あとは靴を履いて、家を出て、みんなで学校に行くだけだ。理恵と夏海は通学路とは逆にあるゴミ捨て場にゴミ捨てのために一足先に出ている。そのうち、家の前まで戻ってくるだろう。

「えーと、ハンカチよし、ティッシュよし。ガスも締めた、テレビも消してる……」

　春姉が俺と一緒に玄関に向かいながら、目をつぶって指折り数えている。イベント絵もあった光景なのだが、忘れ物っていえば、俺の方が何かを忘れているような……。

　……………あっ！　と思い出した瞬間、俺は自分の腕を春姉の前に差し出していた。

「きゃあっ！」

　玄関前にある小さな段差でバランスを崩す春姉。差し出した腕の中に春姉の体がすっぽり入る。わりと間一髪だった。

「ご、ごめんね、たーくん……」

　これもシナリオ通りだった。聞き慣れているが、画面の中で言われるのと、体が密着して、顔も吐息を感じることができるほど近い状態で言われるのとでは全然違う。正直、反応に困る。ゲームでは感じられない女の子の香りが、なんて思ってる場合じゃない。

　とりあえず、主人公と同じ台詞を言ってみることにしよう。

「……ド、ドジだなぁ、春姉は。何回、ここで転びかけてるのさ。それに、春姉は胸がないから抱き心地がないぜ」

　言ってみて思った。完全に春姉を傷つける台詞ですね、これ。主人公はもう少し考えてから喋った方が良いと思った。今、言ったのは俺だけど。……ごめんなさい。

「もう……、お姉ちゃんの胸はちゃんと日々成長しています」

　とんでもない台詞が遙か彼方から返ってきた。

　春姉も春姉で、天然だった。話の流れがおかしい気もするが、これもゲームのシナリオ通りだ。やりこんだ俺から言わせてもらってもわりと浮いてる強引さだと思う。メーカーの初作品のせいなのかなんなのか、序盤と終盤でシナリオのクオリティが違うんだよな。何はともあれ、あまりにもおかしい台詞であるにもかかわらず、この台詞を喋るということは、シナリオに強制力でもあるのだろうか。

　……って、この後の流れって、確か春姉が……、

「ほら、触ってみればわかるんだから」

　そう言って、控えめに見ても薄い胸を突き出す。

　薄いとはいえ、思春期の男子がそんなシチュエーションに耐えられるはずもなく、自分の『やめろ』という理性とは逆に両腕はしっかりと春姉の胸に迫っていく。主人公――デフォルトネーム『真田正樹』――は、よくここで耐えるなんていう選択肢を選べるもんだ。架空のキャラとはいえ、尊敬してもいい。

　結局、俺の手を妨害する要素などなく、ついに手が胸へと達してしまう。

「は……ぅ……」

　触れた瞬間、喘あえぐ春姉。春姉は真っ赤だ。

　女の子の胸を触ったことなんて制服越しとはいえあるわけないけど、その布越しに伝わってくる柔らかさは溺おぼれそうなほど危険で離し難い。ついつい一番柔らかい部分を探り当てようとして、無意識に手を動かしてしまっていた。

「んっ……」

　春姉が恥ずかしそうに身を捩よじる。ここまで来てようやく焦げ付いていた理性が働いた。

「あ、あの春姉。怒らない、の？」

　普通に考えれば、女の子にここまでやったら、怒るどころの話ではない。こんなことを同級生にやってみろ。社会的抹殺、前科所持、クラス内総スカン確定だ。

「たーくんなら、別にいい、よ……。お姉ちゃんのでよければ……いくら、でも……」

　怒ってすらいない。上目づかいで恥ずかしがりながらも、顔に笑みすら浮かべている。春姉はこの段階になっても無抵抗で、このまま何をしても受け入れてくれるような気すらした。いや、設定的にはそんな感じだったような……。そもそも怒るという感情がないのではないかというぐらい、ゲーム中で怒ることがまったくないしな。

　しかし、このままいったら非常にマズい展開になったような記憶が微かに

「お姉ちゃん、お兄ちゃん、遅いよー！　何やってるのー！」

　よぎったのを感じたのもつかの間、玄関の向こう側から声がしたと思ったときには玄関が開けられ、夏海と理恵にしっかりと見られてしまった。俺が春姉の胸に手を押し付けている瞬間が、二人の目の中に確実にフレームインしている。

「ちょ、ちょっと武ちゃん！　何をしてるのっ」

「いや、待て！　これにはわけがっ！」

　思わず、ゲームの主人公と同じ台詞を口走ってしまう。今、俺と主人公の同調率は、かなり高い数字を弾き出すに違いない。なんてお約束な展開だ。シナリオ通りだけど！

「お姉ちゃんとお兄ちゃん、エッチなことしてたの？」

「違うッ！」

　とも言い切れませんが、なんてことを口走りやがりますか、この妹は。確かにマセてる設定だ。再現率万歳。

　そして、ゲーム中であれば、ここで都合よくワイプアウトして次のシーンに行って、

「もう、エッチなんだから」

　などと理恵に言われつつ、登校しているはずなのだが、現実にそんな都合のいい不思議現象などがあるわけもなく非情な現実は続いていく。敗色濃厚で、ラウンド続行だ。

「武ちゃん、見損なったよ！　お、お、おおお、女の子の胸を触っちゃうなんて！」

　理恵に余裕がなくなってきた。でもちょっとこんな風に怒る理恵は新鮮かも。って、そんな感想を言ってる場合じゃない気がしてきたわけですが。真実を言ったら、もっと混乱したことになりそうだ。気が進まないが噓うそをつくしかない。

「話を聞いてくれ。これはちょっとアレだ。俺が転びそうになったからなんだ。その先にたまたま春姉がいて、たまたま手が胸にいってしまっただけで、その刹せつ那なの瞬間を見られた、だけなんデス……」

　理恵の目が徐々に疑いの眼差しになっていくにつれ、尻すぼみになってしまう俺の声。

「ほんとぉ～～～～～にぃ～～～～～～？」

　いかん、この理恵は思いっきり、具体的に言えば九割は疑ってる状態だ。この言い方には間違いなくそんな気配がする。

「そうなの、お姉ちゃん？」

　夏海が春姉に視線を向けて、質問をぶつける。

「ええ、いつもと逆の展開だったから驚いちゃった」

　ナイス、春姉。

「そーだね。いつもだったら、お姉ちゃんがこう、ズルって転んじゃって、お兄ちゃんがガシッて支えるもんね」

　ジェスチャーを交えて再現する夏海。さすが妹だ。見てもいないのにまるですぐそばで見ていたかのような合致ぶりだ。

　ここにきて、ようやく話が沈静化しそうになってきた。理恵はまだ若干、疑っていそうだが、春姉が弁解したことで言うべきこともなくなったのかもしれない。

「まあ、春姉がそう言うなら。でも、武ちゃん。女の子の胸というのは尊とうといんだよ？　それを不可抗力とはいえ、触っちゃったことに対しては謝らないとダメだと思うな」

「……はい」

　実際には不可抗力ですらなく、本能に負けた結果だが、どちらにしろ謝っておいたほうがいいのは当然のことと言える。むしろ、率先的にするべきだ。

「謝ってもらわなくても……たーくんだったら、お姉ちゃん、いくら触られても別に気にしないのに。お姉ちゃんと弟のスキンシップだよ♪」

　マテ、春姉。今までの流れをガン無視ですか!?

「へぇ～～～～～、た～け～ちゃ～ん～？　どぉおお――いうことかなぁ～～～？」

　疑心モード再び。先ほどよりも、声の威圧感が増していた。はっきり言って怖い。主人公も焦るほどのモードではあるが、俺も怖かった。なんて臆おく病びようなんだ、俺。

「ちょ、ちょちょ、待ってくれ、理恵。は、話せば、わかる！」

　そんな恐怖と焦あせりのせいか、発声がおかしくなってしまった。

「そ～言って、時の総理、犬いぬ養かい毅つよしは暗殺されたんだよ。これってトリビアじゃない？」

　意外と博識だな、などとからかうゆとりもなく、理恵の目つきが鋭くなっていく。

「さ～て～、じっくりと～～～～、話を聞かせてもらいましょ～～～～～～か～～～」

　少しずつにじり寄ってくる理恵。気のせいか、肌がピリピリしてきたんですけど……。

「でも、理恵ちゃん。そろそろ学校行かないと遅刻しちゃうよ？」

　夏海が、極めて現実的なことを言って理恵をたしなめる。意外なことに、この中でもしかしたら一番冷静かもしれない。

「……それもそうね。うん、早く学校行かないとね」

　助かった……。ありがとう、時間。ここまで時間に感謝するのは生まれて初めてだ。心の中で深いため息を吐いて胸を撫で下ろした。

「問い詰めるのは、学校が終わってから、ね？」

　素敵な笑顔で囁ささやいてくれる理恵。やっぱり、逃れられないらしい。春姉がちょっと申し訳なさそうな顔をして、目で謝ってくる。まあ、仕方がない。こういった刺激的な生活を望んだのは俺自身だし、原因そのものは自業自得だ。

　……何物にも代え難い良い思いもしたしな。

「ほら、行こうよ」

「おー！」

　理恵と夏海が率先して歩き出す。さて。俺も行こう。

「……行ってきます」

　いつものように、誰もいない家にそんな挨拶を言い残して、玄関を出て行く。

「行ってらっしゃい」

　と、いつもは返ってこない呟きに、振り返ると、そこには春姉がいた。確かに春姉は、こういった日常的な挨拶に必ず返答をする律りち儀ぎなキャラだ。設定通りだと感動する前に、挨拶が返ってきたということに心が暖まっていく。

　誰かが送り出してくれる生活っていうのはこんなにいいものだったんだな。俺、そんなに女々しい性格でもないと思ってたんだけど……。

「行ってきま～す」

　春姉も家に向かって挨拶をする。

「行ってらっしゃい」

　その挨拶に俺も返すと、春姉はこちらを向いて微笑んでくれた。そんな反応が嬉しくて、こっちも自然に笑顔となってしまうのだった。




　さて、夢にまで見た女の子との登校だ。俺の左腕を摑つかんでいる夏海に、右側を歩く理恵に、そこから半歩下がった右後ろに春姉という形になっている。

　ゲームと違って、現実はその程度のことで陰口や囁き声が聞こえてくるということはないのだが、被害妄想からか、どうも周りの人間に見られてるような気がしてならない。　さて、ゲームの通りなら、そろそろあのキャラが登場してくると思ったんだが。

「つっづっきく～ん、おっはよ～」

　俺の名前を呼ぶ声に身体が反応した。すでに速い心臓の鼓動がさらに跳ね上がった。

　後ろから走る足音が近づいてくる。振り返らなくてもわかる。このエンジェルボイス、このハイテンションな口調、呼んだ苗字は違うけど、間違うはずもない。彼女だ。

　心を落ち着かせ、振り返る。そこにはまごうことなき学園のアイドル、神楽咲がいた。

　長い髪を頭でまとめて、後ろに垂らしたポニーテールが元気に揺れている。新雪を思わせる透き通った肌は、手入れなどをしない男にもわかるほど綺麗だと訴えてくる。

　髪型から身長、仕草、肌色、すべてが俺の記憶と寸分の差異もない。はっきりと言えばギャルゲーにおいて、俺がもっとも理想とするキャラだ。目を奪われたからといって誰が俺を責められようか。関東一帯の高校生の中で知らぬ者はいない、入学と同時にファンクラブが出来上がったなどという破格の設定を持つだけはある。本当のアイドルでもないのに、そんなに有名な理由は不明だが。開発者がノリで設定でもしたのか？

「おう、おはよー、神楽」

　内心、ドキドキだが努めて冷静に返す。できる限り、主人公のように振る舞う。冷静になれ、冷静に。ここで興奮してしまうようでは先が思いやられる。

「おはよう、神楽さん」

「神楽おねーちゃん、おはよー」

「おはようございます、咲ちゃん」

　俺と一緒に登校している三人娘が各々、挨拶をする。

「秋原さんも、春さんも、夏ちゃんもおはよーございます！　また一緒に登校してるんだねー。仲いいなー、羨うらやましいぞっ」

　そう言いながら、神楽は楽しそうに俺の腕を叩いてくる。ああ、このスキンシップにすら幸せを感じてしまう。
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「……まあな」

　いかん、頭の中が真っ白で、なんて返すべきだったかまったく思い出せない。なんとか記憶から引っ張りだすべく脳内検索する。この後の展開はどうだったっけ……。

「ん？　都筑くん、なんか、いつもと違う？　混乱してない？」

　鋭い。なかなか、反応しない自分を見て訝いぶかしんだようだ。それもそうだろう。向こうからしてみたら、雰囲気が違うのは当たり前だ。彼女らはゲームの主人公である真田正樹に向き合っているはずなのだから。

　主人公の性格が多少違っていても許容範囲だと思いたいが、何かしらの原因で俺に対して愛想を尽かすというのもありえない話ではない。変な選択肢を選んでると、二度と会えなくなったりするからな。できる限り、主人公のように振る舞う方が安全だろう。

　思い出した台詞を、慣れない演技をした時のように若干早口で喋り始める。

「いや、いつも通りだよ。お前の方がハイテンションなんだから、比較するなよ」

　よし、一言一句、間違いない。こんな台詞、普段の自分じゃ女の子に対して言えないが、主人公の台詞の真似なら何とかできる。棒読みになってないことを祈るばかりだ。

「そうかな。高校生活は短いんだから、面白く過ごさないと、自分に悪いと思うよ？」

　神楽はちょっと考えるように指を口に当てて、努めて明るく太陽のように言ってくる。神楽咲とはこういう発想のキャラだ。しかし、これが後々の伏線だったりする。

「面白く過ごすのと、ハイテンションで過ごすのは同義語じゃないぞ」

「なーに言ってるのかなぁ？　明るくハイテンションな方が人生面白いよっ？」

　そう言ってにこっと太陽の笑顔を向けてくる。その笑顔に即座に白旗を上げそうになるが、ここで主人公像を崩すわけにはいかないので、我慢の一手だ。

「疲れるから、俺はやめとくよ」

「そう？　あっと、いけない。今日、朝から用事があるんだよねー。じゃ、先行くから！　どーも皆さん、お邪魔しました。都筑くん、また教室でねー！」

　そう言い残して走って学校の方へと去っていく神楽。その姿は、あっという間に小さくなっていった。

「風のような子よね」

「さすが学園のアイドルだねっ」

「可愛くて、頭もよくって運動神経もいいって反則ですよ……」

　春姉、夏海、理恵がそれぞれ、神楽に対して感想を漏らす。いや、みんなも充分可愛いけどね。神楽咲の方が、可愛さが一段上という設定だから、みんなそう思わされてるだけかもしれない。春姉は、頭のよさも運動神経も神楽とタメをはるはずだが。

「たーくんは、咲ちゃんみたいな子が恋人になってくれたらうれしい？」

　春姉からいきなり不意打ち気味な一撃。正直に打ち明ければ、ゲーム中で最初に攻略したキャラは神楽です。次に春姉、理恵、夏海の順で、最後に転校生を攻略している。

「いきなり何を言ってるのですかね、春姉……」

　さすがにここで興奮して、もちろんです、はい！　なんて言った日には何が起こるかわからないので自重する。

「神楽さんみたいな人が、武ちゃんに振り向くなんてないと思うけどなぁ」

　ちょっと拗すねたようにジト目をこちらに向けてくる理恵。ああ、いじらしい。このプチ嫉しつ妬と状態の理恵は本当に見惚れてしまいそうだ。わざわざ、理恵を不安がらせるために、そういう選択肢を選んでこの顔を見るユーザーが多いというのも納得だ。

「でも、ほら。神楽さんに振り向いてもらえなくても、理恵ちゃんがお嫁に来てくれるから安心していいわよ。ね、理恵ちゃん？」

「なっ……！」

　そんな春姉の冗談か本気かわかりかねる発言を理恵は真に受け、顔が熱を出したかのように真っ赤になる。微妙に理恵に失礼な台詞な気もするが、当の本人はそれに気付いていないのか、余裕がないのか、傍はた目めにも混乱していた。でも春姉。もう少し、音量を絞って欲しい。周りに聞こえているような気がしてならない……。

「そ、そんな、その……、そういうのには、まだ早くて、でも、嫌ってわけじゃ……」

　もはや、言語機能が壊れたとしか思えないような口ぶりの理恵だった。

「理恵ちゃんがダメでも、夏海がお兄ちゃんのお嫁さんになってあげるよ？　毎日、なんでもしていいですよ、みたいな新婚生活とか憧れるよねっ」

　超爆弾発言。神経が擦り切れそうです。

「もう、夏海ったら……」

　やれやれといった感じで悟りの入った春姉に、顔を真っ赤にして言語出力機能が怪しい理恵に、無邪気に明るい夏海の微エロトークを交えて楽しい登校。勢いがありすぎて、話題の中心にいるはずの俺は何も発言できなかったが、不快な気持ちにもならない。

　今まででは絶対にありえなかった、周りから見れば他愛のない登校風景。

　だけど、こういうのを充実感に溢れているって言うのかもしれない。




　家から歩いて、二十分。ようやく、自分の通う高校が姿を見せる。高校はゲームの設定に変化させてはおらず、現実のままだ。ゲームの方の学校は、私立蓮れん條じよう学園といって、共学で、偏差値が若干高い。スポーツに関しては普通。男子制服がブレザー。女子制服が、なんというか前衛的だ。

　俺が通う現実の学校は、私立横よこ岸ぎし高校という。共学で偏差値がやや低めだが、稀まれに東大や早わ稲せ田だなどに入るような生徒もいる。スポーツに力をいれ、プロも毎年数人輩出しているスポーツ名門校。男子制服は学ラン。女子制服はブレザー。藍色の上着に、同系色のチェックのスカートと良くも悪くもオーソドックス。

　春姉と夏海は校舎が違うので、正門から少し進んだところでお別れだった。

「授業でわからないところがあったら、お姉ちゃんに聞きに来ていいからね？」

「お兄ちゃん、頑張ってねー！」

　と言い残して、自分たちの校舎に仲良く向かっていった。

　俺と理恵も自分たちの校舎に入って、自分の教室がある廊下まで来たところで、

「じゃ、また放課後にね」

　理恵はそう言って、俺とは逆方向の教室へと歩いていく。

　別れたあと、あの三人はちゃんとクラスでやっていけるのだろうかと心配になってくる。性格的に問題はないだろうから、普通なら上う手まくやっていけると思うし、すでに存在していたって状況になっているのであれば、転校生というわけでもなさそうだし大丈夫だと思うけど……。ちょっと、休み時間になったら教室の方に行って覗いてこよう。

　教室に入ると先に来ていた神楽を見かけた。幾人かの女子と前から友達だったかのように会話をしている。耳に入ってくる会話は昨日のテレビの話題など、そういった他愛のないものだ。こういうのを見聞きすると、ゲームにはない生活感を感じることができて、すごく新鮮な気分になってくる。

　そんな神楽を少しだけ眺めて、自分の席へと着く。窓際、最後列という最高の席だ。鞄の中の教科書などを取り出して机の中に入れていると、不意に影が遮った。

「おー、武紀」

　テンションの低い、理恵たちとは別の意味で馴染み深い気だるげな声。現実での友人であり、俺を高校生活の始めにギャルゲーの世界へと引きずりこんだ、佐さ藤とう翔しよう也やだ。

「お前、今日も三人はべらせて登校してなかった？　どこのギャルゲーの主人公だ、お前は。僕にもその才覚を分けてくれ。十割でいい」

「朝っぱらから何を言ってるんだ、翔也……。第一、十割って全部じゃねーか」

　こいつとは、高校に入学してから付き合いのあるギャルゲー仲間だ。俺がギャルゲーの世界に没頭しているというならば、こいつは傾倒していると言える。俺よりも遙かに濃いオタクだ。だが、そこまでオタク然としているわけではなく、ぱっと見は普通なやつだった。オタクというと何かと嫌われやすいし、誤解を受けるものだが、こいつはオタクの負の面を周りに対しては見せないので、普通にクラスに溶け込んでいる。

　現実の友人がどういう反応を見せるのかが不安ではあったが、変わった世界でも普通に接してきたということは、あくまで今までの状況に足される形で、あのキャラたちは『いた』ということになったのだろう。春姉に夏海や理恵といつも登校しているという情報が刷り込まれていたというのがその証拠だ。……友達少ないから確かめにくいけど。

　昨日までは『エターナル イノセンス』を作ったメーカーが、次はどんなのを出すと思う？　みたいな会話をしてたんだけど、もうそのゲームもないからなぁ。なぜか、メーカーは現存してまったく別のゲームを作っていたんだけど。

　ちなみに次回作について、翔也の予想は、エンディング後の後日談を描いたファンディスク。なんでも、神楽の母親が若い時の設定資料がネット上に流出したらしく、それがおまけのシナリオになるともっぱらの噂うわさで、翔也もそれを信じていたようだった。噂の真偽のほどはわからないけど、神楽母もカルトな人気があったからな。

「いいよなぁ、お前はよー。人生バラ色っぽくて。僕だって人生に一度ぐらいはギャルゲーの主人公みたいになってみてーよ。子供の頃のフラグって大事だよなぁ……」

「きっといつか叶うかもしれないさ。果報は寝て待てだ」

「寝てて主人公になれるんだったら、ずっと寝てたっていいぞ、僕は」

「いや、それは単に夢を見てるだけだと思うぞ……」

　そんな締まりのないバカ話をしてると、チャイムが鳴るのと同時に先生が入ってきたので、各々が渋々と席に着いていく。

　ここからが本番である、ギャルゲー主人公の学校生活だ。




　一時間目の授業が普通に終わり、二時間目が始まるまでの間の休み時間、こっそりと理恵たちの様子を見に行くべく、教室を出た。

　まずは、理恵。クラスも三つ離れた程度だし、ちょっと見に行くぐらいならすぐに行ける距離だ。最初に見に行くのには適しているだろう。

　理恵の教室、二年五組を覗いてみる。教室そのものは俺のクラスと変わらない。当たり前か。中は数人がグループになって、会話に花を咲かせている。

　扉越しに理恵を捜す。理恵は友達らしき女子生徒たちと楽しそうに語り合っていた。内容まではさすがにわからないが、どうやら上手くやれてるようだ。

　特に性格的に暗いわけでもないし、社交的なだけあってクラスに自然に溶け込んでいる。流されやすいというところもあるが、その辺りは愛あい嬌きようだろう。

　問題なし。そう判断して、その場を後にしようとしたところで声がかかった。

「おー、旦だん那なさんが来てるよ、理恵っちー」

　見つかってしまった。聞こえてきた冷やかすような軽口は、主人公と理恵をからかう時の常じよう套とう句くだ。理恵のあだ名まで再現されている。

　振り返って確認すると、案の定、理恵は顔を赤くしていた。遠目だがよくわかる。言語機能まで壊れてないだろうな……。

　しょうがなさそうに送り出されて、理恵がこちらに向かって来る。こっそり覗くだけのつもりだったのに、理恵に悪いことしたかな。

「どうしたの、都筑くん」

　ちなみに理恵は学校内では主人公をちゃん付けでは呼ばず、苗字で呼んでくる。主人公が恥ずかしいからという理由でせめて学校内で呼ぶのはやめろとお願いした結果そうなったという設定だ。まあ、高校生にもなって、ちゃん付けってのは確かに恥ずかしい。

　それはともかく、どうしたの、と問われても困る。

「いや、様子を見に来ただけ」

　そんな台詞にキョトンとする理恵。

「おー、心配されてますね、奥さん！」

　先ほど理恵と話していた友人たちが、いつの間にか後ろまで来て茶々を入れてくる。ああ、そういうことを言うと理恵がきっと大混乱に、

「そ、そそそ、そんなじゃ、ないってばっっっ！」

　早くもエラー気味だ。この手の冷やかしを何度やられても慣れないのだから、困ったものである。エンディングまで慣れなかったから諦めるしかないんだろうなぁ。

「焦ってる焦ってる。理恵っちは可愛いなぁ」

　友人たちもそれをわかってからかっているのだから意地が悪い。ま、いい感じの友人に恵まれてるようで安心ではあるが。

「あー、すまん。本気で用があったわけじゃないんだ」

「愛の囁きに来たとか？」

　友人たちがキャーッと黄色い声を上げて盛り上がる。

「……期待されても困る」

　反論もできやしない。見れば理恵は耳まで真っ赤になっている。目をつぶってこの羞恥に耐えていた。だが、さすがに限界が訪れたらしい。

「もう！　武ちゃんは違うんだってばぁ！」

　理恵が強く抵抗を試みるが、

「……だって、武ちゃん！」「武ちゃんは違うらしいよ？」

　と彼女らが、ニヤニヤと視線を俺に向けてくる。

　ふとした拍子にちゃん付けで呼んでしまい、色々と冷やかされる羽目になるのは、一つのお約束だ。そういった展開は確かにある。

　が、当事者になるとこんなに恥ずかしかったんだなあ……。

　さすがに俺も何も言えず、顔が熱くなってきてしまった。これはまずい。俺まで赤くなってどうする。このまま、二人して赤くなってたら、また弄ばれてしまう。

　こういった多人数相手の時に、抵抗できないのは、俺の小心な性格のせいだと思う。

「あー、初うい々ういしいなぁ。お二人さん♪　若いねぇ」

「わたしも、三年ぐらい前はこのぐらい純情だったなぁ」

　今度は老け込んだ。あまりにも手馴れたからかいっぷりだ。この世界ではもっと何回もやられているのかもしれない。

　俺は理恵を見に来ただけなのに、なぜこんなことに？

　結局、チャイムが鳴るまで、俺たちは玩おも具ちやにされ続けてしまった。周りから見ればさぞ、妙な集団に見えただろう。

　まぁ、これはこれで新鮮な面白さがある。……喉のど元もとを過ぎたから言えることだけど。




　二時間目もつつがなく終わった。まあ、ギャルゲーのような生活になったからといって授業が大きく変わるわけもない。ゲームに関係ないシーンは軒並み希薄なゲームだったけど、かと言って現実がそんな適当に流されるわけもなく、終わるまでの時間が異様なほど長かった気がする。つまらない時間を長く感じるのはこの世界の仕様だ。

　休み時間になったので、もう二人、春姉と夏海の様子を見に行く。さっきは絡まれてしまって理恵を見に行くだけで終わったからな。

　渡り廊下を渡って別校舎へ向かう。俺の教室からであれば春姉の教室の方が近いので、春姉から見に行くことにした。とは言っても上級生の教室が並ぶ廊下を歩くのは、少々心臓に悪い。取って食われやしないのはわかってるんだけど。生来の小心が恨めしい。

「あ、たーくん、見っけー！」

　いきなり、そんな声が聞こえた。この声は間違いなく春姉だ。

　後ろから足音が聞こえてきた、と思った瞬間には

「えいっ！」

　と、後ろから抱きしめられていた。

「うわっ！」

　強引に摑まれたせいで、バランスを崩しそうになるが、何とか足を踏ん張る。危なかった。春姉。俺はバランス感覚が悪いので、そんなことしないで欲しい。

「あー、いい抱き心地ー。疲れた身体が癒されるー」

　そんなことを言って、腕を解かないばかりか、首筋辺りに頰ほお擦ずりまでしてくる。非常に嬉しい展開だが、これはちょっと、なんだ……。周りの目が気になってしまう。

「ちょっ、離して、春姉！」

　そう言うと、あっさりと離れてくれた。

　振り返ると、春姉は体操着を着ていた。上半身が厚手な半袖の体操シャツに、下には水色の短パンを穿いている。ゲーム内の学園のものとは違う、学校指定の体操着だ。ゲームの方だと赤いブルマなんだけどな……。

「どうしたの、たーくん。わたしに会いに来たのかな？」

　そう言って真正面から俺の頭を撫でてくる春姉。本当に甘えさせる行動が好きな人だった。あまりの近さでのやり取りのせいか、少し顔が熱くなってくる。

「まったく、あんたたちは本当にいつでも仲がいいわね」

　春姉の後ろから見知らぬ女生徒、それも上級生が出てくる。見た感じ、春姉のクラスメイトかな。こういってはなんだが、普通の人っぽい。しかし、どこかで見たような気もする。どこで見たんだったかな。

「当たり前じゃない。わたしたちは姉弟なんだから」

「うーん、姉弟ねえ。それにしちゃ仲が良すぎる気もするけどねぇ。普通、兄弟姉妹なんてそこまで仲が良くないわよ？」

「えー、もったいないわねぇ。兄弟は仲良くするって規則を作ったらどうかしら？」

「冗談もほどほどにね。そんなもので縛るものじゃないでしょう。第一、生徒会長だからって、そんなほいほい学則作れるような権限ないわよ」

　ああ、思い出した。この人、うちの学校の生徒会長だ。名前までは覚えてないけど。そういや、春姉は生徒会長と仲が良いって設定があったなぁ。もっとも、ゲームキャラとしてまったく出てこないから、現実の生徒会長と仲良くなってるわけか。

「それでたーくん、本当にどうしたの？　あ、顔赤いね。もしかして、熱かしら？」

　いや、これはさっきから春姉が俺を撫でているせいだから。

　だが、春姉はそれに気付くこともなく、

「ちょっと、かがんで？」

　そこからあまりにも自然な動きで、俺のおでこに自分のおでこを当てた。熱を計っているのだろうが、思いっきり顔が近い。すぐ傍そばに春姉の綺麗な唇があって、吸い込まれそうなそれに我を失いそうだった。

「熱はなさそうだけど……。体がだるかったりしない？　頭が痛かったりしない？」

　憂うれいのありそうな表情で訴えてくる心配性なお姉ちゃんだった。おでこを離して、今度は手を摑んでくる。

「おかしいって感じたら、すぐにお姉ちゃんに言ってね？」

「いや、大丈夫だから……」

　少々、しどろもどろになりながら、問題がないことを訴える。

「はいはい。お姉ちゃんするのもいいけど、そろそろ行くよー」

「あーん、たーくん。またね！　怪け我がなんかしないでねー」

　そして、春姉は名残惜しそうに生徒会長に引きずられていった。

　周りを見渡すと、遠巻きに窺うかがってた上級生の方々が数人見えた。俺は恥ずかしさを押し殺し、その場を足早に立ち去る。春姉に甘やかされただけで、時間も休み時間が終わりそうなぐらいには進んでいる。こりゃ、残り時間的に夏海まで行くのは無理だなぁ。

　と、春姉の温もりを思い出しながら、教室へと引き返した。




　本日の三時間目の授業は厳しい先生なので、気を抜けないのがつらい。それが終わって、ほっと一息。みんなもちょっとぐったりとしている感じだ。神楽を見ると、楽しそうに次の授業の準備をしていた。何がそんなに楽しいのかはわからないが、学校生活を満喫しているようである。

　それはともかく。今度は、夏海を見に行くのだ。

　再び、別校舎へと向かう。今度は下級生の教室なので気楽だ。夏海の教室はゲーム中から考えると、今、俺の目の前にある教室のはずなんだが。次の授業が移動教室なのか、人っ子一人いなかった。次の授業が始まるまで、まだ余裕があるというのに誰もいないとは真面目なクラスだ。うちのクラスだったら、予鈴どころか本鈴が鳴って動き出すやつもいるからな。もしかしたら、教科担当の教師が厳しい人なのかもしれない。

「あ、お兄ちゃん♪」

　突然、自分の腕に重みがかかる。バランスを崩すほどではない、小さな重みだ。この重みと声で夏海だとすぐにわかった。

「夏海。移動教室じゃなかったのか？」

「うん、そうだよー。忘れ物取りに来たのー」

　そういうことか。夏海はそそっかしいな。しかし、クラスに溶け込んでいるかどうかを見に来たのに、このままでは目的を達成できそうにない。

「クラスでちゃんとやれてるか？」

「うん、楽しいよ」

　直球で聞いてみたのだが、顔一杯に笑顔を浮かべて答えられた。一番、心配していたのだが、意外に上手くやれているのかもしれない。考えれば、この子には友達キャラも二人いるし、問題なさそうだ。

　そんな風にしばらく考えていても、夏海はいつまで経っても腕を離そうとしない。宝物のように俺の腕を抱きしめている。

「離してくれないと、お兄ちゃんは帰れないんだが……」

「せっかく会えたのにー」

　不満顔で腕を離す夏海。だが、今度は背後に回りこんで、背中に飛びついてきた。いきなり三十キロの重みが双肩に圧し掛かる。咄とつ嗟さの出来事で、左右にふらつくが、なんとか辛抱する。強制的におんぶをさせられた。

「お兄ちゃんの背中大好きー♪」

「あ、危ないだろ！　降りなさい！」

「やだー」

　そんな問答とやり取りを廊下で繰り広げていると、当然数人の目には留まるわけで、非常に恥ずかしい。呆あつ気けに取られる生徒もいたし、足早に見なかったことにしたような生徒もいる。対象が夏海だし、微笑ましいというレベルで見てくれてるとありがたいのだが……。これは兄妹のスキンシップなんです、信じてください、と心の中で訴える。

　しばらくして、堪たん能のうしきったのか夏海は俺の背中から降りて、教室に入って忘れ物を取ってくる。忘れ物は筆記用具のようだった。

「夏海は次の授業、化学なの。抱っこして連れてってー♪」

　と言って、甘えてくる。お醬しよう油ゆ取って、ぐらいの気軽さだ。

「もう背中は駄目です」

「違うよー。お姫様抱っこ♪」

　なんという際限のない要求。徐々にエスカレートしてくる。かなりアグレッシブだ。家に帰ったらやってもいいが、こんな生徒が行き交う廊下でのお姫様抱っこは難易度が高すぎる。お姫様抱っこはギャルゲーの基本ではあるが、大体においてヒロインが怪我した時とか、そういう緊急時に限られるだろうに。

「駄目」

「お兄ちゃんのケチー」

　むくれながら、両腕を上げて不服を申し立ててくる。できればこの程度のお願いぐらい聞いてやりたいが、この場でこれ以上はいくらなんでもきつい。

「また、今度の機会に、な？」

「本当？　やったー、約束だよっ！」

　満足したのか、笑顔に戻る夏海。

「じゃあ、夏海は行くね！　……あれ？　なんか、お兄ちゃんに伝えなきゃいけないことがあったような……」

「ん、なんだ？」

「う～ん……」

　夏海は、腕を組んで悩むが、その姿は驚くほど様になっていない。背伸びをしている印象がとてつもなく強いせいかもしれない。

　予鈴が鳴り響いた。

「ま、思い出せないなら、大したことじゃないんだろ。早く行かないと遅刻するぞ」

「あっ！　早く行かないとっ！　あの先生、怖いんだった！」

　そう言い残して、夏海は元気よく走り去っていった。……廊下を走っちゃ危ないぞ。




　四時間目の終了を告げるチャイムが鳴り響く。ついに昼休みだ。いつもなら翔也と学食で一緒に食うのだが、

「今度、姉さんの弁当を僕に分けてくれよな」

　と冗談のような本気のような台詞を吐いてさっさと学食へ行ってしまった。あの口ぶりからすると、俺は弁当組らしい。ということは、主人公と同じように俺の鞄かばんには春姉謹製の弁当が入ってるはず。

　影も形もない。

　困ったことに入っていない。よくよく考えてみれば入れた記憶もない。鞄に弁当を入れるなんて経験は皆無だからな。おそらく、家に忘れてきたんだろう。弁当が自然に入っているものなわけないし。春姉に悪いことしたなぁ。さて、どうしよう……。

「おにーちゃーん、お弁当、届けに来たよー」

　学食にでも行くか、と考え始めていた時に、クラス中に響き渡る聞きなれた妹の声。普通、上級生のクラスに入るなんて相当の度胸がいると思うんだが、どうもそういった遠慮は持ち合わせていないようだ。いや、長所だとは思うけどさ。

「さっき、言い忘れてたの、これだったー。お兄ちゃん、お弁当鞄に入れ忘れてたでしょ。だから、夏海が持ってたんだ。渡すのすっかり忘れちゃってたのー」

「ああ、別にいいよ。忘れた俺が悪いんだし。サンキューな、夏海」

　そう言って差し出された弁当を受け取る。

「お兄ちゃん、今日は一緒に食べよ？　中庭だったら暖かいから、きっと美味しいよ」

　夏美は俺の腕を抱いて、非常に魅力的な提案をしてくる。なるほど。弁当を忘れるとこういう展開になるのか。ゲームの中では弁当を忘れることがないからな。

　朝からそうだったが新展開の連続だ。しかも、設定などの再現度が高く、彼女らの行動に一貫性があるのだ。あまりにも都合がよくて大助かりであり、嬉しすぎる。

　さて、届けてくれたわけだし、妹と一緒に食べるのもいいよな。うん、そうしよう。

　そんな気持ちになって、いいぞと答えようとした時に、

「うわ～、ちょっと、どうなんだろうね、あれ……。アブナクない？」

　あと少しで聞き逃しそうだった。少し遠目に座っている女子集団の方から聞こえてきた。こちらをチラチラと遠目に窺っている。あそこの連中で間違いないな。

　……いや、まあ、実際に兄と妹が学校で仲なか睦むつまじく一緒に弁当を食うって、普通に考えたら思いっきりヒくよな。ゲームだからこそ許される設定だし。彼女らの意見もわからなくはない。……なんとなく、汚けがされたようで腹立たしいけど。

　かと言って「悪いか！」と強く居直ることもできなかった。相手との関係や相手の感情によっては反応が読めない上に、未知の反応が怖くて言える台詞など限られてしまう。いや、なくなってしまうと言った方が正しいかもしれない。臆病なことこの上なかった。

　今から夏海に対して断るってのもできない。妹はさっきの台詞も聞こえていないようで、無む垢くな目でこちらの返答をじっと待っている。

　さっきのヒソヒソ話を聞いてしまったせいで、動けなくなった俺に対して、意外な方向から助けがやってきた。

「あら、夏ちゃんも一緒なら、わたしもご一緒していいかな？」

　場の空気を察してくれたのは神楽咲だ。そういや、同じ美化委員という設定だったな。ゲーム中ではあまり活かされていない設定が、こんなところで役に立つとは。

「わたしはいいよー。お兄ちゃんもいいよね？」

　もちろん良いに決まっていた。

　当たり前ではあるのだが、いろいろな意味で非常に美味しゅうございました。




　その日の授業もすべて終わり、ようやく放課後だ。にわかに教室の中がざわめき始める。部活に行くやつ、掃除を始めるやつ、遊びに行くやつ、その種類は様々だ。俺はというと帰宅部なので、学校が終わり次第、早く帰る人間だ。その辺りは主人公と一緒だった。時々、翔也と一緒になったりすることもあるが、大体は一人で帰宅する。

　春姉は部活で、神楽と夏海は美化委員と、三人して放課後に残ることとなっている。　今日一日を過ごしてみた感じ、どう考えてもプロローグの展開だった。重要なイベントは特に何もないはずなので、俺も主人公よろしく帰ることにした。

「おい、都筑。嫁さんが待ってるぞ！」

　帰る準備をしているとクラスメイトから冷やかされた。見ると廊下で俺と同じように帰宅部の理恵が待っている。その姿はさながら、夫の帰りを待つ奥ゆかしい妻のそれだ。

まんざらでもないが、決まりが悪い。こういった冷やかしは初めてだが、慣れる気がしない。からかわれる理恵の気持ちが少しわかったような気がした。

「いや、幼馴染だから」

　そんな説得力のない台詞を口に出す。これは、主人公の常套句だ。俺の本音ではない。

「どう考えても、付き合ってるようにしか見えないんだけど……」

　ゲームの設定ですから。

　冷やかしてきたクラスメイトに別れを告げて、廊下に出る。

「今日もお勤めご苦労様でした」

「……お前もな」

　こんなやり取りが誤解の原因なんだろうなぁ。

「ほら、さっさと帰ろうぜ」

「うん」

　二人で昇降口に向かい、靴を履き替えて、校門を抜けて学校を出る。

　日も傾いてきて、あと少ししたら夕焼けに染まるだろう空を見つめながら下校する。賑やかすぎる学校から離れ、子供の声などが時々聞こえてくると、一日の終わりが近づく実感が湧いてきて、どこか物悲しい。そんな中を静かに二人で歩いていたのだが、理恵は、思い出したように顔が険しくなっていった。

「そーいえば～、朝のことについてまだ弁明を聞いてなかったよね～～～～」

「覚えてたのか……」

　現状孤立無援。ゲームのように朝の出来事をスルーしてくれると嬉しいんだが。

「あたしがとやかく言うことじゃないかもしれないけど、春姉の好意に甘えて、変なことしたらダメよ？」

　お、なんとなくこのまま見逃してもらえそうだ。願ったり叶ったりである。だが、ここで少しイタズラ心が芽生えてくる。

「変なことってなんだ」

「朝みたいなことに決まってるでしょ」

「朝みたいなことって？」

「それは、その――、アレよ」

「アレって？」

「～～～～～～～～～！」

　真っ赤になって沈黙する理恵。ウブなやつである。ちょっと可愛い。とはいえ、さすがにいじめ過ぎたか。せっかく、見逃してもらえたのだから、これ以上はやめておこう。

　少し無言で歩いていると、いつもの帰り道の曲がり角にさしかかる。

　曲がろうとした刹那、視界に自転車が入った。

「あぶねぇっ！」

　何かを感じる前に隣を歩く理恵の肩を抱いて、強く引き寄せる。そこを自転車が急スピードで通り過ぎていった。その自転車はすぐに止まって、乗っていた人が慌てたように降りて、こちらへ駆け寄ってくる。

「す、すいません。大丈夫ですか!?」

「あー、大丈夫です。怪我もないんで」

「本当にすいません」

　申し訳なさそうにしていた自転車の人は、二、三言葉を交わして去っていった。

　それにしても、危なかった。俺の反射神経で理恵を引き寄せられたのは、奇跡に近いかもしれない。ゲーム中にこんなイベントないし、よく対応できたもんだ。助けることができたという安あん堵どからか、まだ心臓の鼓動が収まらない。なんにせよ、理恵に怪我をさせることがなくて良かった。

「た、武ちゃん……」

　そして理恵は、俺の腕の中で赤くなっていた。

「その……。もう放してくれても、大丈夫、かな……」

「あ、悪い……」

　すぐに腕を放して、理恵を解放する。今、思えば、大胆な行動だったろうか。いや、でも、いまのはああしなきゃ、どうにもならなかっただろうし……。

「助けてくれて、ありがとうね」

　はにかみながら、お礼を言ってくる理恵。

「お礼とか、別に、いい。危なかったから、助けた、だけだ」

　咄嗟の出来事だったため、少し言葉に詰まった。発音もおかしかったかもしれない。こんなイベントはないし、参考にできる台詞もないから仕方がないかもしれないけど、もう少し気の利いた台詞を言えればいいのにと切実に思う。

「やさしいね、武ちゃん」

　笑顔を浮かべて、嬉しそうにする理恵。神楽の太陽の笑顔とはまた違うが、やさしいイメージが伝わってくる、主人公にだけ向ける笑顔だった。

「褒めても、なんにも、ないぞ……」

「えへへっ」

　ぶっきらぼうな言い方になってしまったが、理恵は気にしてなさそうだった。

　そんな感じで二人きりの下校はあっという間に終わり、家に到着してしまった。こういった何気ない時間はあっという間に過ぎ去ってしまうものだと実感した。




　春姉も夏海もまだ家に帰ってきていない夕方。俺は夕日が射し込む自分の部屋の中で考え事をしていた。

　今日一日過ごしてわかったのは、ゲームの登場人物である彼女らの人格的な設定の再現度は異常なほど高いが、環境的な設定には多少の矛む盾じゆんが出てきていることだ。

　たとえば、俺の本当の両親はすでに死去しているが、ゲームの主人公の両親は海外への転勤でいないという設定だ。そして、春姉や夏海は母親の連れ子で、主人公は父親の一人息子である。

　だが、俺の本当の親は離婚経験がないし、当然だが姉妹だって産んじゃいない。

　ちょっと軽く確認だけでもしてみるかな。

　久しぶりに電話する番号だ。ちょっと緊張する。電話をかけて、三回のコール音の後、相手は出た。

『はい、都筑です』

　出た。相手は俺とは従い姉と妹こ関係の女の子だ。久しぶりに声を聞いたなぁ。

「こっちも都筑です。久しぶり。元気だったか？」

『あれー。タケにい？　久しぶりってか、珍しいじゃん。どうしたの？』

「ちょっと聞きたいことが出来てさ。叔父さんか、叔母さんっていないか？」

『お母さんだったらいるよ？　じゃあ、変わるねー』

　電話から聞こえる音が保留の音になる。しばらくして、相手が電話口に戻ってくる。

『もしもし。タケ君、久しぶりね。そっちは大丈夫？　体調とか崩してない？』

　久しぶりに聞く叔母さんの声。安心する。元気そうでなによりだった。

「おかげさまで元気でやってます」

　両親が亡くなった時に世話になって、すごく良くしてくれたこともあり、ここの家族には頭が上がらなかった。親の財産をちゃんと管理してくれたし、親が建てた一軒家は俺が戻ってきた時のためにということでちゃんと残してくれるほど誠実な人たちだった。一人暮らし用のスキルも、すべてこの家で教わっている。

　そんな恵まれた環境の中でこっちに戻ってきた理由は、俺自身もはっきりとしたことは言えないが、中学の頃はそういう衝動に駆られていた。たぶん、自分の居場所はここだと本能的に感じていたのかもしれない。……一種の帰巣本能か？

『それで、どうしたの？』

「いや、変なことを聞くんですけど、俺の両親が今どこにいるかわかります？」

　電話口が沈黙した。さすがにこの聞き方はまずかったかなぁ……。

『……やっぱり、タケ君、寂しいんじゃないの？　いつでも戻ってきてもいいのよ？』

　聞こえてきた答えは俺を心底心配する台詞だった。やっぱり、この辺りは鬼門なのかもしれない。やはり、俺の両親はこの世界にはいないらしい。

『春海ちゃんと夏海ちゃんを連れて、いつでも戻ってきていいからね？』

　しかし、春姉と夏海の存在はちゃんと認識しているらしい。随分と複雑なことになっていそうだ。とはいえ、これ以上踏み込むと話がこじれそうな予感がする。変なこと言ってごめん、こっちは大丈夫だから心配しないで、と強引に電話を切って会話を終えた。

　思っている以上に薄氷な世界なのかもしれない。矛盾が発覚して、どうなるかはわからないが、メリットはない気もするし、いたずらにその辺りを暴くのはやめておこう。




「ただいまー」「たっだいまー！」

　春姉と夏海が家に帰ってきた。人が帰ってくるって久しぶりの出来事だ。なんだか温かい。なんだか、心が満たされていく気がした。我ながら女々しいとは思う。

「おかえり。遅くまでご苦労さん」

「ただいま。たーくん、お腹すいた？」

「いや、まだ大丈夫だよ」

　そう言うと、春姉は微笑を浮かべた。

「それじゃ、わたしはシャワー浴びさせてもらうわね？　ちょっと疲れちゃったから」

　少し、気にかかった。こんな台詞は知らない。ゲームの中には、おそらくない。春姉の口から疲れたとか聞いたことがない。弱音とか言わないキャラだったしな。

「春姉が疲れたなんて、珍しいな」

「プロのプレイヤーが来週来るっていうからね。顧問の先生も張り切っているから、練習が厳しいの。お姉ちゃんがダメダメじゃ、弟として恥ずかしいでしょ？」

「いや、別にそんなことないから……」

　そういえば、プロが来るというのを一カ月ぐらい前に小耳に挟んだ記憶がある。俺が通っている学校はスポーツに力を入れてるせいか、年に数人プロになっている人が出る。学校から頼んでプロになったＯＢが後輩たちに対して練習をつけるという行事が、一年に指で数えるぐらいはある。今回はそれがたまたまテニス部なだけだ。

　そして、春姉はシナリオにおいて顧問の先生を尊敬していたはずだ。生徒会長と仲が良かったように、顧問の先生とも設定通りの関係なのだろう。その顧問が張り切ったということは、春姉も意気込んでいるのもわかる。

「プロが来る、か。そういえば、そんな行事があるんだな」

　春姉だったら、設定的にプロを打倒すると思うのだが。是非とも、見に行きたい。

「それだったら、シャワー浴びた方が良いよ。汗かきっぱなしだと体に悪いからな」

「そうさせてもらうね。……ね、たまにはお姉ちゃんと一緒に入らない？」

　冗談だとわかってはいるが、心臓に悪い台詞です、春姉。

「……やめてくれよ」

「小さい時は一緒に入ってたのに。たまには姉弟で水入らずしたいなぁ♪」

「あの時とは違うだろ？」

　そんな設定だったような気がするけど、そんなうらやましい展開は現実の記憶にはない。あっても困る。ちなみに一緒に入ってたというのは、理恵や夏海も含むわけだが。

　……もしかして、幼少期から始めた方が良かったか？

「おにーちゃーん、ご飯の用意しておこーよ」

　台所の方から夏海の声が聞こえてきた。春姉に全部やらせるのはどうかということで、ゲームの主人公が決めたことだったな。まあ、主人公と違って俺は一応ではあるが自炊もできるんだけど、自分の料理が美味いとも思わんし、春姉が作ってくれるならそっちのほうを食いたい。当然の選択だろう。

　準備も完了して、しばらくすると春姉が風呂から上がってきた。その色っぽさに少しだけ参りそうになる。彼女たちと同居というのは今考えれば、刺激が強すぎだよなぁ。

「ああ、気持ちよかった。じゃ、さくっと作っちゃうから待っててね」

　湯上がり着をすっぽり被って、台所に向かう春姉が、凄く新鮮な気がした。そういえば、こんな立ち絵は存在しない。晩飯の支度は制服なのに、現実世界に出てくるとこういう服になるということか。まあ、シャワー浴びた後に制服とか普通は着ないだろうしな。立ち絵が足りなかったであろう弊へい害がいを受け入れることなく、この辺りは極めて現実的だ。

　春姉があっという間に料理を仕上げ、俺と夏海は食卓に皿を並べる。晩ご飯は俺、春姉、夏海の三人だけだ。理恵は帰ってきている母親と一緒にご飯を食べている。

　食事の準備がようやく終わって、春姉と夏海が俺の対面の椅子に座る。

「いただきます」

　と食事前の挨拶をして、目の前の料理に舌した鼓つづみを打つ。朝ご飯はどうしても軽いものになるため、そこまで大きく料理の腕は問われないが、晩飯は違う。

「美味いなー」

　とはいえ、やっぱりそう言う他ない。他になんて褒めていいのかわからない。俺のボキャブラリーで褒めれば褒めるだけ、春姉の料理の価値が下がりそうだ。

「今日もおいしいよ！」

「よく嚙かんで食べなきゃダメよ。ほらほら、口にごはん粒がいっぱい付いてる」

　ハンカチで夏海の口を拭く春姉。よくよく考えたら、今日初めて姉妹らしいところを見た気がするな。角度的にはちょうどイベントＣＧと同じ構図なのが、なんとも言えない既視感を思い起こさせてくれる。本当に仲良し姉妹だ。見ていて微笑ましかった。




　充実した晩飯も終わり、あと半時間もすれば一日が終了となる深夜。俺は自分の部屋で今日のギャルゲーな一日目を思い返していた。これから毎日、こんな生活が続くのかと思うと興奮して、寝られるかどうか不安だった。理恵たちに対して積極的にスキンシップをとっても設定的に嫌がられることはないだろうが、コミュニケーション経験不足の俺にとって敷居が高すぎる。そりゃ、高校生なわけだし、やりたいことは色々と頭に浮かぶが、それを実行に移せるような度胸があるわけもなく。

　それに、今後について、考えるべきことはいくつかある。

　一日目はプロローグのようなもので、一方通行の展開だったが、明日からは誰に会いに行くのかというのを選ぶ日々が始まる。ゲーム中ではマップが表示され、会いに行くキャラを選択するシステムだったが、それがどのように処理されるのか、という点。

　そして、最も気になるのが、彼女らのシナリオは未クリアの状態になっているということだ。転校生として現れ、クラスメイトになる明石葵も見かけていない。ということは、これから色々と通過しなければならないイベントが数多く発生する可能性がある。

　理恵は、両親が離婚するかもしれないことに心を痛めており、攻略に失敗すると転校。

　春姉は、テニスのインターハイ予選前に怪我をしてしまって、かなり落ち込む。

　夏海は、親友と喧けん嘩かしてしまって、友情にひびが入りそうに。

　そして、神楽咲。このキャラが問題だ。

　他のキャラが、シナリオを進行しない限り問題が浮上しないのに対し、神楽はクリアをしない限り、死ぬ運命となっている。理由は至極明快で再生不良性貧血という病気に侵されているからだ。ゲームをやって初めて知ったことだが、再生不良性貧血とは国の特定疾患に指定されており、重症になると助かる手段は骨こつ髄ずい移植しかないとされている。ゲームの中では、主人公の骨髄が奇跡的に適合、移植でき、一命を取り留めるという展開だ。ご都合主義にもほどがあるが、ゲーム中、それで泣かされてしまった。

　だが、もし、病気で死なれたりしたら、寝覚めが悪いどころの話ではない。こっちの都合で呼び出してしまった以上は、絶対に死なせるわけにはいかない。

　近いうちに骨髄バンクに登録しておいて、準備だけは整えておこう。それに仲良くならないと病気のことを打ち明けてくれないから、明日から積極的に神楽にアプローチをかけて、名前で呼び合えるところまでいく必要がある。神楽が生き残ることが確定するまでは、ゲームの通りに進めよう。今は五月。六月にはすべての片がつくはずだ。

　とはいえ、この手のことに記憶力の自信はあるが、カンペがないというのは非常に心許ない。何か攻略の痕跡でも残っていないかと思って探してはみるが、何もない。

　探している途中に気付いたが、あの願いを叶えた時のメール設定以降、あのフリーズのせいかどうかは知らないが、妙にパソコンの動作が重い。常に裏で何かが動いているかのような重さだ。とはいえ、ハードディスクは音立ててるわけじゃないんだが……。

　さすがに気になり始めてきたので、タスクマネージャーを起動して、走っているプロセスを見る。一つだけ見覚えのないものが表示されていた。

　fairytale.exe

　なんだこれ？　フェアリーテールっておとぎ話？　とりあえず、プロセス終了ボタンを押すが、何も反応がない。プロセスを終了できませんとか出てくるならまだしも……。

　パソコン内をfairytaleで検索する。望み薄かな、と思ったが運良くfairytale.logというファイルがヒットした。えらくデカイ容量のそれをテキストエディタで開いてみる。データが圧縮されているのか読むことは無理だったが、一番下の二行だけ英語だった。

　Clientクラアント Serverサーバー-＞ Complete!コンプリート

　Hostホスト Serve

　といった内容だ。なんか、記録していたデータが途中で止まった、みたいな印象を受ける。クライアントサーバーと上に書いてあるって事は、下は途中で切れてるけど、たぶんホストサーバーだな。ネットでの対戦ができるゲームなどで良く聞く単語だ。クライアントが提供を受ける側だから、親であるホストの方までデータが行き渡ってないってところか？　このパソコンが外部とやり取りしたのは確かっぽい。こっちがクライアントだったのかホストだったのかわからないけど……。

　もう少し何かないかな、と探していると、窓からコンコンと音がした。窓の鍵は開けっ放しだ、ということに気付いた瞬間、レールの音を立てて窓が開いていく。不法侵入者だ。カーテンが捲られ、侵入者が姿を現す。

「こんばんは～」

　理恵だった。そういえば、そんなシナリオがあったのを思い出す。覚えていたけどいきなりだったので正直、少しビビった。

　理恵は窓を閉めて、部屋に入ってくると、ベッドの縁に腰掛ける。特に何かをする気配はない。まあ、何をするでもなかったイベントだったな。

「どうかしたのか？」

「ううん、なんとなくだよ」

　確か、両親の喧嘩で聞こえてくる声に我慢ができなかった、といった理由のはず。それが明かされるのは当分あとの話だが。

「なんとなくで、窓から窓へ渡り歩くなよ。危ないだろ」

「心配？」

　少し、イタズラじみた顔でそう聞いてくる。

「まあ、下にネットが張ってあるから大丈夫だとは思うけどな」

　小学生の時、落っこちて怪我をしそうになった時から張られているネットがある。窓から窓へ渡るのをやめろと言っても聞かないので、妥協案としてこういう形になった。

「落ちそうになったら、また助けてね。武ちゃん」

　ベッドから立ち上がり、パソコン用の椅子に座っている俺の前まで来てそんなことを望んでくる理恵。

　確かに幼少期に間一髪で助けたのは主人公だが、そんな反射神経を求められても困る。

「いい加減、もうこんな歳なわけだし、窓から来るのをやめよーぜ」

「武ちゃん、年寄りくさいなー。いいじゃん、誰にも迷惑かけてるわけじゃないし」

　悪びれる様子は一切ない。

「それとも、もしかして迷惑だった？」

　そんなことを言いながら、悲しそうに上目づかいで見てくるのは反則だ。この辺りを意図的にやってる辺り、若干の腹黒さを感じなくもないが、そういうところも魅力的に思う俺は少しヤバいのかもしれない。

「……好きにしろ」

　結局、主人公と同じ言葉で締めくくった。

「わーい、さすが武ちゃん」

　会心の笑み。主人公もそう思っていたが、敵う気がしない。

　そのあと、軽い世間話をして理恵は窓から帰っていった。

　いい感じに体も冷えてきた。見ると時計はすでに十二時を過ぎており、眠気の方もいい感じに回ってきている。神経を使う一日だったから、知らず知らずの間に疲れがたまってたのかもしれない。

　布団に潜ると、先ほどまでの興奮もいつの間にか霧む散さんしており、あっという間に眠りの世界へと落ちていった。







　百旗繚乱







　初めてのギャルゲー主人公としての一日が明け、次の日。

　昨日と同じように夏なつ海みが布団にもぐって、理り恵えに起こされ、春はる姉ねえの御飯を食べて、それから登校していた。昨日とまったく同じだが、逆にそれで安心する。

「都つ筑づきくん、おはよう！　今日も会ったね」

　そして、昨日と同じように神かぐ楽らが挨拶してくるが、二日目ともなれば余裕も出てくる。だから、シナリオの内容を思い出し、どうにも顔がにやけそうになってしまう。神楽は内心はかなり緊張して、俺たちに話しかけてきているはずだからだ。なぜ、緊張しているのか？　そんなことを問うのも野や暮ぼってものだ。

「よ。今日は用事あるのか？」

「ううん、ないよ。だ、だから、えーと、今日はご一緒していい？」

　あ、ちょっと言葉に詰まってる。いかん、ダメだ。顔がにやけてしまいそうだ。

「ああ、みんなも別にいいだろ？」

　そう言うと、理恵たちは三者三様に承諾をしてくれた。ここで別の選択肢である『今日も用事があるんだろ』などを選ぶと、そのまま神楽は先に行ってしまう。

【今日は用事あるのか？】

【今日も用事があるんだろ】

　この二つの選択肢に、どれほどの違いがあるのかさっぱりわからないが、事実この二つの選択肢によって、結果が大きく変わる。理不尽にも感じるが、ゲーム的には主人公の微かすかな断定によって、神楽の乙女心か何かに微妙な変化があったのかもしれない。

　何にせよ、選択肢は俺の言い方によって分岐することがわかった。だとすると、選択肢にない台詞を言ったらどうなるのだろうか。昨日の経験からすれば、それに適した行動を取るとは思うけど……。それを試すような勇気はない。

「それじゃ、行きましょ」

　俺の思考を遮さえぎって神楽が、俺の空いている右腕を、自分の左腕に絡めて俺を引っ張っていく。なんつー大胆な。それにつられて、左腕を摑つかんでいた夏海が「わっ！」と、引っ張られる形となる。視線を移すと理恵があっけに取られたような表情になるのがわかった。春姉は手を口に当てて、微ほほ笑えましいという感じの表情だ。

「そんなにぐいぐい引っ張るなって！」

「あれ？　女の子との腕組み、嬉しくない？」

　いえ、本当はすげー嬉しいです。シナリオ通りの展開だが、制服越しに感じられる温もりは現実そのものだ。柔らかいなぁ、という感想が理性を食い破って出てきてしまう。

「あ、あの神楽さん？　人目に付くからやめた方が……」

「うーん、ちょっと調子に乗りすぎちゃった？　ごめんね、秋あき原はらさん」

「ううん、別にあたしに謝らなくても……」

　何気ないやり取り。このとき、二人してお互いを嫉しつ妬としているはずだが、特にこのゲームは修しゆ羅ら場ばというものがない。ヒロイン同士に接点がないだけのような気もするが。

　しかし、理恵に叱しかられた神楽は腕を離す気配がない。

「秋原さんは、手を繋いだりしないの？」

「し、しませんっ！　そ、そんなんじゃないし、それに、恥ずかしいし……」

「恥ずかしくないよ、ほらほら」

　神楽は自分の腕を離し、理恵の手を取って俺の腕へと絡める。……今の神楽の動きが理解できない。気付いたら、理恵と腕を組んでいた。理恵は驚いていたせいか、抵抗もしていなかった。今も、心ここにあらずといったように呆けている。

「神楽お姉ちゃん。今日はお兄ちゃんの腕貸してあげるー」

「ありがとう。夏海ちゃん♪」

　夏海が離れ、そこに神楽が来て腕を絡めていく。

　右に理恵。左に神楽。

　どんな両手に花だろうねゲーム中のイベントだけど女の子の感触に挟まれるのは正常な男子高校生には刺激が強すぎで微妙に胸が当たっているような女の子の匂いがほのかに漂ってくるようなそんな素晴らしさを堪たん能のうする余裕もなく気付いたら教室にいた。

　神楽はすでに自分の席に座って、鞄かばんから教科書を取り出している。

　……どうやって、ここまで来たんだろう。

「武たけ紀のり……。あれは、ドン引きするぞ」

　翔しよう也やのため息と一緒の呆れた声。見られてたのか。いや、俺は流されただけですよ？　意識もなかったしなぁ。今考えると、なんてもったいないことを。主人公はどれだけ、ああいう展開に慣れていたんだろうか。なんか、むかついてきた。

「まー、なんだ。僕も混ぜてくれ」

「断固として断らせてもらう」

　こんなヤツでもちゃんとクラスに溶け込んでるんだから、見習いたいものだ。

「でも、実際さ。あんまり注目集めると後が怖いぜ？」

　脅しをかけるように言ってくる翔也。何が怖いって言うんだ。

「あんだけ目立ってたんだ。あいつらは確実に見てたと思うけどな」

　あいつら。……幸せに埋もれて忘れていた。思い出してきたら寒気がしてきた。

　神楽の非公認ファンクラブ。

　その存在は、神楽の入学と共に出来たらしい。統率の取れた軍隊のような集団で、神楽の学園生活を守ることに命を懸けている。神楽への告白に対して承認制を取っており、承認が取れない限り、告白をしてはいけないという規約がある。承認を得ずに告白をした日には、ファンクラブの会員だろうと非会員だろうと、恐ろしい制裁が待っているという。まるでゲームのような設定の集団だ。いや、実際にゲームの設定なんだけど。

　一生徒にファンクラブって現実世界の学校では、かなり無理がある設定な気がするんだけど、実在出来てしまうのか。高すぎる再現率とトンデモ設定のコラボレーションって現実では考えものだな……。男子生徒の二割から三割がファンクラブ会員って設定だったから、あの両手に花を見られたのは間違いない。できれば、穏おん便びんに済ませたいんだけどなぁ。俺は主人公と違って、そこまで喧けん嘩かが強くないわけで……。

「まあ、遅かれ早かれ、呼び出されるんじゃないか」

「あのさ。お前って、情報操作能力とか持ってない？」

「なんだ、そのギャルゲーの悪友の特技その一みたいなのは。持ってねーよ」

　そんなことを言いながら、翔也は自分の席に戻っていった。

　三割もいれば、うちのクラスにも会員がいるよなー、当然……。

　なんで『エターナル イノセンス』には、情報操作系の親友がいないんだ。

「ねえ、都筑くん！　シャーペンの芯、持ってる？　切らしちゃってさ。持ってたらでいいんだけど、くれないかな」

　できれば、今は会員たちを刺激したくないという心情を知らずに、神楽はそんなことを頼み込んでくる。いや、女子に借りられる状況で、あえて俺から借りてくれるってのは小躍りしたくなるほど嬉しいんだけどね。ゲームにはこんな日常的なイベントがないから新鮮だけど、それに気を取られてはいけない。好感度を下げないためにも、ここはちゃんとあげるべきだ。しかし、誰にも見られないようにしなくてはならない。

「ほい」

　手早く、芯を一本、渡す。出してから神楽の手に渡るまで一秒もかけていない。周りを見渡して誰も見ていないことを確認。完璧だった。安心のため息を漏もらして

「ありがとー。都筑くん、愛してるよー」

　爆弾投下。決死の努力というのは、かくも虚むなしいものである。

「うふふっ、冗談だよ♪　ちょっと驚いた？」

　すいません、それを冗談とわかってくれない人たちがいるんです、ゲーム世界には。

　視線を巡らすと、凄い顔で睨んでいる男子が何人か。ああ、こいつらがファンクラブ会員か。わかりやすいなぁ……。

　神楽はそんな視線に気付くことなく、自分の席へと帰っていった。

　ま、ゲーム中にファンクラブに呼び出される展開はなかったし、よくよく考えれば大したことでもないか。……逃げるために、体力はつけておくべきだろうか？




　帰りのホームルームも終わり、みなが帰る準備をし始める。神楽はすぐに教室を出て行った。おそらく美化委員の仕事だろう。

　神楽攻略時の展開を思い出す。初日は、たまたま通りがかった神楽が重そうな荷物を運んでいるので、それを手伝うだけだ。

　鞄を持って教室を出ようとすると、そこには理恵が待っていた。

　あれ、俺、理恵ルート選択した？　ゲームであれば放課後に誰に会うかを選択する画面で、神楽を選べば神楽に会うし、理恵を選べば今のように教室の外で待つ理恵が

「都筑くん、早く帰ろ？」

　と言ってきた。

　選んだつもりのない理恵に待ち伏せされるという想定外の展開。このまま行けば、間違いなく一緒に帰ることになり、神楽を手伝うことなく、今日一日が終わる。理恵を悲しませることはしたくないが、初日から躓つまずきたくない。

「すまん、ちょっと用があるんだ」

「どんな？」

　自分の口調に感じるところでもあったのか、間髪いれずに聞いてくる。いかん、これ以上聞かれても上う手まく答える自信がない。下へ手たなことを言えばついてきかねないから、慎重に言葉を選ばなければダメだ、という予感がする。しかし、こういう会話経験が皆無な俺がどうやってこの場を切り抜けるんだ？

　保健室に行く？　どこかの店に行く？　春姉や夏海に用？　先生に呼び出された？

　……どれもダメくさい。理恵がついてこない理由がない。

「ええっと……」

　いや、待て。まず、噓うそをつくって考えをやめた方が良くないか？　理恵に噓をついたところで何もいいことはないだろう。彼女の気持ちは主人公と違ってわかってはいるが、ここは素直に言おう。

「神楽とちょっと話があるんだよ」

「神楽さんと？」

　少し驚いた表情になる。意外だったようだ。

「そう……。じゃあ、あたし、先に帰るね」

　どんな話をするのか、までは聞かれなかった。さすがにプライバシーにまで踏み込むことは躊ため躇らったのかもしれない。

　手を振って去っていく理恵。去り際に見せた悲しそうながらも無理矢理な笑顔に心が痛む。理恵がこういった場面で強気に出てこないのは設定通りだけど、それを嬉しいとも思えない。二択を迫られる主人公の気持ちが少しだけわかった気がした。

　仕方がない、と自分に言い聞かせて、昇降口とは違う方向へと向かった。向かった先は体育館方面だ。そこに行く途中に神楽はいるはずである。

「あれ、お兄ちゃん？」

　そのあとに捕まった相手、今度は妹の夏海だった。神楽と同じ美化委員だからか、遭遇することになった。これも先ほどの理恵のパターンと同じで、神楽と会う時に接点はないはずだった。だが、二回もこんなことがあれば間違いない。やはり、ゲームはゲームであり、現実では現実の流れがあるのだ。

　帰り際、理恵と会うことは不自然ではなく、むしろ今まで一緒に帰っていたことを考えれば自然だ。夏海は美化委員だし、そのテリトリー内でウロウロしていれば、出会う可能性も高いだろう。

　ゲームのシナリオが不自然なのだ、としか言いようがない。ゲームを成り立たせるために不必要な部分を排除していった結果、本来ならばあって然しかるべきシナリオがないのだ。とはいえ、それに文句など言えるわけもない。

　なにはともあれ、見た以上は挨拶をしないと決まりが悪いだろう。

「よっ、精が出るな」

　夏海は廊下で数人と談笑しながら、ポスターを貼っていた。美化強化週間のポスターだ。俺に気付いた妹の友人らしき二人の男女に会釈される。二人には見覚えがある。夏海の親友、『三み宅やけ拓たく海み』と『四し阿あ小こ由ゆ奈な』だ。想定外の接触だったが、この二人が現実に出ていることを確認できてよかったかもしれない。

「どしたの？　お兄ちゃん。理恵ちゃんと一緒じゃないの？」

「あー、ちょっと野や暮ぼ用ようがあってな」

「お兄さん、理恵さんと喧けん嘩かでもしましたか？」

　四阿ちゃんがそんなことを静かに言ってくる。今時珍しい三つ編みと眼鏡をかけた、本がとても似合いそうな女の子だ。攻略対象外でブーイングが出ていたことを思い出す。

　そういえば、この三人は中学からの付き合いだったはずで、よく主人公の家に来ていた。俺との面識もあって当たり前と言えば当たり前だ。あんまり話す機会はないが、親しいみたいな設定だったと思う。携帯にも登録されている。

「先輩はいつも秋原先輩と一緒っすから。一緒にいないと何かあったなって思うっすよ」

　今度の突っ込みは三宅くんだ。温和なイメージだが、間違いなく俗に言うイケメンと呼ばれる人間だ。短い髪型が爽やかさを演出している。しかし、元々ゲームの学園ブレザーに合わせた容姿のためか、うちの学校の学ランが似合わないことこの上ない。

「本当に何もないよ。そう興味津々に尋たずねられても困る」

　何かあったといえば、あったになるが、現状でそこまで大きく波及する問題でもないだろう。それよりも、神楽を捜さないといけない。このまま、なし崩しに夏海ルートに進んだら、神楽に会えなくなる。

「ところでさ、神楽見てないか？」

「んー、神楽お姉ちゃん？　たぶん、体育館の方に行ってると思うけど。なんで？」

　まあ、今まで俺と神楽はそこまで接点が多いわけじゃないからな。疑問も持つだろう。

「ちょっと捜してるんだ」

「先輩、まさか神楽咲さき先輩狙いですか？」

「狙いってなんだ、狙いって」

　間違ってはいない気はするが。

「いやー、つい先日もうちのクラスメイトが告白承認をもらったは良いけど、見事に散ったようで。そういえば、断る時の台詞が変わったらしいっすよ」

　へぇ。そんな話は初めて聞く気がするな。

「今まで、『そういうことは考えられない』っていうのが、『気になる人がいる』って。もうファンクラブ内では騒然としてるらしくて。いやー、誰っすかねぇ」

「ふーん、拓海くんは神楽先輩みたいな人が好みなのかしら？」

　氷よりも冷たいと錯覚するほどの冷たいツッコミが聞こえた。発生源は四阿ちゃんだ。

「いやいや、オレは別に噂で聞いただけで！」

　必死に弁解し始める三宅くん。この二人に夏海を加えた三人は、夏海ルートに行くことで非常にややこしいことになるが、夏海ルートに行く予定はないから、特にそういうことにはならないだろう。

「体育館か。じゃ、俺は失礼するよ」

「あ、行っちゃうんだ……。うん、じゃあねー。お兄ちゃん」

「では、またですわ、お兄さん。さて拓海くん、少し詳しく聞かせてもらいましょう」

「ちょっと待って先輩！　オレの擁よう護ごを～～!!　武士の情けを～～～!!」

「武士道とは死ぬことと見つけたりって、言葉もあるぞ？」

　そう誤ご魔ま化かすと、あとには、三宅くんの悲痛な嘆きが響くだけだった。




　体育館まで向かうところで、ようやく俺は目的の神楽の姿を見つけることができた。足下がふらついて、非常に危なっかしい。頭ぐらいまで積まれた大量のチラシをその細腕で持ち運んでいるせいだろうが、こんな大量のチラシ体育館で使うのか？　とか、男に運ばせろよ、という疑問が湧かなくもない。

「よう、大丈夫か」

　そう言って、チラシの束、上半分を奪い取る。う、結構重い。

「わっ、都筑くん？　珍しいね、こんなところでどうしたの？」

「たまたま通りがかったら危なっかしいのが見えたから、手伝ってやろうと思ってな」

　まさか、正直に神楽を捜していたなんて言えはしない。言ったらどんな反応をするかという興味はあるが、そんな度胸、主人公じゃあるまいし、俺にはない。

「そんな、悪いよー。わたしの仕事です。返しなさい」

「返しなさいじゃありません……。目の前でふらつかれる方が困る」

「むー」

　ちょっとむくれた顔をする。でも、そんな顔も可愛い。しかし、そんな顔も一瞬ですぐに微笑に変わる。

「じゃ、お言葉に甘えることにします」

「素直でよろしい」

　そうして二人で歩く。体育館まではすぐに運び終わった。もっとも、このチラシがどう使われるかはさっぱりわからないが。神楽、シナリオライター恨んでいいぞ。

「あ～、終わった終わったぁ」

　伸びをして、体をほぐす神楽。その体は非常にしなやかだ。何気ない動作、一挙一動を注視してしまう。ふと、目が合ってその視線に気付かれた。

「何を見ているのかなぁ？　なんか、変なこと想像しちゃったぁ？」

「別に何も見てないっ！　変なことってなんだ」

　そんな彼女の言い様に、少しだけ本気で動揺した。いや、冗談だってわかって以下略。

「危ない危ない。思春期の男子はすーぐエッチなこと考えるっていうからねぇ」

　イタズラを思いついた猫のような表情でそんなことを言ってくる。

「あのなぁ……」

　その認識はあながち間違ってはいないが、そんなトークを俺に期待されてもなぁ。

「冗談だよー、冗談。……でも、そうなんじゃないの？」

「全国、全男子生徒のためにノーコメントだ」

　俺の一存で全男子生徒を地に貶おとしめるわけにはいかないからな。

「さて、今日の仕事も終わったし、帰るとしますか。一緒に帰ろ、都筑くん。手伝ってくれたお礼にジュースおごってあげるよ」

「いや、別にいいよ。そんなことのために手伝ったわけじゃないし」

「いいから。おごられる側はおごられることに遠慮しない。でも、金額は遠慮してね」

　俺の手を引く神楽。朝もそうだったが、スキンシップをするのが好きな子だ。




　昇降口で神楽が来るのを待つ。

「お待たせー」

　靴を履いて、俺の隣に来る。

「いやー、今日は都筑くんのおかげで助かっちゃったよ。あの量だからねー。人がいなかったとは言え、今思えば手伝ってもらえばよかったな。何でそうしなかったんだろ？」

　口が裂けても言えないが、ゲーム展開の都合上です。たぶん。

「そういえば、前から聞きたかったんだけど、なんで美化委員やってるんだ？」

　これはゲームシナリオ外の質問だ。美化委員をやっている理由というものが明確じゃないから、なんとなく聞いておきたい事柄だった。自販機に着くまで話すことないしな。

「うーん、なんでかな？　気付いたら、そうなってたような……」

　って、おい。設定されてない部分は適当か？

「強いて言えば、学校は綺麗な方がいいでしょ。それに、美化委員って学校全体に気を配るんだよね。そういうところかな？　学校全体って意味では生徒会とかの方がいいのかもしれないけど、みんなを引っ張っていくって柄じゃないんだ」

　なるほど。納得のいく答えだ。設定から導き出された妥当な理由だと思う。

「と、ところでさ。都筑くん、今日、なんであんなところにいたの？」

　逆に質問された。やっぱり、シナリオ外の行動は、別の展開を促すのかもしれない。ある程度、自重するべきかもなぁ。

「別に。学校ブラブラしてただけだし」

　お前を捜していたなんて正直に言えるわけもない。主人公と同じ台詞で誤魔化した。

「そうなんだ。……あれ？　もしかして、わたし、みんなに騙だまされた？」

「何の話だ？」

「うん、美化委員のみんなが……。って、あ！　なんでもない、気にしないで！」

　手を振ってなんでもないをアピールする。なんでもある気がするんだが。とはいえ、何のことかは見当が付かないので黙っておく。

　それから、ほどなくして自販機の前までたどり着いた。

「何がいい？」

「神楽が選んでくれ」

　じゃあ、と言って神楽は二本ジュースを買って、自販機から取り出す。おごられることに気恥ずかしさがあるが、ここはシナリオ通りに進めないと神楽が納得しそうにない。

　はい、どーぞ。と言って手渡されたのは何の変哲もないコーヒーの缶だ。俺がよく飲む銘柄である。この時、神楽は主人公の飲むコーヒーを把握しており、それを手渡す展開だ。俺と主人公では飲む銘柄が違うが、あくまで主人公は自分であり、好みの把握も現実寄りになっていたということかな。少し、嬉しい。

「これ、俺がよく飲むコーヒーだな」

「そうなの？　初めて知ったな」

　明らかに噓だった。とはいえ、それを突っ込んだところで、神楽を動揺させるだけだ。心の内に留めておこう。しかし、やに下がってしまうのは止められないが。

「そうだ。都筑くんにお礼を言わないといけないんだよね」

　本日のメインイベントが来ました。

「お礼だったら現在進行形でもらってるが」

「ううん、そうじゃないよ。たぶん都筑くんは覚えてないような気がするけど、一緒のクラスになったわけだし、いつかはお礼を言わないとな、ってずっと思ってたの」

　温和な表情で俺に向き直る神楽。

「今年の二月ぐらいだったかな。駅前に行った時、すごく怖い男の人たちに絡まれてたんだ。友達と一緒だったわけでもないし、周りを見渡しても助けてくれる人は誰もいなくて、もうどうしようって途方に暮れてたの」

　目をつぶってその時の光景を思い出すように語る。

「その時にさっと間に入ってきてくれて、『俺の彼女に何か用か』って助けてくれた人がいるの。すぐに喧嘩になっちゃったけど、怖い人たちを追い払ってくれたんだ」

「それって、もしかして……」

　なんて台詞も俺が言うと証拠が出揃ってるにもかかわらず、犯行を否認する犯罪者ぐらい白々しいな。主人公は素で覚えてなかったはずだけど、俺は当然知っているわけで。

　神楽はうなずいて俺を見る。

「うん、都筑くんのこと。お礼をしないうちに、どっか行っちゃうんだもん。あのあと結構捜したんだよ？」

「いや、一人のしちゃったからなぁ。警察沙汰はいやだな、と」

　まったく、素行の悪い主人公だ。

「あの時はありがとう。怖い人を追い払ってくれたことじゃなくて、助けに入ってきてくれたことが嬉しかった」

　目尻に涙らしきものが見える。当時を思い出して、泣いているのだろうか。俺が悪いわけじゃないが、なんとなくいたたまれない気持ちになる。何もやっていないのに、褒められるという居心地の悪さもあった。

　神楽が気を取り直すと、その涙もすぐに引っ込んだ。

「でも、同じ学校とは思わなかったよ。登校中に見かけたら、女の子を三人もはべらせてるし、あー、この人はジゴロかなって思った」

「ジゴロってお前……」

「助けてくれた時も、俺の彼女に何か用か、だもんね～」

　ちょっと呆れた目をして、俺の口調を真似する。本心ではない、と思う。

「絡まれてる女の子を助けるのには手っ取り早いんだよ、その台詞はっ」

「しかも、一人は制服が違ってて小さい子でね。守備範囲広いなぁって」

「すいません、もう勘弁してください」

　まあ、制服が違うのは夏海だ。今年の二月だと、まだ夏海は中学生のはずだしな。

「でも、都筑くんの第一印象ってそんな感じなんだよね。ごめんね。気、悪くした？」

「気を悪くしたりはしないけど……。むしろ、仲のいい女の子数人と一緒に登校するだけで、ジゴロ認定するお前の方がすごいと思う」

　そもそも、未成年だというのに、ジゴロもないだろう。

「え～？　もう一人ぐらい他に男の子がいればそうは思わないけど、一人で三人もはべらせてたらそう思うよ、普通」

「ずいぶんと当てにならない普通だなぁ。しかも、別にはべらせてねぇ」

　なんにせよ、第一印象はそんな感じだということだ。ゲームの通りではあるが。

「あ、もうこんな場所まで来てたんだ」

　ふと気付くと、いつの間にか分かれ道まで来ていた。

「じゃあね、都筑くん。また明日！」

「ああ、また明日。コーヒー、サンキューな」

　そう言って、俺たちはそれぞれの帰路につく。

　少しだけ後ろ髪を引かれる思いで後ろを見ると、向こうも同じだったようで、振り向いた瞬間に目が合ってしまった。なんとなく、照れ隠しにお互い手を軽く振り合う。別れ際に失敗した時の感覚は気恥ずかしくてたまらない。

　たぶん、俺は舞い上がっていた。その証拠に、また明日という言葉は何度も何度も頭の中で繰り返されている。




　次の日の昼休み。ゲームの設定であれば、教室で友人と昼食を食べる神楽が消えた。どうしたんだろう、と思っていたら、その視線を翔也に冷やかされた。

「神楽だったら、四時間目の授業が終わってすぐに出て行ったぞ」

　……そんなに俺の視線はわかりやすかったのだろうか。

「どう考えてもお前にゃ高たか嶺ねの花だろ？　やめとけ。やめとけ」

　翔也はそう言うが、仲良くなれないと色々と困るんだけどね。

「しかし、神楽も大変だよな。三日に一回は告白されるなんて、疲れるだろ、どう考えたって。女子だってあんまりいい顔するわきゃないしなぁ」

　普通に考えたらそうだろうな。ゲーム内ではその辺あたり、完全にスルーしてるけど。

「って、告白されてるのか、今？」

「今更、何を言ってるんだお前は。これだから、情報弱者は困る」

　そんな情報どこに流れてるんだよ。

「ファンクラブがたむろしてるところで聞き耳を立てれば、どこの誰がいつ告白するなんてすぐにわかるぞ。引きこもってないで、少しは外に出ろよ」

　聞き耳を立てるようなことなのか、それは。

「ま、俺たちにはどうでもいい話だよ。で、最近、なんか面白いゲームやった？　俺としては『メモリーロンド』とか、かなり名作だと思うんだけど、どう思うよ」

　翔也の普段の台詞があまり耳に入ってこない。俺は、適当に相あい槌づちを返すだけで、すでに別のことを考えていた。

　少しだけ腹立たしいのだ。神楽が告白されている、と思うと気持ちがすっきりしない。告白を止める権利なんて俺にはないが、少しは自重しろとも思ってしまう。ゲームの中では、告白はすべて断っているはずだし、告白を承諾することなどないと思うけど……。

　それは嫉しつ妬とにもなっていない、どちらかと言えば自分の所有物に対してのゆがんだ独占欲。驚くほど黒く、暗い感情だ。彼女たちはもうどこからどう見ても人間だというのに、そんな考えしかできないちっぽけな自分が嫌になってくる。




　少しして、神楽が教室に戻ってくる。その顔は、少しだけ憂ゆう鬱うつが混ざっていた。些さ細さいな変化だ。俺以外は気付いてないんじゃなかろうか。

　律りち儀ぎに待っていた女の子たちと食事に入る。彼女たちは告白のことについては触れない。断ることだって、色々と覚悟が必要だと思うし、今の神楽には普通が一番だろう。友人が多い設定に少し安堵する。

「なに、告白されて当然ってツラしてない？　あいつ……」

「断ることを作業みたいにこなして、相手も惨めよねー」

　神楽の耳には届かないぐらいの声量でそんな不満げな会話が耳に入った。ほぼ真横にいる女子集団の声だ。少しガラが悪いことで評判の連中だ。ゲーム中で、そんな愚ぐ痴ちを聞いた記憶はないから、これは現実の流れなのだろう。

　そんな彼女たちを気付けば、結構な顔で睨みつけていたらしい。

「なに、都筑。変な顔して。あたしらに何か用事？」

　クラスメイトの高たか橋はし愛あい子こが苛いら立だたしげに聞いてくる。

　れっきとした現実の女の子だ。教師が学校でもっとも手を焼いているという噂で、同学年では仲間が多く、逆らう生徒は誰もいない。机の上に座って長く艶つややかな漆黒の髪を払いながら、こちらを見下すように鋭い目付きで睨みつけてきていた。気が強く、素行も良くないし、気に食わない女子に対して、嫌がらせをするという話も時々耳にする。イジメを受けるような間柄ではないが、正直、かなり苦手だ。
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「いや、なんでも……」

　神楽はそんなことを思っていない。そう忠告しようと心の中では思ったが、言ってから起こるであろう最悪の事態を想像してしまって、口には出すことができなかった。自分の理想と現実のギャップに落胆してしまう。

「ふん、あっそ。なら、あんまりこっち見ないでよね。キモイから」

　興味なさげに、だが辛しん辣らつに言ってくる。一応、一年の頃から同じクラスなのだが交流が上手くいった記憶がない。接点もほとんどなかったしな……。

　そんな少し気が滅入ることがありつつも、昼休みはほどなく終わった。




　そして、放課後。再び神楽の元へと赴こうとした時に、廊下のところで。

　理恵が待っていた。

「武ちゃん……、一緒に、帰ろ？」

　一日。たった一日、一緒に帰らなかっただけで不安が増していったのだろうか。その顔はかなり怯えているように見える。寄せられている想いの強さが一いち目もく瞭りよう然ぜんなレベルだ。理恵は非常にわかりやすく主人公に対してアプローチしてくるというのに、なぜ主人公はこれでその想いに気付かないのか。俺に幼馴染はいないからそう思うのかもしれないが、ここまで女の子にあからさまに想われていれば、少しは気付いてもいいだろう。

　いや、今、主人公のせいにして、意味がないのはわかってる。

「悪い。今日も用事があるんだ」

　なんとかそう絞り出した。正直、理恵の悲しそうな顔を見るのは辛かったが、人命のかかっている方が優先というのを心の内で言い訳にして。

「だれ……ううん、なんでもない」

　理恵はこれから会う人のことをさすがにわかっているだろう。だけどこれ以上、理恵の悲しい顔を見たくはない。ならば、これ以上、期待を持たせるのは、酷こくになるだけだ。

「これから、毎日、用事があるんだ。だから、お前とは一緒に帰れない」

　俯うつむきがちな理恵に対して、さらに拒絶の一言。ゲームでこんな台詞はない。主人公はなんてぬるま湯で生きているんだと文句を言いたくなる。だが、ここで文句を言っていいやつはゲームのシナリオや設定を遵じゆん守しゆした状態で現実に生きる理恵だけだろう。

「……うん、わかった。でも、気が向いたら一緒に帰ろうね」

　それでも、理恵は気丈にそう言った。ただ、理恵の表情はあまりにも脆く、儚かった。

　主人公に従順なのは理恵らしいのだけど……。本当に自分が正しいのか迷ってしまう。

　そんな俺の迷いを断ち切るように、理恵は俺の前から逃げるように去っていった。

　良心の呵か責しやくを抑え、理恵とは逆方向に向かう。

　今日の神楽は、正門から昇降口まで続く遊歩道の端に設置されている花壇にいた。体操着姿で座りながら花を植えている。

「ふー、つかれたー」

　立ち上がって肩の凝りをほぐすように伸びをしている神楽の背後から声をかける。

「精が出るな」

「えっ？」

　慌てて振り向く神楽だが、脚が絡まって、転びそうになる。とっさに背中に手を回して支える。間一髪、間に合ったな。

「つ、つ、都筑くん？」

　すっぽりと俺の胸に抱き寄せる形になってしまい、お互い焦る。神楽の温もりとか、神楽の柔らかさとか、ちょっとした汗のにおいとかが俺の平穏だった頭の中をかき乱した。こうなることはわかっていたにもかかわらず、動揺しているのが自分でわかる。

「あ、ありがと……。助かったよ」

「いや、驚かせた俺が悪い気もするし……」

　なんとなく気まずい。

「ちょっとそこの二人ー。まだ、ラブコメの時間には早いわよー」

　そんな風に冷やかされ、ようやく我に返ってお互い身を離す。

「「そんなんじゃないって」」

　ハモって反論しても、まったく説得力がなく、思いっきり笑われた。一部笑っていない男子生徒がいるが、ファンクラブ会員だろうなぁ。やばいところを見られた気がする。

「もう……、違うよー」

　頰を紅く染めて否定しているが、満更でもなさそうな感じで頰がゆるみそうだった。

　委員の仕事が結構長い日なので、今日は特に一緒に帰るような日ではない。

　用事は済んだし、帰ろう。




　その翌日に教室で神楽からお礼を言われた。ゲームにない展開なので少し緊張する。現実というのは惚れ惚れするぐらいにゲームに比べて細かい。当たり前か。

「転んじゃったら、全身土まみれになっちゃうところだったから助かったよー」

　頭をかきながらちょっとバツの悪いような表情で言う神楽。神楽はあの時に何も言えなかったので不安だったのだろう。いかにも神楽らしい。

「だからいいって。驚かせた俺が悪いんだから。もうその件は言いっこなし。気にしてないことに気を遣われると、ちょっと気疲れするんだ」

「うふふ、都筑くんらしいね。じゃ、もう言わないことにする。さり気にあの時、わたしの胸を揉もんだのは不問にしてあげます」

　………………………………………………………そんなことしていないです、本当です。

「なーんて、冗談だよ。って、ちょっとは、表情とか崩してくれないと張り合いがないぞー。もっと面白い顔してよー」

　そう言って、こっちの頰を両手でこねくり回す神楽。しばらくして飽きたのか神楽は、ちぇー、次は絶対にビックリさせるからね、と宣言して自分の席へと帰っていった。

　この時、俺は生まれて初めて殺気というものを感じた。そんなものに気付くなんてあるわけねーだろ、みたいに思っていたのに。ファンクラブ会員と思しき人間の目が少し狂気じみている。この辺りは描写するべきだったんじゃないか、ライターさん。俺が困る。というか、神楽が洒落にならない冗談を言いすぎな気がするのは気のせいか？

　でも、大丈夫だろう。こういうことがあっても、呼び出されることはないはず。ゲームにそんな展開はないし。きっと。たぶん。もはや、それだけが俺の一いち縷るの望みだった。

　しかし。

　俺の予想やゲームの展開を大きく裏切って、昼休みに屋上に呼び出された。というよりも、連行されたという表現の方が正しい。こんなこと現実であっていいのか？

「さて、都筑くん。何か言い残すべきことはあるか？」

　人を正座させて、木刀持って囲んでおきながら、とんでもない言い分だと思う。

　今思えば、この日の昼の描写に『不穏な気配を感じたので、中庭に逃げた』というテキストがあったような……。くそ、あんな一行だけで済まされた裏にこんな出来事があるなんて、誰も思わねーよ。

　とはいえ、この人数に囲まれて、反論することなど意気地なしを自認してしまっている俺にできるわけがない。こんな状況で思ったことを発言する度胸など俺にはないのだ。

「一緒に登校した。腕を組んだ。シャーペンの芯をあげた。愛の言葉をいただいた。他にも罪状は腐るほどあるが、中でも抱きかかえて胸を揉んだ。これがもっとも重い……」

　俺の返答を待つことなく、勝手に喋り始める会長らしき人。全部把握してやがる。その情熱を別の方向に向けた方が、と思うが、これも奇跡の代償なのだろうか。

　とりあえず、何か喋らないと……。特に最後のは神楽の噓なのだから。

「えっと……その……、俺と、神楽は……」

　言葉に詰まって何も言うことができそうにない。相手はゲーム中、基本的に馬鹿にしていたような連中だというのに、現実となれば圧倒的に恐怖が勝る。

　周りの人間も色々恐ろしい物を持って待機中だ。釘バットなんて実物初めて見た。他にも理解できないものもいくつかある。あれとか、拷ごう問もん器具じゃなかろうか。爪をはがす道具とか、爪の中に針を入れる器具にしか見えない。お前ら、少しゲームの設定を受け入れすぎじゃないのか。第一、これって凶器準備集合罪だろ。

　とはいえ、そんな勇ましい台詞は心の中で叫べるだけで、実際に口に出すことは到底無理だった。相手が現実離れしていたとしても、怖いものは怖いのだ。

「……我らとしては、神楽様に近づいただけで万ばん死しに値すると見ている」

　ほとんど同世代だというのに、様付けって。こんなギャグみたいなことが、ゲームだと笑ってしまえるのに、現実で当事者になるとまったくもって笑えない。

「おい、なにか弁解の一つでもしてみろよ」

　黙りっぱなしの俺に業ごうを煮やしたのか、脅おどしとも取れるようなことを要求してくる。

　ほんの少ししか出てないファンクラブの設定が今は憎い。無傷で帰るのは不可能なほど絶望的な状況。今思えば、メールの設定で俺の身体設定を主人公と同等にすればよかったのかもしれない。そうすれば、物理的にこの場を解決できるのに……。だけど……。

　そして、生存不可能かと思えるような危険な雰囲気の中、唐突にそれは訪れた。

「何をしてるんですかっ」

　ドアを激しく開く音と同時に、屋上に響き渡る凜とした声。最初、誰の声なのか、まったくわからなかった。声のした方へと視線を向けると、そこに立っていたのはあまりにも意外な人物。

　春姉がこちらに歩み寄ってきていた。その歩みは強く勇ましい。そして、声に比例してその顔はかなり怒っていた。しかし、それでその綺麗な顔がゆがむことはなく、むしろその表情は似合ってすらいた。感想としては場違いだが、本当にそう思った。

　だけど、春姉が怒るところなんて、初めて見た……。

　うろたえ始めるファンクラブ会員たち。馬鹿、なんでドアを閉めてないんだ、ヤバイ、三年の都筑先輩だ、といった囁ささやき声が飛び交っている。

　迫力のある春姉の声が屋上に響く。

「一般生徒を連れ出して、凶器を持って囲むなんて……。あなた方は自分たちが何をしているかわかっていますか？」

「い、いや、その……」

「正当性を主張したいのであれば聞きましょう。ただし、その主張が自己中心的であり、低俗な理由であれば、わたしが然るべき制裁を加えることを覚悟してください」

　春姉はその人望からかなりの人脈を持っている。テニスの腕前が全国大会レベルで、しかも品行方正、学業優秀、ゆえに体育教師たちをはじめとした教師陣に覚えが良い。さらに友人が生徒会長であるなどもはや隙がない。ゲーム中に軽口で、学園での最高権力者とも言われたりもしているが、冗談に聞こえない。

　これは、大きくゲームのシナリオからは外れた展開だった。ある意味では、設定と設定のぶつかりあいだ。ファンクラブから呼び出されるイベントはないし、ファンクラブ云々に春姉が関わってくることはない。さらに言えば、春姉が怒るなどゲーム中には存在しないのだ。立ち絵の表情でも怒りの表情は存在していないほど、筋金入りだ。設定として主人公が危機になった場合、何を差し置いてもそれを助けるという設定があるにはあるが、あまり活かされてはいなかった気がする。

　春姉がファンクラブ会長に対して、睨み続けていると、

「なにも、ありません……」

　どんな弁解も無駄と悟さとったのか、完全に抵抗を諦めたようだ。

「では、謝ってください。謝る人は誰かわかっていますね？」

「は、はい……」

　もはや、蛇へびに睨まれた蛙かえるだ。ファンクラブの会長らしきひとが春姉の眼光に完全に飲まれている。ここまで来ると哀れですらある。

「都筑くん、すまなかった。その、許して欲しい。二度とこのような真似はしない」

「いえ、それであれば、別に……」

　そんな俺の短い返答に深々と頭を下げる会長。そして、ファンクラブ会員たちはぞろぞろと連れ立って全員が屋上から出ていき、春姉と俺だけが残された。

「大丈夫だった？　たーくん！」

　すぐに駆け寄ってくる春姉。心配しているという想いが強く伝わってきた。

「いや、まあ春姉が来てくれたから大丈夫だったよ」

「ごめんね、お姉ちゃんがもう少し早く来れたらよかったんだけど……」

　そういって、手を俺の頰に当ててくる。

「ごめんね……。怖い思いさせてごめんね」

　手を頰から離し、自然な動きで、抱きついてくる。

「大丈夫だよ。……俺だったら、あれぐらいに囲まれても切り抜けられるから」

　俺には無理だが、主人公だったら可能なので、そう言って春姉を安心させようとした。だが、その程度で春姉は納得しないらしい。

「たーくんが怪け我がするかもって思っちゃったら、お姉ちゃん、心配で居ても立ってもいられないよ……」

　春姉は少し震えていた。表情は見えなかったが、もしかしたら泣いていたかもしれない。大事な弟が傷つけられなくて済んで安あん堵どしているのだろうか。

「……春姉が怒るなんて初めて見たよ」

「たーくんにあんなことしてたら、怒るに決まってるじゃない。屋上にたーくんが呼び出されたって聞いて、本当に心配だったんだから……」

　普段からは、想像もつかなかった春姉の怒りの感情。ゲームでは怒らないからといって、喜怒哀楽の怒がないなんて、普通の女の子としては、そうそうありえない。ゲームとは違う部分、ある意味では春姉の人間らしさを垣間見た気がした。

「あんなに多くて、すごく怖かったけど、お姉ちゃんは勇気を出したよ……」

　春姉にここまでさせた自分を情けなく感じる。怖くないわけがない。怖いに決まっていた。でも、春姉は俺を助けるために、前に進んだのだ。

　春姉はいつまでもいつまでも、俺に抱きついていた。

　心配をさせることのない、主人公のような男になりたい。漠然とだが、そう思った。




　心配する春姉に、もう大丈夫と告げて教室まで戻ろうとしたところで、教室から騒ぎ声が聞こえた。取り立てて気にするべきことでもないだろうと思っていたが、俺の名前が出たことで一瞬、教室の扉を開けるのを躊ちゆう躇ちよしてしまう。

「なに、いい気になってるの。何よ、ファンクラブって？　馬鹿じゃないの。あほくさすぎ。連れて行かれた都筑がかわいそー」

「わ、わたし、知らなかったから……」

　矛ほこ先さきの対象は神楽だった。嫌な予感が脳に警告を与える。

　こんなイベントはゲーム中にはない。

　予想だにしていなかった展開に頭が混乱しそうだった。だが、神楽が責められているのであれば、それを何とかする必要はある気がする。まだ、きっとなんとか、なる。

　意を決して扉を開けた。教室内の顔がすべてこちらを向く。その顔は、余計な時に、という顔とようやく帰ってきた、という顔に分かれていた。

「都筑、無事だったんだ」

　先ほど、神楽を責め立てていた女の子は、クラスメイトの高橋愛子だ。

「……何かあったのか？」

　あえて、地雷を踏む。こっちは何もわかっていない第三者を装った方が、高橋たちのメンツも潰さずにすむし、俺でもこの場を曖あい昧まいに濁すことができると思ったからだ。

「別に何もないわよ」

　案の定、高橋はさっさと引き、つるんでいる女子と一緒に教室を出て行ってしまった。結局、何がしたかったんだ。俺をダシにして神楽にいちゃもんを付けたかっただけか？

　高橋たちが出て行って、ようやく教室に弛し緩かんした空気が戻り始め、普段通りざわつき始めてくる。だが、神楽はうつむいてその場から動かない。他のみんなも声をかけづらいのか、神楽に話しかけようとはしなかった。

「何があった？」

　神楽に近づいて、話しかける。神楽は顔を上げるが、その顔にはいつもの元気がない。

「ううん、なんでもない。ちょっとわたしが高橋さんを怒らせちゃっただけだから」

　気にしないで、と無理矢理に笑顔を作り、手を振って何もなかったとアピールする神楽。だが、そんな顔を作る時、神楽はかなり悩んでいる。ゲーム中でもそうだったからな。俺が来る前に、高橋にかなり酷いことを言われたのだろうか。

「心配してくれてありがとう」

　そう言って彼女も教室から出て行った。追いかけようとしたが、今の彼女にどんな声をかけるべきかわからない。ゲーム中のイベントであれば、どんな声をかければいいか覚えているが、こうも現実的な問題だと、どんな言葉を使って元気付ければいいのだろうか？　第一、どんなことを言われたのか理解してないのに、どんなことを言えばいい。そんな風に自分に言い訳して、結局、俺は神楽を追いかけることができなかった。

　そして、五時間目と六時間目の授業に高橋たち、そして神楽は欠席した。




　放課後、教室の喧けん噪そうから離れ、一部始終を見ていたという翔也に話を聞いた。

「昼休み、お前が連行されただろ？　その時に会員の一人が神楽に対して、なんか言ったんだよ。神楽を労わるような勘違いした台詞だったな。歯が浮くような感じの」

「それが、どう神楽に結びつくんだよ」

「人の話は最後まで聞けよ。で、神楽はファンクラブの実態ってわかってないだろ？　だから、神楽はその台詞に対して、えっ？　って表情をしてたんだよな。そこに高橋のやつが茶々を入れたわけ」

「どんな？」

「『助けなくていいわけ？』『どういう意味？』『何カマトトぶってんの。まとわりつく虫を懲こらしめて、女王様気取りかよ』」

　言葉を失った。高橋の普段の行動や言動から、その情景が目に浮かぶようだ。

「その後は、高橋の独壇場だよ。神楽がどう反論しようと、揚げ足を取って、嫌味を言い続けてたな。神楽も最後は何を言っても無駄って悟ったのか、ただ、言われるがままになってな。お前の名前が出た時だけ、なんか言おうとしてたけど」

　神楽にはクラス内で友達が多いって設定があるはず。

　ただ、多いだけで敵がいないというわけではない、というわけか？　ゲームにない部分は現実的に補完されている。日常的な部分を見ててそう思う。

　高橋の一方的な物言いは、設定の隙間に差し込まれた悪意だ。現実には嫌な、見たくもない展開がある。それが表に出てきたということか。

　妹である夏海が弁当を届けにきてくれた時も、妙な視線を受けた。あの時の非常に現実的な反応だ。普通に考えれば、この歳になって兄にベタベタな妹などいない。

　神楽のことを考える。ファンクラブのある女の子というのは要するに嫉妬の対象なのだろうか？　普通の高校生である一生徒にファンクラブなど普通に考えたらありえないわけで、それがありえてしまった場合は設定どおりに三割の男子の関心が一女生徒に向かっているわけであり、女の子としては面白くもないだろう。

「下手をすると、あのやり取りは尾を引くぜ」

　今後、ああいったことが起こらないとも限らない。

　とはいえ、俺にどうにかできるのだろうか。




　放課後、俺は神楽を捜していた。翔也の話を聞いてから、やはりあの時に追いかけるべきだったと後悔したからだ。下駄箱を確かめてみたら、靴が残っていたので帰ってはいないようだ。そういや、まだ鞄かばんが置いてあったな。

　さて、どこに行ったのやら……。でも、あの真面目な神楽が普通、授業をサボるか？

「あ、弟くん。いいところに」

　そう言って俺に近づいてくるのは保健の先生だ。弟くん、という言い方にピンと来なかったが、すぐに春姉の弟だということを思い出した。主人公が幾人かにそういう風に呼ばれていた気がする。春姉は充分に有名人だから、その設定は生きているわけか。

「何か用ですか？」

「君のクラスに神楽さんっているでしょ。教室の鞄を持ってきてあげてもらえるかな」

「え？　どこにいるんですか」

「保健室で寝てるのよ。帰るときになって、教室に鞄を取りに帰るのも面倒でしょ？」

　保健室で寝ていた？　この展開は確か……。

「神楽さんが、どうかしたんですか？」

「偶然、彼女が近くを通りかかってね。顔色が悪いもんだから寝かせてあげたのよ」

　良かった。寝てるだけか。最悪の展開というわけではないらしい。

「寝かせて、顔色が良くならないようなら病院に連れて行くつもりだったけど、幸い回復したみたいだからね」

　完全に安心はできないが、とりあえずは無事のようだ。少し安堵する。しかし、再生不良性貧血という病気を患わずらっていることを考えれば、いつ倒れても不思議ではない。一人にしておくのは危険かもしれない。

「あたしは職員室で話があるから。君は彼女の鞄を保健室に置いてきてあげて」

「わかりました」

「よろしくね」

　とりあえず、神楽の鞄を取りに教室まで引き返すことになった。




　鞄を持って保健室に行くと、神楽はすでにベッドから身を起こしていた。保健室に入った俺に気付き、こちらに顔を向けてくる。

「都筑くん？　どうしたの。下校時間もう過ぎてるよ？」

「お前を捜してたんだよ」

「どして？」

　神楽は疑問符を浮かべたような表情をしている。

「あんなふうに出ていって、午後出席しなかったら心配するに決まってるだろ」

「心配してくれたんだ？」

「当たり前だろ」

　俺がそう言うと、神楽はちょっと顔を俯かせた。夕日のせいでわかりづらいが、頰が赤くなっている気がする。

「ほら、鞄。持って来たぞ」

「あ、ありがとう……。都筑くん」

　照れながら鞄を受け取る神楽。ベッドから降りて、靴を履き、

「それじゃ、わたし、帰るね。また、明日……」

　と落ち着かないように別れの言葉を告げる。このまま神楽を一人で帰すのは、少々の不安を覚える。今の神楽は、瞬きをした間に消えてしまいそうなほど儚はかない。実際に病気を患っているので、病弱な薄幸の美少女でもおかしくないのだが、保健室でたたずむ神楽を見たとき、そちらのイメージが強くよぎってしまった。

　だから、言った。

「ああ、帰るか。一緒に」

「えっ？」

　凄く意外な顔をされた。まあ、予想済みだ。

「家まで送ってく。体調悪かったんだろ？」

「あ、うん。でも、もう回復したから……」

　そういって遠慮する神楽。このイベントはゲーム中に存在するやり取りだ。時期が違うし経過も違うが、倒れた時にこんなイベントがある。

「いつ、またぶり返すかわからないだろ。いいから、今日は言葉に甘えとけ」

「……でも、いいの？　迷惑じゃない？」

「迷惑じゃねーよ。万一、途中で倒れられる方が迷惑だ」

　そう言うと神楽は少しの間、逡しゆん巡じゆんしてから、

「では、エスコートをよろしくお願いします。王子さま♪」

　少しだけ首を傾げて、そんな冗談めかしたことを言ってきた。まぁ、軽くデコピンをしてやっても罰ばちは当たらないだろう。

　自分の行動を振り返ると、なんだかんだで、俺も主人公していた。




　夕日を背に歩く、俺と神楽。姫は先ほどからおでこを押さえて、絶賛非難中だった。

「王子さま、ヒドイ。女の子に対してデコピンなんて、女の子の扱いがなってなーい」

「誰が王子様だ。第一、柄がらじゃねーよ」

　主人公だって、そう答えるだろう。そんな確信がある。

「昔、助けてくれた時に王子様に見えたんだよ、わたしは。だからいいじゃない」

「ダメ」

「ケチー。そんな都筑くんは、王子様から農民に降格ー」

　そんなやり取りをしているうちに、少しずつ神楽も元気を取り戻している気がした。だが、根本があの昼のことにあるのであれば慰めてやりたい。ゲームのイベントにはない展開になるかもしれないが、それでもこのまま何も言わずに送るのは違う気がした。

「……高橋に色々と言われたんだって？」

　だから、直球でそう切り出した。

「あ、うん。でも、わたしも悪いの……。わたしなんかにファンクラブがあるなんて、しかもそんなことしてるなんて知らなかったから」

　これは無茶な設定のツケのようなものだ。半ば公然の秘密となっているファンクラブを、その当事者が知らないというのは、はっきり言って無理がありすぎる。

　そして、神楽は何かを思い出したようにこちらに向き直った。

「そうだ！　ごめんなさい、わたし、自分のことばっかりで……。連れて行かれた都筑くんのことを本当は心配しなきゃいけなかったのに……」

「気にしなくていいよ。無傷だったし。春姉が乱入してくれたおかげだけど」

「よかった……。春さんにご迷惑おかけしてすいませんって、謝らないといけないね」

「お前のせいじゃないだろ」

「ううん。わたし、間接的でも人に迷惑かけるのってイヤだから……」

　これは神楽の病気から来る考え方だ。残った学園生活をみんなと仲良く過ごすという、人生における命題から来る、ある意味では壮大すぎる考え。

　彼女自身は長く生きることをすでに諦めている。運命に身を任せて。だから、短い人生ならば思いっきり楽しみたいというのが彼女の生き方だ。当たり前だが、ゲームでは助かることを知らないしな。

　普通に接してて思うが、彼女はいい子だ。絶対に死なせたくない。

　死なせてたまるものか。絶対に……！

「別にいいよ。少なくとも連れて行かれたことを俺は気にしてないし、お前も気にするな。気にしてないことに気を遣われると、気疲れするんだ。って、朝も言ったな」

　こればっかりは主人公の言葉を借りずとも言える俺の本音だ。

「あと、高橋とかに何か言われても気にするな。落ち込みそうだったら俺を頼って欲しい。力になれるかはわからないけど、愚痴を聞くための耳ならいつでも貸してやる」

　神楽には落ち込んで欲しくない。いつも、いつでも笑顔と元気を振りまいて欲しい。

「塞ふさぎこまなくていいからさ」

　そこまで言い切ってから神楽を見ると、頰がほんのりと赤くなっていた。

「どうして、そこまで心配してくれるの？」

「どうしてって……」

　惚れたキャラ、っていうか落ち込んでる女の子を心配するのは当然のことだと思う、がそんな本音を軽く口に出して言えるほどの甲斐性が俺にはない。

「そんな風にやさしくされると女の子は誤解しちゃうよ？」

　俺たちはいつの間にかその歩みを止めていた。神楽が下から覗き込んでくる。ちょっと意地悪を思いついたような、そんな顔だ。

「でも、今日は誤解させてもらおうかな」

　言うが早いか、俺の左手に右手を絡めてくる。俺と神楽の手がピッタリと密着し、指が絡み合って、相手の体温が直に伝わってくる。

「ちょっと、おい」

　いきなりでびっくりしてしまい、そんな言葉しか出ない。

「誤解させてもらうって言ったでしょ？　家に着くまで離しちゃやだよ？」

　繋いだ手を持ち上げて、そんなことを言う。

　嬉しいは嬉しいが、俺の汗が相手に付いたりしないか心配だ。いや、もう無理な気もする。緊張してて汗が滲んできてるのがわかる。だが、神楽は気にした様子もない。

「周りの連中に誤解されるぞ」

「わたしは気にしない」

　俺と同じ気持ちだったらしい。

「あと、どうせだったら、もっと誤解したいな」

　これ以上、何をしろと。

「実を言うと、苗字って好きじゃないんだ。だから、都筑くんには咲さきって呼んで欲しいかな。わたしも都筑くんを名前で呼びたいし。ね、……武紀くん？」

　神楽の明るい声とは裏腹に、俺の心は少し動揺していた。

　展開が違う上に、進行が早すぎる。名前で呼び合うのは二週間以上も後のはず。俺自身は咲と呼ぶのにやぶさかではないが、シナリオを狂わせていいものかどうか……。

「俺も誤解するかもしれないぞ……」

「……して、いいよ？　少なくとも今日は誤解しあったままがいい」

　神楽は真剣だ。

　展開をおかしくすることはあまりよろしくはないとは思う。しかし、いつ現実的な浸食を受けるかもわからないこの状態で、シナリオに沿った行動をすることが必ずしも正しいとも思えない。こんなふうに今日、家まで送るなんていうことそのものがイレギュラーだしな。それに神楽が落ち込んでいたのは確かだ。体調も悪くなって、どれだけ心労がかかったことか……。だから、お願い事のひとつくらいは叶えてやりたかった。

「咲……」

　とはいえ、照れてしまって、声が小さいのは勘弁して欲しい。

「な～に？　武紀くん」

　小さい声にも嬉しそうに反応してくれる咲。その笑顔にこちらも嬉しくなってくる。

「咲」

「だから、な～に？」

　甘ったるいやり取り。咲は俺の腕にこめかみ辺りを押し付け、ぐりぐりしてくる。少しくすぐったい。というか、傍はたから見たら、ただのバカップルだろう。

「ん～～～～♪」

　だけど、咲が笑顔でいてくれるなら、そんなやり取りだって恥ずかしくないように思えた。そんな状態が家まで送り届けるまで続いた。恥ずかしくって最高だった。

　そして、目の前に庭付きの一軒家が見えてくる。表札を見ると神楽と書かれていた。

「送ってくれてありがとうね」

「気にしなくてもいい」

　名残惜しそうに手を離し、家の中へと向かう。

「本当にやさしいよね、武紀くんは……」

　去り際、そんなことを言ってくる。

「わたし、本当に誤解しちゃうからね？」

　そう言い残して、さっさと家の中に入っていってしまった。

　ずるい……。あんなことを言って逃げるなんて。俺は最初から誤解しているのに。

　とはいえ、悪い気などしない。このまま誤解しっぱなしのやり取りも面白いかもしれない。ゲーム中にはない半現実的な展開は、むず痒がゆいだけでなく凄く新鮮なものだった。




「ただいまー」

「お帰りなさい、たーくん」

　自分の家に帰ると春姉が出迎えてくれた。昨日、一昨日は俺が出迎えたから、これはこれで新鮮に感じる。

「遅かったね。学校で何か用事があったの？　まさか、またあの人たちに呼び出されて変なことされたんじゃ……」

「いやいや、違う違う。単に神楽を家まで送ってったから遅れただけだよ」

　第一、あそこまで面子を潰されて手を出せるほどの気骨はあの連中にはないと思う。

「咲ちゃんを？　どうして？」

　昼辺りからの出来事を包み隠さず話す。春姉は「ご苦労さま」と労ってくれた。でも、結構いい思いしてたから、苦労とは思ってないけど。

　そして、夕飯の用意をし始める春姉。何気なくそれを眺めて幸せを感じていたが、春姉が包丁を使い始めたときに、ふと気付いた。

「春姉、腕どうかした？」

　包丁の動きが鈍い気がした。包丁を使う音が不規則というか、刻むリズムが違うのだ。春姉は料理上手で、普段の包丁捌さばきの音は一定で、そのリズムが狂うことがない。ただ、そのリズムが狂うとしたら理由があり、そのイベントには心当たりがあった。

「どうもしないわよ？」

　だが、春姉はそれを隠した。無理に理由を聞くこともないかと思ったが、これがゲームの中であれば、後々問題になってくる。

「どうもしないわきゃないだろ。包丁のリズムがおかしい。いつもと違う。怪我してるんじゃないか？」

　春姉は驚いた顔になって、その後、何か迷った顔になったあと神妙に白状した。

「今日、部活の時に捻ひねっちゃったのよ。大したことはないから、気にしないで」

　そんな春姉の台詞に嫌な予感がした。

　春姉が怪我をするのはもっと後のはず。しかも、俺は春姉のルートを辿ったつもりはない。第一、春姉のイベントが進行して怪我をするにしても、それはこのタイミングではない。ゲームの展開が前倒しされているとでもいうのか？

「悪いが気にする」

　そう言って、春姉に近づいて、包丁を取り上げた。

　どういう形にせよ、春姉のシナリオが進行してしまっている以上、これはなんとかするしかない。幸い、ゲームの主人公と違って家事はできるし、家のことで春姉の負担は少なくできるはずだ。ゲームのストーリーとは違ってくるが、現実的に考えればこれが最善のはず。結局のところ、発見が遅れて、無理をしてしまっているのが春姉のシナリオだ。元々、肘に爆弾を抱えてるっていうのもあるしな。

「俺が用意するから座ってて。ここまで出来てれば俺でもできるから」

「たーくん、料理できるようになったの？」

「春姉に隠れて練習してた」

　言い訳としては微妙だが、それで春姉も納得するだろう。あとは実際に料理すれば問題ないはずだ。ただ、この世界にみんなが出てきて間もないのに、春姉のご飯が食べられなくなるのは残念だ。まあ、回復したらとびっきりおいしいものを作ってもらおう。

　料理に取り掛かる。ちょっと心配げに春姉に見守られているのが、少しくすぐったい。まあ、ほとんど出来てたし、あとは焼くだけとかだったから、すぐに出来たけどさ。

「夏海、準備を……」

　そこでようやく気付いた。いつもであれば、この時間は居間にいる夏海の姿がない。

「夏海ちゃん、ご飯よー！」

　春姉が夏海を呼んで、晩ご飯となる。

　小気味良いテンポで階段を降りてくる音がする。そして、その音の主、夏海が居間に入ってきた時の顔を見て、俺は危うく運んでいた皿を落としそうになってしまった。

「……夏海、何かあったのか？」

「え？　何もないよー。ごっはんごっはん～」

　明るく振る舞ってはいるものの、目が赤い。あれはおそらく泣き腫らしたあとだ。あの状態には見覚えがある。春姉も異常に気付いたらしく、俺に顔を向けてくる。その顔はどうしよう、といった表情だ。ただ、何が起こったのかまでは把握していないだろう。

　なんとか、平静を装って、ご飯をテーブルに並べていき、食事の用意を整える。

「いっただっきまーす」

　そんな困惑にも気付かずに、夏海が昨日と同じようにご飯を食べ始める。

「あれ？　お姉ちゃん、味付け変えた？」

「そのご飯はたーくんが作ってくれたのよ」

　九割方、春姉が作ったものと言ってもいい気がするけど。

「へー、お兄ちゃんが料理するなんて珍しいね。でも、おいしいよっ！」

「ん、ありがとうな」

　そんな明るさに当てられてしまったのだろう。夏海に対して、何かを聞くことがためらわれた。久しぶりに食べた自分の料理、春姉風味に舌鼓を打つ余裕もなかった。

　晩ご飯が静かに終わる。その後、春姉と相談した結果、今は夏海が何かを言うまで何も聞かないでおきましょうということになった。確かに何も言ってないのに、根掘り葉掘り聞き出すのも違う気はする。

　ただ、俺はあの原因を知っている。夏海のシナリオが進行しているのだ。おそらく、クラスで四阿ちゃんと喧けん嘩かしたのだろう。

　しかし、何な故ぜだろうか。ゲームから考えると、これはおかしい。

　俺は確実に咲のシナリオを進めているはずだ。主人公に対する昔のお礼も聞いたし、少し早かったが保健室でのイベントもこなして、名前で呼び合うようにもなった。攻略するキャラクター以外は影の薄くなってしまうシナリオで、現実に春姉は怪我の兆候を見せ、夏海は四阿ちゃんに絶交されている。咲と春姉と夏海のシナリオが同時に進行するなんてゲーム中はありえないはずなのに。

　進行させた覚えのない春姉と夏海のシナリオが着実に進んでいる。

　春姉の怪我と、夏海の四阿ちゃんとの絶交のシナリオを思い出し、熟考する。

　そこで、ふと思い至った。

　同時には進行しない、それが現実的にありえない、ということではないのだろうか？

　考えてみれば、春姉のシナリオにおける怪我や、夏海のシナリオにおける四阿ちゃんとの喧嘩に、主人公の行動との因果関係は薄い気がする。春姉のシナリオも夏海のシナリオも、主人公がいない状態で進行してもおかしくない設定だ。あくまでゲーム上において、同時進行しても仕方がないからということで、それが見えないだけなのではないか。

　一言で言ってしまえば、それは、ゲームの都合だ。




　風呂に入って、ベッドの上で寝転がりながら、俺はこれからのことを考えていた。

　咲のシナリオは間違いなく進行している。ゲームシナリオ外の展開もあったが、基本的に仲良くなればいいという形式だから問題はないはず。ラストで骨こつ髄ずい移植の際に取る行動さえ間違えなければ大丈夫、だと思う。

　問題は、春姉と夏海だ。

　春姉の怪我は現状ではおそらく軽度で、気を遣えばこれ以上の進行はしないだろう。部活や家事で肘に負担をかけなければ、数日で怪我から回復できるはず。

　しかし、夏海の方はどうフォローすべきか。原因は、夏海が三宅くんに告白されて断ったとか、そういう話だ。結構、デリケートな問題になる。本来は何があったのかを聞き出してから解決に臨むはずだが、恋愛沙汰に疎うとい俺に何ができるというのだろう。

　どうするべきか、答えが出ない。

　そんな風に知恵熱が出そうなほど頭を悩ませていると、窓からコンコンと音がした。

「おじゃまするね」

　パジャマ姿で窓から部屋に遠慮がちに乗り込んでくる理恵。

　昨日の放課後のやり取りを思い出して、いたたまれない気持ちになる。あんなやり取りがあった後で、この部屋に来るっていうことは、何かしらの用があるのだろうか？　

　それとも、理恵もシナリオが進行してるのだろうか？　確かに主人公の行動との因果関係は理恵のシナリオにもない。

　俺が体を起こして、ベッドの上であぐらをかくと同時に、理恵がベッドの縁に座る。

「何か用か？」

「うん……。用っていうか、聞きたいことがあって」

　相談ではないことに少し安堵した。理恵のシナリオは進行してないようだ。

　質問を待つ。言いにくそうにしていた理恵がやがて口を開いた。

「今日、神楽さんと楽しそうに帰ってたよね」

　ある意味では、地雷な話だった。

「午後になって、神楽が体調を悪くしたから送れって言われたんだよ」

　噓だ。送れとは言われていない。鞄を持って来いと言われただけだ。

「でも、すごく仲よさそうだったよね。手を、繋いでた」

「……尾行してたのか」

　確かに理恵は主人公が関わることには、並以上の行動力を持つようになる設定だが、行為そのものは決して褒ほめられるものではない。

「言いたいことはわかるよ。あたしだって、悪いと思って尾行してた。でも、出て行く二人がどうしても気になっちゃったの……」

　俺の表情が変わったのを見て悟ったのか、そんなことを言う。

「それが、理恵に関係があるのか？」

　それはあまりにも残酷な一言だ。ゲームの主人公と違って、理恵の想いを十二分にわかっていて俺はそれを言ってしまった。春姉や夏海のことで多少、いらついていたというのもある。言ってから、かなり後悔した。他の人間にこんな辛辣なことを言えないくせに、おとなしい理恵に、俺自身の困惑を悪意に変えてぶつけるなんて最低だ。

「関係なら、あるもん……」

　しかし理恵は、弱々しく、だがはっきりと言ってきた。

「あたしの気持ちに、まだ気付いてはくれないの？」

　俺にしなだれかかってくる理恵。理恵に押し倒された形でベッドの上で折り重なる。風呂あがりなのか、ほんのりと石せつ鹼けんの香りがしてくる。

「あたしは、負けたくない……！」

　顔に水滴が落ちてきた。見ると理恵の目に涙が滲んでいる。

「たとえ、世界一綺麗な女の子が相手でも、武ちゃんを取られたくない……！」

　それは初めて聞く、理恵自身の強い願望だった。

「あたしを見て。あたしだけを見て……。武ちゃんのためだったら、なんでもする……。このまま、ただの幼おさな馴な染じみで終わりたくないよ……！」

　ゲーム本編でも見ないほどの熱のこもった理恵の告白。その健けな気げさが、いとおしくなってきて、抱きしめてしまいそうになる。

　流されるな……。少なくともこんな形では、きっとお互い不幸になるだけだ。

「どいてくれ、理恵……」

「どきたくない……」

　力で何とかするのは簡単だ。非力な俺でも理恵の体を退どかすぐらいなら余裕でできる。ただ、力ずくで解決しても、理恵をいたずらに傷つけるだけだ。

　しかし、そんな思いですら偽ぎ善ぜん。

　咲の恋人になるのを目的としている以上、最終的に理恵は振らなくてはならない。結局は、今傷つけたくないだけで、行動を後回しにしているだけだ。

　この時になってようやく気付いた。

　いや、気付かない振りをしていたのかもしれない。

　ゲームの主人公が救えるのは一人だけ、ということに。

　いくら、彼女たちが主人公を想っていようと、最終的にその横に立てるのは一人だけであり、その他のキャラにその時のシナリオは用意されていない。ご想像にお任せだ。だが、結果が火を見るよりも明らかなキャラだっている。

　咲はいい例だ。主人公が助けなければ死んでしまう。しかし、咲を助けたシナリオのその裏で理恵が不幸になっていないなどとなぜ言い切れる？　二人の幸せの裏には、きっといくつかの不幸があったはずなんだ。そして、その不幸な結果をもたらす終わりは確実にやってくる。そして、その結末は確かめようがない。

　結局すべては、俺の軽い考えのせいだ。キャラクター全員が出れば、こうなることはわかりきっていたことじゃないか。それを自分の願望が叶ったことで舞い上がって、結末に対して目を向けようとしなかった。周りに気を配るようなこともしなかった。

　だが、いくら自分の馬鹿さ加減を自覚したところで、奇跡がなかったことにはならない。より、俺の理想に近いゲーム設定を伴った現実的な世界になるという奇跡は。
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　理恵の顔が近づいてくる。目尻に涙を浮かべて。

　その姿、その想い、その脆もろさ。はっきり言って魅力的だ。現実で咲と比べたりするのも失礼だが、決して遜そん色しよくなどない。

　そんな理恵を見て。

　唐突に。

　あまりにも最低な考えが浮かんだ。

　それは女の子をあまりにも侮ぶ辱じよくしている。

　自分本位な、まさに最低な考えだ。

　肩を摑んで、理恵がこれ以上近づくのを制止する。

「なんで……」

　大粒の涙がこぼれてくる。水に痛みなどないはずだが、顔に滴り落ちてくるたびにナイフで削られたように感じてしまう。ただ、それでも、彼女の痛みには遠く及ばない。

　現実的に一緒にいるのはまだ短い。だが、半年近く作品をプレイしているせいで、その想いが痛いほどよく伝わる。

　最低な言い訳の始まりだ。

「俺は……、まだ神楽を好きかどうかはわかってない」

「なに、それ……。じゃあ、なんで最近、神楽さんと仲がいいの？　みんなして、あたしに夫婦やめたの？　とか恋人やめたの？　とか聞いてくるんだよ。それなのに……」

「仲が良くなってきてるのは否定しないよ。だけど、今は話せないけど、事情があるんだ。それが終わったら必ず話す。だから、それまで待ってくれないか？」

「わかんないよ。どんな事情があるの？　いや……。いやだよ、あたしを置いていかないで、武ちゃん……」

「お願いだ。最低な、言い訳だっていうことはわかってる。だけど、俺からはそうとしか言えないし、こんな形でお前の気持ちを踏みにじりたくないんだ」

「ひどいよ、武ちゃん。ひどいよ……」

　餌えさで釣るような最低な行為だ。期待を持たせているも同然の。

　理恵を見て、思い浮かんだこと。

　それは、俺が本当に咲のことを好きなのかどうか、だ。

　俺が見てきたのはゲーム世界のキャラたちだ。現実になれば、また違う。みんなは一個の個人として動いていて、ちゃんと心がある。

　そんな中、俺が咲との仲を進展させようと思ったのは、ひとえに最後の結果に『死』が待っているからだ。いくら好きなキャラだったとはいえ、咲が死を乗り越えたあと、俺の想いはどうなるのかは、正直わからなくなった。

　あまりにも自己中心的な考えに、心が酷く痛む。はっきりと詭き弁べんだ。詐さ欺ぎと言ってもいいかもしれない。だというのに、まだこの現実は始まったばかりで、結論が早すぎてもいけないと思う、とかそんな言い訳が頭に浮かんでしまう。

　……詭弁に詭弁、言い訳に言い訳の重ねがけだ。

「待って欲しい。ずっと待たせて、もっと待たせるなんて最悪だと思うけど……」

　自分でこの現実に呼び出しておきながら最低のお願いだった。本当に最低の……。

　理恵を見据える。理恵は目をつぶったまま、黙ったままだ。

　だが、数瞬の後、理恵はゆっくりと身を引いていった。

「すまん……。いや、ごめん……」

　理恵がしばらくして、こちらに向き直る。その表情は、複雑で感情など読み取れない。ただ、感情がないとは違う。少しだけ、決意したような、そんな表情だ。

「じゃあ、あたしもひとつだけお願い……。聞いてくれる？」

「俺にできることなら」

「今日は一緒のベッドで寝たい。しばらく味わえない、武ちゃんの温もりを一晩中、感じてたい。それが、しばらく待つ条件だよ」

　少し、頭の中が真っ白になった。

「俺を、責めないのか？　愛想を尽かしたりはしてないのか？」

「生まれた時から一緒だったんだよ？　付き合いだけなら春姉や夏海ちゃんよりも長いんだよ？　あたし、武ちゃんの行動には必ず理由があるって信じた。このぐらいのことで愛想を尽かしたりなんてしないもん」

　あまりにも出来た子だった。主人公や俺にはもったいなさすぎる気がしてくる。

「それで、一緒のベッドで寝るのは、ダメ？」

　最低な言い訳に対する、あまりにも過ぎた対価。

「本当にそれだけで良いのか？」

「うん。武ちゃんの傍そばにいられるだけで、あたしは幸せだから……」

　背徳的な気もするが、それで理恵の心が癒いやされるなら……。

　あまりにも俺にとって、都合が良すぎる。だが、それが秋原理恵という出来すぎた幼馴染の真実の姿なのかもしれない。

　そして、その想いが本来は主人公のものだと考えると、軽く嫉妬心が湧いてくる。

「……幼馴染としてなら、いいよ。一緒に寝よう」

　これは理恵に対する牽制などではなく、自制のための言い逃れ。そうでも自覚しないと、理性が消し飛びかねない。これ以上、理恵の想いを踏みにじることはしたくない。

　理恵はうんと静かに頷いて、そしてベッドの中へと入ってくる。

　二人では狭いベッドの中でお互いの位置を整える。向き合いながら。

「おやすみなさい、武ちゃん……」

「ああ、おやすみ」

　消灯すると、俺と理恵は幼馴染として寄り添いあって、静かに眠りへと落ちていった。







　バグる世界







「本当にもう！　なんで、こんなことになってるの！」

　次の日。その朝。俺は自分の部屋で正座をしていた。いや、させられていた。目の前には顔を赤くしながら説教をする春はる姉ねえがいる。

　なぜこうなっているのか。まー、当たり前のことだが、恋人でもない高校生の男女が寄り添って寝ていた上に、それを見つけられたら問題があるわけで。

　経緯としては単純な話だ。朝、俺を起こしに来るのは誰かというと、一番目は理り恵えではなく夏なつ海みなのだ。夏海がいつものように俺を起こしにきて、布団の中に潜れば、そこには普段とは違う客がいるわけだ。誰かって、昨日の夜に一緒のベッドで寝た理恵に決まっている。それに驚いた夏海は、条件反射のように春姉に報告。この報告ってのが曲者で、ませた夏海はあることないこと吹き込んだのではないかと思われる。

　兄妹で一緒に寝る分には微ほほ笑えましいで済んでたんだろうが、年頃の女の子――夏海は一歳年下なだけな気がするけど――が一緒に寝ていたとあってはさすがに黙ってはいられないようだ。

　朝、起きて目を開けた時に見たのは春姉の静かに怒った顔だった。正直、ビビった。寝ぼけていたせいもあって、新キャラかと思ったぐらいだ。

「で、本当に何もなかったのね」

　春姉は、俺の言い訳と時間を経て落ち着いたようで、今は若干冷静だ。

「はい、本当です」

　でも、敬語。すいません、まだ怖いです。

「相手が理恵ちゃんだからって、やっていいことと悪いことがあるのよ？　未成年なんだし、もうちょっと自分を抑えなきゃいけない時期だと思うわ。責任の問題としてね」

　指を立てて俺をたしなめる春姉。

　ちなみに理恵は、居間へと行っている。俺のために言い訳をしようとした彼女を無理矢理制して、居間に行かせた。昨日の夜のことは、二人だけの秘密であり、最低な言い訳に対する過ぎた対価。春姉に怒られるぐらいなら、甘んじて怒られるべきだろう。

「何がどうなって、そうなったのかまでは聞かないけど、お姉ちゃんをビックリさせないでね。夏海が二人がゴールインしてたなんて言うから、一瞬気が遠くなったのよ」

　ゴールインて。キックオフすらしてないのに。

「それは夏海の伝え方にも問題がある気がするけど……。とにかくごめんなさい」

「うん、反省しているのであれば良しとします。遅くなったけど、ご飯にしましょう。理恵ちゃんが温めてくれてるはずよ」

　そういって二人で居間へと降りていく。

　居間ではもう準備が終わっていた。椅子に座っていた理恵は、俺の姿を確認すると、ぎこちないながらも笑ってくれた。いつもどおりとは言わないまでも、なんとか元気を出してくれたみたいでそこだけは安心できた。

　春姉は普段通りだ。夏海も見た感じでは普段通りに戻っていると思う。

　多少の食い違いはあれど、いつもと同じ朝を迎えられたことに安あん堵どした俺だった。




　朝の騒ぎのせいで、遅刻するかもと思ったが、どうにかぎりぎりで間に合った。

　遅刻間際で教室の中に入る。

　いつも通りだと思った。

　教室に入って、翔しよう也や辺あたりと挨拶を交わして。

　席に着いて、授業を待つ。

　しかし。

　この日、待っていたのは軽快な挨拶でもなく、まして軽い冗談でもない、異様な雰囲気の洗礼だった。

　覚えがある居心地の悪さ。

　それは、あまりにも現実的な。

　悲しみと困惑と、そして、悪意が入り混じった反へ吐どの出るような空気。

　咲さきが蒼そう白はくな顔をしていた。

　その手は、

　懸命に、

　雑巾で机の、

　落書きを消していた。

　あらん限りの罵ば詈り雑ぞう言ごんが、机の上にマジックで書かれている。

　みんなして、遠巻きに見ていた。なぜか、みんな手伝おうとしていない。

　そんな中、無関心を装いつつ、ニヤニヤしている集団がいた。高たか橋はし愛あい子こたちだ。

「あ～らら～。わきまえないと、こんなことになるのねぇ、怖～い！」

　教室に入った俺を見て、たっぷりと皮肉を込めて、咲に聞こえるように言い立てる。

　なんだ……、このゲームの展開から外れすぎたイベントは……。

　いったい何がどうなれば、こんなイベントが起こるんだ？

　手伝おうと思って、咲に近づく。だが、すぐに予鈴と同時に教師が入ってきて、咲が何もなかったかのように席に座る。教師は何も気付かず、何事もなかったかのようにホームルームを始めてしまった。あの教師は、場の空気すら読めていない。

　現実の非情さは、あまりにも異常すぎる……。




　ホームルーム中、ずっと先ほどのことを考えていた。あれは嫌がらせ以外の何でもない。物的な証拠はないが、あの言動からして犯人は高橋たちだろう。

　しかし、問題は高橋たちが学年で幅をきかせる一大グループだということだ。おそらく、さらに嫌がらせは加速する。遠慮はしないだろう。

　予想でしかないが、咲は反抗しない。こんな目にあったのも自分が悪いという加害者意識を持っているはず。実際にそんなことはないのだが、そう思ってしまったら最後、この嫌がらせは止まらずに、陰湿なイジメになるだけだ。

　何とかする必要があるが、高橋たちに反抗すればクラス内でハブにされる可能性が高い。報復だってされる。女子だろうと男子だろうとだ。それだけ、高橋たちは強く、恐れられている。彼女らに従わなければ、陰湿なイジメを受けるか、高橋の男子仲間からの暴力を受ける。そんな、典型的なイジメにおける負の連鎖を構築されてしまう。

　正直、許せない。糾きゆう弾だんするべきだと思う。しかし、クラスでも地味な部類に入る俺が何かを言ったところで、高橋たちに煙に巻かれるのがオチだ。さらに言えば、情けないことに、俺はビビっていた。想像の中で糾弾するのは簡単だ。だが、実際に声高に訴えるとなると怖くてしょうがない。

　ファンクラブが何とかするんじゃないかという、そんな淡い期待が頭をもたげる。彼らがいれば咲に対するイジメなど、いとも簡単に止まるのではないか、と。

　他力本願な考え。それがいかに甘く、そしてゲームの設定がいかに脆もろいかというのを俺はこの日から、嫌というほど味わうことになった。

　その日の間、咲は陰湿な嫌がらせを受け続けていた。物がなくなるのは当たり前で、トイレの中に悪口を書かれるなどやられ放題だった。

　咲に話しかけても、

「なにも、ないから……」

　と、無理矢理作った笑顔で力なく言われるだけだ。あるだろう、と断言したくなったが、したところで事態を好転させることができるわけでもない。

　無力だった。

　あまりにも。

　咲のファンクラブ会員の数人が教師たちに報チ告クしつたたらしいが、高橋は知らぬ存ぜぬで通したらしい。状況証拠が明らかなのに、高橋たちには逃げ腰な教師たちもそれ以上は追及できない。報告した生徒が、なぜか早退したという話だけが、俺に伝わってきた。

　次の日からも、陰湿なイジメは続いた。咲から徐々に笑顔がなくなっていく。空元気すらなくなっていった。病びよう魔まの進行からかろうじて逃れていた咲の元気が、日々の虐いじめで容よう赦しやなく奪われていく。

　それでも、彼女は健けな気げに学校に来ていた。

　その間、俺は自分の無力さ加減に絶望していただけだった。

　誰か。

　誰か助けてやってくれ。

　俺では駄目だ。

　返り討ちに合って、状況を悪化させるだけなのだから……。




　そして、そんな状況に陥おちいってから、ある日の放課後、

「そういえば、テニスのプロプレイヤーが来るのって今日だったよな」

　そんな台せり詞ふが教室にいるクラスメイトたちの会話から耳へと流れてきた。

　それは、春姉たちが現実に出てくる前から囁ささやかれていたテニス部の催し物だ。そこまで興味もなかったし、春姉が練習に出ないのであれば、行く気はなかった。

　春姉は腕を怪け我がしているとはいえ、部活を休むことはなかったが、先生に事情を話して、本格的な練習を休ませてもらっていると言っていた。無理はしない程度に走り込みなど出来ることをやっているらしいが。

　だから、俺はそのまま美化委員に行って、咲と会ってから帰ろうとしていた。

　その会話の次の台詞が聞こえさえしなければ。

「三年の都つ筑づき先輩と、練習付けに来たプロが試合してるらしいぜ。見に行く？」

　その話を聞いた瞬間、俺は教室を飛び出して、テニスコートへと向かった。

　何な故ぜ。何故？　何故!!

　なんで、怪我をしている春姉が試合をしてるんだ!!

　わけがわからない。頭の中に疑問が渦巻いていく。

　ただの、勘違いや噂うわさであってくれ、そう祈りながら全力で足を動かした。

　テニスコートにはすでに野や次じ馬うまがいた。だが、俺は躊ちゆう躇ちよせずに無理矢理入り込む。文句が聞こえたが、それを気にできるほど心に余裕もない。

　野次馬の一番前まで来ると、そこではフェンス越しに春姉とプロらしきプレイヤーがすでにラリーをしているのが見えた。プロがいるためなのか、マスコミらしき連中がカメラやビデオを競技者二人に向けているのも見える。

　俺にはテニスのことはさっぱりわからないがラリーが白熱しているのぐらいはわかる。得点ボードを見ても五分五分だった。野次馬たちもすごく盛り上がっている。プロからしてみれば形無しだ。そこでは、春姉が主役となっていた。

　だけど。

　何で春姉がテニスをしているのか、理解できなかった。

　練習を休んでいるんじゃなかったのか。

　そこで立っているだけの教師は何故止めないのか。

　プロのスマッシュが決まる。大きなため息が上がり、プロの方に点数が加算される。

　春姉は顔に滝のような汗を貼り付けて、辛つらそうな顔をしている。それはプロを相手にするのがきついというよりも、時々襲ってくる激痛によるものだ。ラケットを振る時だけ、表情があまりにも苦しそうだった。

　プロのサーブが空気を裂くような音と共に鋭く相手のコートへと飛びこんでいく。春姉は即座にそのサーブを打ち返すべく、体を球の着地点へと動かし、腕を振って球を返そうとするが、相手の強烈なサーブにラケットを弾かれ、自分の武器を落としてしまう。

　一セットが終了し、コートをチェンジ。その時に、不意に春姉と目が合った。その瞬間、辛そうな顔から、笑顔へと変化した。利き腕ではない方で、俺に向かって手を振ってくる。心配をかけまいとする心情からだろうが、辛くないはずがない。「いま、俺に手を振ってくれた？　ラッキー」とか、のんきなことをほざく外野が腹立たしかった。

　やめろ、と叫べばいい。

　心の中の自分は言うのだ。春姉は腕を壊しかけている。さっさとやめろと。今すぐ、どういう形でも良いから春姉の試合をやめて、これ以上、辛い思いをさせるなと。

　しかし、周りの熱狂と興奮に飲まれ、何も言うことができない。ここで俺が大声を上げて止めることができるのか？　止めれば、おそらくブーイングだ。何も事情を知らないみんなに、春姉が怪我をしていると教えて回るのか？　俺にできるわけがない。

　誰かに気付いて止めて欲しい。だが。

　そんな惨みじめな他力本願をして、どうにかなるわけがない。

　ゲームの主人公であれば、間違いなく止めているはずなのに。

　運良く、何も起きずに済むんじゃないかという淡い期待にすがっている。

　プロの渾こん身しんのスマッシュが春姉を襲う。春姉は滑り込むように走り、バックハンドで返したあと、そのまま倒れこむ。それはどちらかと言えば当てただけだった。当然、打球は中央のネットにすら届かない。

「うああ……」

　呻うめき声。

　助けを求めるような、か細い声。春姉が倒れながら呻いている。右肘を押さえて苦しんでいた。

「春姉！」

　ようやく、俺は叫ぶことができた。だが、それは遅すぎて、そしてフェンスのせいで駆け寄ることもできない。

　部員たちが駆け寄って心配するが、春姉は動かない。

　俺はそのあまりにも痛ましい光景を見ていることしかできなかった。




　春姉の痛みは多少時間が経った程度ではまったく引かず結局、先生の車で病院へと行くこととなった。その時の、初めて見る春姉の苦しがっている顔が、脳裏に焼き付いて離れない。病院に到着して、春姉はすぐに診察室へと運び込まれた。

　検査と軽い治療が終わり、しばらくして出た診断結果はあまりにも残酷だった。

「もう一生、テニスはできないでしょう……」

　医者から聞かされた長い病名などは、頭に入ってこなかった。

　ベッドに横たわっている春姉は悲しそうな顔をしてはいたが、決して泣かなかった。結局は、無理をした自分がいけないのであって、誰が悪いわけでもないと。

　だが、悪いのは間違いなく春姉に試合をさせた教師陣だ。怪我のことを知っていたはずなのに。マスコミ受けでも狙っていたんじゃないのかという邪じや推すいしか頭に浮かばない。

　だが、春姉はそんな俺の頭の中を見透かしたように

「誰も悪くないよ。悪いとしたらこのわたし。怪我をしてるってわかってても試合を断らなかったわたしの責任。だから、たーくんがそんな辛そうにする必要はないんだよ」

　俺にそんな考え方はできなかった。悪者を仕立て上げないと、納得できなかった。熱狂した試合を止めることで、目立ちたくないなんてそんな矮わい小しような考えだけで春姉を止めることができなかった自分こそが最低の人間なのに。弟失格だ。

「たーくんに一生の面倒見てもらおっかな。あ、でも家事ができないとダメ？」

　春姉はいつも通りに見える。だが、そんなはずはなく、深く悲しんでいるはずなのだ。俺の前だからそう振る舞っているだけだ。
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　このときの俺は、すでにゲームの展開から大きく外れていることを認めた。本来の春姉の怪我はそこまで深刻ではない。怪我をして、一カ月間の休養を余儀なくされて、インターハイに間に合わなくて苦悩するぐらいだからだ。

　これが現実になるとテニスを一生できない体になるときた。嫌気が差してくる。この現実に。試合を止めることができなかった自分に。こんな世界に彼女らを登場させてしまった自分に。

「家事なんかできなくてもいい。テニスもできなくてもいい。どんなになったとしても俺の姉さんは春姉だけだから。他にいないから……」

　それはキャラに向けた台詞か。目の前にいる女の子に言った台詞なのか。ただ頭の中に浮かんできただけで、自分でもよくわからなかった。

「うふふ。改めて言われるとお姉ちゃん、照れちゃうな」

　俺はみんなを騙だましている。勝手に現実に登場させておいて、苦しめている。

　幼よう稚ちで身勝手な奇跡など、起こらない方が良かったのだろうか……。




　結局、その日から春姉は入院した。数日、経過を見るということらしい。俺は春姉の着替えなどを持って来るように言われたため、一旦、家に帰った。

　家に着いて、戸惑った。

　家の中があまりにも暗い。電気がどれ一つとしてついていない。夏海が帰っていないのだろうかとりながら玄関に手をかけると、特になんの抵抗もなく開いた。

　恐る恐る中に入って、部屋の中を見て回る。どうやら、荒らされた形跡はない。とにもかくにも、不法侵入などにはあっていないようで、俺は軽く安堵する。

　しかし、夏海の靴はあるということは帰っているのだろう。なぜ電気がついていないのだろうか。帰ったら普通つけるだろう。

　夏海の部屋に向かう。ドアの前に立って、一拍おいてノックする。

「夏海、ただいま。いるのか？」

　返答はなかった。夏海は帰っていないのだろうか？

　ドアノブに手をかけて、ドアを開けようとすると、

「開けちゃダメっ！」

　その声に驚き、手を止めた。

　これは、なんだ？

　知らない。こんなイベントは知らない。

　主人公に対して叫ぶ夏海など、ゲームの中で見たことがない。いつだって、甘えてきて、じゃれついてくる子猫のようなキャラだというのに……。

「……どうしたんだ、夏海。何かあったのか？」

「何も、ないよ……。か、風か邪ぜをひいただけだから。伝う染つしたりしたらイヤだもん……」

　何もないわけがない。夏海のキャラからすれば、ここまで強く感情をぶつけてくるなど、異常事態以外の何ものでもない。

　だが、そう理解していても、そのドアノブを捻ひねって中に入ることは躊ため躇らわれた。

「そっか。じゃあ、あとで風邪薬と軽い食事を持ってくるよ」

「ありがとう、お兄ちゃん……。ドアの外に置いてくれれば、自分で取るから……」

　夏海は、言外に部屋の中に入るなと言っている。だが、放っておいて良いのか？

「わかった……」

　判断が付かない。予測が付かない。強引にでも押し入った方がいいのか、流れに任せるべきなのか。現実の展開はまるでわからない。

　春姉が入院してることを言えば、気になって顔を出すだろうか。逆にショックを受けて、さらに落ち込むだろうか。どう悩んでいても答えは出ない。

　時間に流されるように、俺は夏海に春姉のことを伝えることはできなかった。

　春姉の着替えを持って行かないといけないことを思い出し、理恵を呼んで事情を説明して、服をいくつか見繕ってもらった。紙袋に入れてもらって、それを春姉に届けに行くために病院に向かったが、病院はすでに面会受付時間外で、受付で止められてしまった。事情を話したが、届けますと言われてしまってはそれ以上の無理強いもできない。春姉に夏海のことを相談したかったんだが、明日以降にするしかなくなった。

　すぐに帰宅したが、その日のうちに俺が夏海と会うことはなかった。




　次の日、夏海は学校を休むと言い出した。俺が看病をすると提案をしたが、頑かたくなに断られた。結局、夏海を家に置いてきてしまったが、これでよかったのだろうか……。

「夏海ちゃん、大丈夫かな……」

　一緒に、いつもの通学路を歩いている理恵が不安そうに呟つぶやく。

　理恵は体調を心配しているが、俺は風邪ではないと確信している。あれはどちらかといえば登校拒否のそれだ。学校へ行くのに対する恐怖のような感情が入っていた。

　親友、四し阿あちゃんと絶交したのは確かだろう。あの日、泣なき腫はらした夏海の顔はゲーム中にも見た。だが、その次の日以降に、夏海の精神状態があそこまで極端に落ち込むことはない。あのシナリオが現実離れしすぎているということだろうか。親友に絶交されて、夏海の性格だったら、あのぐらい落ち込まないとおかしいのか？

「なあ、理恵。同性の親友に絶交されたら、どのぐらい落ち込む？」

「なにそれ、夏海ちゃんと関係あるの？」

　質問があまりにもあからさま過ぎたか。夏海に関連付けられてしまった。どう答えようか悩んでいると、俺の返答を待たずに理恵は、吐息をひとつ吐いて答えた。

「あたしだったら、絶交の内容にもよるけど、仲直りするためにどうするか考えるな。夏海ちゃんだって、そう考えると思うけど。武たけちゃんは違うの？」

　そうだ、夏海の性格からいけば、まずは復縁を考える。ゲーム内でもそうだった。よくよく考えれば当たり前のことじゃないか。異常事態に視野が狭くなっていた。

　そうなると、四阿ちゃんとの喧嘩が原因ではない？

「ちゃんと支えてあげなくちゃダメだよ？　春姉だって入院してるんだから」

　心では、わかっている。だが、現実はゲームのように上手くいくことなど稀まれなのだ。主人公のように無茶な行動をして、奇跡を起こすことなどできるはずもない。

　どうすればいい。

　考えるだけで、悩みが解決することがないのは、わかっているのに、悩んでいることで罪を逃れようとしている。罪悪感を少しでも軽くしようとしている。

　考えれば、考えるほど、自分が最低な人間に近づいていくのを感じた。




「おーい、都筑。客だぞ」

　朝。ホームルームが始まる前、クラスメイトに呼ばれ、教室の廊下の方まで出るとそこには夏海の男友だちである三み宅やけくんがいた。展開にピンとくる。これはゲームでもあったイベントだ。

「すいません、先輩。ちょっと気になったことがあって……。あの、ここじゃ、アレなんで別の場所行きませんか？」

　三宅くんに連れられて階段の踊り場まで行く。ここであれば、人も少ないし、話を聞かれる心配もない。

「あの、夏海ちゃんなんすけど、どうしてますか？」

　思ったとおりの台詞が出てきた。

「一応、風邪とは言ってたけど……」

　このあとゲームの展開であれば、告白したことを言われ、四阿ちゃんとの復縁を依頼されるはずだ。だが、三宅くんの行動は、俺の想像からまったく外れていた。

「すいませんっ！」

　三宅くんはいきなり土下座を始めた。地面に擦り付けるように、汚れるのも厭いとわずに。

「ど、どうしたんだよ？」

　慌てて事情を聞く。

　落ち着いた三宅くんは顔を上げる。

「オレ、この前、夏海ちゃんに告白しました。振られましたが、それは置いておきます。それよりも、そのあと小こ由ゆ奈なのやつが夏海ちゃんを呼び出して、絶交したみたいなんです。ここに関してはオレも詳細は知りません。今は情報を集めてる最中で……」

　ここまでは俺の予想通りだ。だが、三宅くんの慌てぶりは、気がかりになるほどゲームと違う。あまりにも、深刻すぎる。彼らの淡い恋物語など、欠かけ片らも感じない。

「問題はその後で、オレが振られたことを聞きつけた女子たちが、夏海ちゃんをすごい責め立てたみたいなんです。内容を実際に見聞きしてないんすけど、かなりの罵詈雑言を浴びせられたみたいで……。女子たちからハブにされて、嫌がらせを受けてたって」

　ここでも、はっきりと、現実だった。ハブにされて、罵詈雑言、嫌がらせ。あの夏海に耐えられるわけがない。この現実に、あの世界観を包む優しさなど微み塵じんもなかった。

「その女の子たちは、どういう子たちなんだ。君のファンか何か？」

「一度、告白してきてくれたんです。だけど、夏海ちゃんが好きだったから諦めてくれってはっきりと言いました。オレは夏海ちゃんしか、考えられなかったし……」

　言い切った。何の躊躇いもなく、積極果断な断言。

「先輩。オレが言えた義理じゃないですが、夏海ちゃんの元気を取り戻させてあげてください。そして、登校させてあげてください。オレじゃ、きっと駄目なんです」

　もしかしたら、彼は夏海が向いている人間をわかっているのかもしれない。だが、彼の心は挫くじけてなどいなかった。

「今度は、必ず守ります。惚ほれてるからとか、そんなんじゃなくて。恋人になれなくても、夏海ちゃんは親友なんです！」

　まるで主人公のようなかっこよさだった。覚悟と決意をたたえたその真剣な眼差しは、彼の誠実さを感じさせるよりも先に、俺に劣等感を抱かせてくれる。

　予鈴が鳴り返答する間もなく、彼は挨拶もそこそこに自分のクラスへと帰っていった。




　教室に帰ってきたとき、もう何度目かの衝撃を受けた。

　咲の髪が、ポニーテールが短くなっている。

「どこかで髪にガムが付いちゃったみたいで……。ガムって取れないから」

　咲に事情を聞くと、困ったような悲しいような表情でそう答えた。

　イジメは深刻化している。何もできない自分自身が恨めしい。

　恨めしい、とか一丁前に思っているのであれば、勇気を出して文句を言えばいい。

　だが、文句を言って返り討ちにあって、それが咲のイジメをさらに助長させたら？

　そんな言い訳は考え飽きた。さっさと行動に移せばいい。教師にチクるなり、強く言うなり、やり方はいくらでもあるはずだ。

　何をやっている。咲が苦しんでいるんだ。何でもいい。動け。搾しぼり出だすのは勇気でも蛮ばん勇ゆうでもこの際、構わない。動くんだ。この遣やり切きれない状況に俺が慣れてしまう前に。

「武たけ紀のりくん……。そんなに辛そうな顔をしなくても、わたしは大丈夫だから……。それにこれも、きっとわたしの運命なんだよ」

　運命。

　その言葉に本来であれば。主人公であれば、奮い立たなければいけないはずなのに。俺はそれを免めん罪ざい符ふにしてしまった。

　結局、俺は自分の臆病さ加減を自覚しただけだった……。




　生産性のない悩みを抱え、考えていることを言い訳にして、心の中の平静を保つ時間が続く。心の中は、罪悪感で一杯だった。誰よりも俺が解決するべきなのに。呼び出した張本人として。彼女らの兄であり、弟であり、友人として。

　咲は救えていない。助ける人間が俺を含めて誰もいないし、何もしていない。

　春姉も怪我をして以来、本当の笑顔を見ていない。春姉のショックは怪我以外のところにもありそうだった。気を遣っているのか、見舞いには俺と生徒会長の人以外、誰も来ていない。

　しかし、俺は何もできない。

　家に帰ってくると、昨日と同じように電気はついていない。まだ夕方で電気をつけるような時間ではないが、家の中に人の気配がない。

　とりあえず、玄関に夏海の靴くつがあることに安心したが、それは、ずっと部屋の中にこもりっきりだった可能性が高いということだ。事態は好転の兆きざしなど見せはしない。

　自分の部屋に帰る前に、夏海の部屋の前に立つ。

「夏海。風邪は大丈夫か？」

　扉の中に語りかける。あれだけ身近に感じていた妹の存在が、今は遠い。

「……うん、まだ辛いけど大丈夫だよ」

　少しして、返ってきたのはそんな台詞だ。額面通りに受け取ってはいけない、助けを求めている符丁のようなもの。

「そう、か……。無理は、するなよ？」

　しかし、踏み込む勇気のない俺は、そう言い残して自分の部屋へと向かった。

　部屋の中に入って、ベッドに倒れこむ。

　肉体的にも精神的にも疲れてはいない。疲れたように感じているだけだ。実質的には何もしていない、そんな俺が疲れたなんて、甘ったれもいいところだ。

　そうしていると、少しして窓がノックされた。

「入るよー」

　窓を開けて、理恵が部屋の中に入ってくる。

「どうしたんだ」

　ベッドから起き上がって、理恵に尋たずねる。

「それはこっちの台詞かな。神かぐ楽らさんと一緒に帰るでもなく、家に帰るなり、制服のまま寝てるなんていったいどうしたの」

　最近、咲のところに行けていない。彼女を見ているのが辛かった。見るたびに自身の不ふ甲が斐いなさを思い知らされてしまうからだ。

「すぐに帰ってくるんだったら、あたしと一緒に帰ってくれてもいいのに……」

　頰ほおを膨ふくらませて、拗すねる理恵。放課後に咲のところに行くために理恵との下校を断っているのに、勝手に一人で帰ってくれば、そりゃ理恵も怒るだろう。

「本当にどうしたの。元気がないよ？　春姉のことがやっぱりショックだった？」

　純真な目で問いかけてくる理恵。その瞳には一点の曇りもない。本気で俺を心配してくれていた。その瞳に押されてしまったのか、

「春姉のこともショックだけど、神楽と夏海のことでな」

　ついつい、そう漏もらしてしまった。

「神楽さんと夏海ちゃんがどうしたの？」

　理恵の目が真剣な鋭いものに変わる。

「ねえ、何があったの？　何もできないかもしれないけど、相談には乗るよ？」

　そのやさしい囁きに俺は抗あらがうことができなかった。




　気付けば理恵にすべてを話していた。

　春姉の怪我を止めることができたはずなのに、止めることができなかったこと。

　咲が目立ちすぎたせいか、高橋のグループに目を付けられたこと。そのイジメを止めることができていないこと。

　夏海がクラス内でハブにされて、気力がない状態になってしまい、どうしていいかわからないこと。

「そんなことがあったんだ……」

　理恵は黙って聞いてくれていた。時にうなずきながら、質問を交えて、俺が抱えている問題をすべて引き出した。

「辛かったんだね」

　理恵は罪悪感のどん底にいる俺を、そんな風にやさしく包み込んでくれた。

「……なんて言うと思った？」

「え？」

「甘えないで！」

　理恵が大声を張り上げる。まったく予想しなかった事態に気が動転しそうだった。

「行動を起こすのが怖い？　目立つのが嫌？　だから、行動を起こせなかった？　そんなのは本当に言い訳だよ。ううん、言い訳にもなってない。普段の武ちゃんだったら、そういうのは大っ嫌いだから、率先して行動を起こすじゃない！」

　好き勝手言われたことに、俺はあっけなく激げき昂こうした。

「お前の考えてる昔の俺とは違うんだよ！　俺はどこぞの主人公のように、熱血漢でも勇気を持ってるわけでもない!!」

「なんで、自分のことなのに他ひ人と事ごとなの？　自分自身のことでしょ!?」

「少し前から性格が入れ替わってるんだ！　今の俺は、お前の思い描いてるような人間じゃない！」

　勢いに任せて、とんでもないことを口走ってしまった。俺は思わず、口に手を当てる。だが、理恵は気にした様子もなく、間髪容いれずに食いついてくる。

「性格が入れ替わったなんて、そんなすぐにバレる噓うそ言って逃げないでよ！　確かに、最近の武ちゃんはいつもと違う気がするけど、だからって根っこの部分までは絶対に変わってないもん！　いつだってやさしかった！　いつだってあたしのことを考えてくれた！　武ちゃんの本質は熱血漢とか勇気とかじゃなくて、そのやさしさなんだから！」

　強く訴えてくる理恵。言葉の一つ一つに強い意志を感じた。

『主人公の本質は、熱血漢とか勇気とかじゃなくて、そのやさしさ』

　思い出す。確かにゲームの中の主人公は強い。だが、いくら強いからといっても、決して万能なわけではなかった。

　いつだって不器用だけど、勇気を出して、行動して様々な奇跡を起こしてきた。だが、それは自分の腕っ節を頼りにした勇気じゃなくて、どんな時でも彼女らを強く想ってた結果による勇気だ。

　自分に問いかける。

　お前は、彼女たちが好きではないのか？

　好きだ。ゲームの時から大好きだ。現実に出てきて、さらに惚れ直した。

　主人公は一人しか好きになれない。全員は救えない。

　それはゲームでの話だ。現実は違う。

　救えるのか？　俺に。あまりにも平凡で弱い、俺に……。

「……理恵。お前、なんか、変わったな」

「当たり前だよ。女の子だって、変わっていくんだから」

　迷いもなく、そう言ってくる理恵が眩まぶしかった。すでに理恵は流されるような弱いキャラなどではない。現実に出てきて、自分の思ったことを直じかに伝えてくる強さを身に付けた人間だ。うらやましいと思う。彼女らはゲームのキャラだった。だが、今ではすでに人間よりも人間らしく変貌した強い女の子だった。それを目の前で思い知らされた。

　理恵の中にいる過去の主人公による影響力は強いだろう。だけど、彼女は、俺自身をちゃんと見ていた。その上で、こうして俺を叱しかりつけてくれている。

「理恵。俺はまだ、お前の主人公か？」

「もちろん！」

　何の迷いもなく肯こう定ていしてくれる理恵。しかし、いたずらっ子のように訂正する。

「でも、ここから動けないようだと、脇役になっちゃうかもよ？」

　目を覚ませ。

　もう迷うな。

　迷うぐらいなら――動け。

　本当の彼女たちを知ってるのは俺だけなのだから――。

　彼女たちへの想いなら誰にも負けはしない――。

　ここに誓う！　俺は、彼女たち、全員を幸せにしてみせる！




　俺は即座に行動を起こした。思い立ったが吉日だ。

「何か、できることがあったら教えてね。あたしのできる限りのことはする。でも、最終的にみんなを救えるのは武ちゃんだけだからね？」

　理恵はそう言って、自分の部屋へと帰っていった。本当に、俺にはもったいないぐらい、出来た幼おさな馴な染じみだった。

　携帯電話を取る。登録した記憶のない電話番号がいくつか登録されている。

　そのうちのひとつを選択し、ボタンを押し込む。コールが五回鳴って相手は出た。

『はい、もしもし』

「こんばんは。都筑です。四阿ちゃん、だよね？」

『はい、そうです……』

　声を聞いて、少し元気がないように思った。彼女は大人しい子ではあるが、はっきりと喋るはずだ。

「聞きたいことがあるんだけど、いいかな？」

『……あの、お兄さん。わたし……。その……』

「大体の事情は聞いてる。だけど、」

　夏海と仲直りをして欲しい、と言おうとしたところで、

『ごめん、なさい……。わたし、そんなつもりじゃ、なかった、のに……』

　四阿ちゃんの声が急速に、涙声へと変わっていく。いじめているみたいで気が引けた。言うべき台詞は頭に浮かんでくる。だけど、泣いている女の子と喋るのが躊躇われる。

　それでも、口に出すしかない。ここで迷って何も言えずにいたら今までと同じなのだから。夏海を助けるには彼女の力が必要なのだから。ここまで来て、二の足を踏むな。

「君を責めてるわけじゃない。現実的に見れば、夏海が弱いだけなんだ」

『違うんです！　わたし……、わたしが夏海ちゃんと拓たく海みくんのことを話したりしたからっ……。だから、夏海ちゃんが……』

　向こうから聞こえてくるのは後悔の念だった。嗚お咽えつしながら、彼女は告白してくる。

「話を聞かせてもらえるかな？」

　四阿ちゃんから一部始終が語られる。それを俺の主観でまとめるとこんな感じだ。

　三宅くんが夏海ちゃんに告白するところを目撃した四阿ちゃんは、それだけでショックだった。結果を知ってほっとした反面、そこには嫉妬の炎がくすぶり始めた。元々、クラス内でも人望がある四阿ちゃんだから、異変に気付いた人間も多く、ついついその理由を話してしまった。そして、クラスでも女子に人気の三宅くんのこととなれば、女子は黙っていない。さらに言えば夏海は、クラスでもその幼さから浮いていたのだ。そうなれば、自然と女子の夏海に対する感情はあっという間に敵意に変わる。その敵意は行動に変わり、夏海の無視や嫌がらせに発展したということらしい。

『ごめん、なさい……。わたしが軽率なことを、言わなければよかったのに……。お兄さんになんて謝ればいいのか……』

　四阿ちゃんは泣きながら謝罪する。

「四阿ちゃん。落ち着いてくれ。謝る相手は俺じゃない。ただ……ただ、もしまだ君が夏海を親友だと思ってくれているなら、あいつを助けてやって欲しい。夏海は弱い。だけど、それでも今まで普通に生きてこられたのは、四阿ちゃんたちがいたからだ」

　夏海の性格や幼さは設定によるものだが、現実的に考えればあの幼さは異常である。学校という社会で生きていくには、あまりにも弊へい害がいがありそうなほどに。

「独り立ちができるまで……。それまでは面倒を見てやってくれないか……」

　しばしの逡巡のあと、四阿ちゃんは、

『……はい。わたし、夏海ちゃんに謝ります』

　そう、はっきりとした口調で答えてくれた。

『だから、お兄さん。お願いします。わたしが言えた義理じゃないですけど、夏海ちゃんを学校に連れてきてください。わたし、面と向かって謝りたいんです』

「わかった。約束する」

　明日のことを約束し、電話を切ろうと思ったその時に四阿ちゃんの声が聞こえてきた。

『お兄さん。夏海ちゃんは弱い、って言いましたけど、お兄さんが思ってるほど弱くはないんですよ？　わたしも彼女に救われたんです。そこだけ誤解しないであげてください。クラス内で無視なんかされたら、わたしだって登校拒否になっちゃいます』

　そう言い残して、電話は切れた。

　四阿ちゃんは夏海を擁護してくれた。さすがに兄歴一カ月未満では、妹のことをすべて知ることは無理らしい。やはり、四阿ちゃんと話してよかった。




　四阿ちゃんに電話をした翌日、当然ではあるが夏海は風邪だと言い張った。朝に来てくれた理恵も困り顔だ。

「まだ、風邪が治らないの……」

　ドア越しに聞く夏海の声は、非常にか細く、いつもの可愛らしさがない。このまま何もしなければ夏海は、ずっと部屋にこもりっきりになりかねない。このまま引きこもっていても体にも心にも悪いだけだ。それに三宅くんも四阿ちゃんも力を貸してくれるはず。だから、夏海が安心して学校に行けるようになればいい。

　夏海の部屋のドアノブを回す。

「開けちゃダメっ！」

　前にも聞いたことがある強い拒否の意志。

　一瞬、手が止まってしまう。だが、ドアノブを握った俺の手に、理恵が自分の手を重ねてくる。俺の思いを見透かしたように、「逃げるな」「頑張れ」と目で訴えていた。

　そう、逃げては前に進めない。もうここで躊躇うような根性なしの俺でいてはダメなんだ。意を決して、ドアノブを捻り、扉を開ける。

　ベッドにパジャマ姿で座っている夏海。なんとなく久しぶりに見る気がする。一日見なかっただけで大げさな気もするが、そういう気になってしまうのだからしょうがない。

「夏海、学校に行こう」

　できる限り、やさしく口に出した。

「やだよぅ。みんな、夏海がいないみたいにするんだよ。夏海はここにいるのに……」

　少しずつ、夏海に近づく。夏海は引きこもっていたせいか、髪は少しぼさぼさで、顔も少しやつれている。可愛さが二割減だ。

　さらに近づいて、膝をついて、ベッドに座る夏海を抱きしめる。

「俺は別に無視したりしないぞ。ここにいる。返事もする。大げさに考えすぎだよ」

「ううっ……。お兄ちゃん、お兄ちゃん。寂しいよぉ……」

　夏海は、俺の胸の中で溜めてきたものが決けつ壊かいしたかのように嗚咽する。

「寂しいのなら、甘えてきてもいいんだぞ。いつだって、温もりはあげられる」

　いつの間にか入ってきてた理恵が、夏海の横に座る。

「そうだよ、夏海ちゃん。ひとりでふさぎ込んじゃダメだよ。相談してくれないと、あたしたち何にもできないんだから。でも、相談してくれれば、どんなに辛くても気が楽になるし、もしかしたら解決してあげられるかもしれない。だから、殻からに籠こもらないで」

　理恵は、あやすように夏海の頭をやさしくなでる。

「だ、だって……。迷惑、かもって、思って……」

「お前の事だったら、迷惑だなんて思わない。お前の明るい顔を見られない方がよっぽどイヤだよ。だからな、そんなこと気にするな。学校で何か理不尽なことがあったら、俺に言ってくれれば、乗り込んで説教してやってもいい」

　今なら、それぐらいできそうな気がする。可愛い妹のためなら。

「学校、行こうな？」

「………………うん」

　それはすごく小さな声だったが、夏海ははっきりと自分の意志を伝えてくれた。

　そうして安心したのか、夏海は泣き疲れたのか、すうっと寝てしまった。

「穏やかな寝顔だね。やっぱり、夏海ちゃんは可愛いなぁ」

「ロクに寝られなかったんだろうな。安心してくれたみたいで良かったよ」

「でも、そろそろ登校する時間だよ……。どうしよう」

　忘れてた。ここで寝たらヤバイんじゃないか？




　その後、悪い気もしたが少しだけ起こして、理恵に着替えだけしてもらう。すんなりと終わったが、夏海は再び眠りの世界へと旅立っていった。せっかく学校に行くと言ったのに、起きた時に家だったら可か哀わい想そうだろう。眠る夏海を背負って家を出る。

　思いっきり人目に付いていて恥ずかしい。それでも、夏海のためならという想いでそんな恥ずかしさを吹き飛ばす。ただ、理恵の存在はありがたかった。理恵がいなかったら、普通に犯罪臭の漂う光景だからな。

　それにしても、夏海はまったく起きる気配がない。寝てなかったのもあるのだろうが大した胆力の持ち主だった。それで誤解していた。明るいとはいえこの歳の女の子なのだ。繊細なことには違いない。

　正門が見えてくる。そこには見知った二人が待っていた。二人は俺に挨拶して、その背にいる夏海に驚いた。

「先輩……。なんで、夏海ちゃん寝てるんすか？」

「お兄さん、もしかして、無理矢理連れてきたんですか？」

　二人の非難じみた視線が痛い。いや、俺は最善の手を打ったと思うんだよ。

「断じて違うっ。説得したら安心して寝たんだっ」

「武ちゃん、うるさいよ。夏海ちゃんが起きちゃうでしょ」

　怒られた。なんて理不尽。泣きてぇ。

「無理矢理じゃないんですね。安心しました」

　四阿ちゃんがほっと安心した息をつく。

「二人ともどうして、ここに？」

　待ってることも驚きだが、二人が一緒にいたというのも驚きだ。

「昨日、小由奈から電話があって、先輩を信じて二人で正門前で待とうって。オレは自宅まで迎えに行きたかったんすけど、いきなり行ったら迷惑だ、と怒られまして」

　四阿ちゃんがそこまでしてくれたのは驚きだった。彼女の三宅くんに対する想いはかなり強いはずなのに。もしかしたら、それ以上に夏海のことが好きなのかもしれない。

「じゃ、三宅くん。夏海をクラスまでよろしくな」
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「クラスの中じゃ、俺は助けられない。四阿ちゃん、三宅くん、夏海のことを頼む」

　誠心誠意、礼をしてお願いする。友人として、真剣に。

「あたしからもお願い。助けてあげてね」

　理恵も同じく頭を下げる。

「先輩方。あ、頭を上げてください」

　四阿ちゃんが慌てる様子が見て取れた。こういうのに慣れてないのかもしれない。

「昨日、お兄さんは夏海ちゃんを、わたしがいないとダメと仰おつしやいましたが、それはわたしも同じなんです。わたしも夏海ちゃんがいないとダメなんです。夏海ちゃんの明るさがないとすぐに陰気な人間になっちゃいますから」

　困ったような笑顔を向けて、いつだったか聞いた記憶のある台詞を言う四阿ちゃん。

「わたしたち、いつまでも一緒です」

　ああ、そうだ。思い出した。これは夏海ルート終了間際の四阿ちゃんの台詞だ。

「それでは、失礼させていただきます。先輩方」

「オレも失礼するっす。もし、また夏海ちゃんを泣かせてしまうことがあったら、気が済むまで殴りつけてやってください。それぐらいの覚悟はあります」

　目が輝いていた。男の俺から見ても彼はカッコよかった。だから、少し、嫉妬してしまったのかもしれない。

「頼んだよ。でも、俺はまだ君を夏海の恋人にふさわしいとは認めてないからな」

　と、負け惜しみのようなことを言ってしまった。キョトンとする三宅くん。

「まだ、ってことは、目はあるんすよね。なら、一皮も二皮も剝むけてみせるっすよ！」

　だが、俺の精一杯の強がりも逆効果だったらしい。背負っている夏海を動かさないように、軽く顔だけで礼をして四阿ちゃんと一緒に一年校舎に向かう。

　それを見て、強烈な既視感を覚えた。心が温かくなるような、そんな感じだ。

　夏海が寝ているため、若干違うが、これはエンディングイベント絵の構図に近い。途中のシナリオはかなり違う展開だったが、最後の展開は似たようだ。

「妹を取られて、複雑な心境？　お兄ちゃん」

　理恵が茶化したように言ってくる。

「あいつが明るく笑ってるのが一番いいよ、お兄ちゃんはな」

「お疲れさま。武ちゃん」

「サンキューな。でも、ここからが本番だ」

　そう。まだ、ひとつが解決しただけで、春姉と咲の問題はこれからなのだ。

「武ちゃんなら、絶対大丈夫だよ。自信を持って」

　俺を信じてくれる、そんな理恵の言葉がありがたかった。




　朝、教室に咲はいなかった。いきなり不安になったが、担任から保健室で休んでいることが伝えられた。少しだけ安心したが、原因がイジメかもしれないと思うと胸が痛い。

「つらいんだったら、学校なんて休んじゃえばいいのに、気取ってるわねぇー」

　高橋の取り巻きが聞こえるようにこっそりとつぶやく。担任は咳せき払ばらいをして、その発言をスルーするようにホームルームを始めようとする。

　今なら、咲もいない。発言を咎とがめるぐらいはできる。

　正直言って怖い。悪意のある言葉に対して想像の中ではなく、現実で立ち向かうのは。

　だけど、変わるんだ。今までの自分から。強く何も言えない自分から！

　咲を救ってみせる一心で彼女らに向かって言葉をつむぐ。

「体調の悪さを押して、学校に来た人間に、失礼じゃないのか」

　多少は、声が震えていた気がする。情けない。が、言わないよりは何倍もマシだ。

　ざわつき始める教室。普段、クラスの中でも目立たない俺がクラスでも目立つ高橋のグループにいちゃもんを付けたのだ。火を見るよりも明らかな結果とも言える。

「ふん、あたしたちは本音を言っただけよ？　それの何がいけないわけ？」

　さらに重ねられる悪意の反論。会話の先のことを考えると心が折れそうだ。だが、咲のためを思えば、咲の心労を思えば、この程度で屈してたまるものか。

「配慮が足りないと……言っているんだ。気分が悪いのに……出てきたクラスメイトを気遣うことぐらい……していいんじゃないのか？」

　まだ、声が震える。正直、こんな明確な敵意を向けた対話は初めてだ。

　それでも。咲を守らなければいけない。彼女たちの行為は絶対に許してはならない。

　取り巻きの一人が俺に対して何かを言おうとしたところで、高橋が手でそれを制した。

「あー、確かに都筑の言うとおりだ。そう言った発言は控えなさい」

　そして、担任の一言が介入して、その場は収まった。先ほどの混乱が噓のようにホームルームがつつがなく進行していく。教室の中は静まり返っていた。

　これは、担任がいなくなったら嵐になるな。確信する。先ほどの女子は俺をずっと睨んでいるし。一時間目が始めるまでの間にどんなことが起こるのやら。でも、咲を助けるための第一歩だ。口喧嘩に勢いはなくても、正論は言える。大きな声を出せ。イジメが俺にシフトするならそれでもいい。少なくとも、咲に矛ほこ先さきが向かいさえしなければ。

　そうして、ホームルームが終わり、担任が外へと出て行く。

　その瞬間、教室内に緊迫した空気が漂い始めた。

　高橋たち五人がこちらの方へ集まりだす。まったく、腰の軽いことで。

　即座に、取り巻きの一人が問いただしてくる。

「ちょっと、都筑。さっきのアレ何よ。なんのつもり？」

「何のつもりもなにも、常識的なことを言ったまでだ」

「うぜぇんだよ。わざわざ担任のいるところで指摘しやがって。チキン野郎が。担任がいなけりゃ、言えねぇクセに！」

　今度は別の女子が責めてくる。

「わざわざ担任がいなくなってから、集まりだすお前らも、相当なもんだと思うけど」

「んだと、このオタク野郎！　ちょっと、こっち来い！」

　胸ぐらを両手で摑つかんで、椅子から立たせようとする。なんとか、ここから動かないように踏ん張る。俺にだって男としての意地がある。

「お前ら、みっともないぜ。ちょっと正論吐かれたぐらいで、キレてどうするんだ」

　威勢の良いことを言っているが、内心はかなりビクビクしている。どうすれば、この場を収めることができるか、さすがにわからん。どうにでもなれだ。

「ねぇ、あんた」

　今までグループに加わっていながら、何の口出しもしてこなかった高橋が口を開いた。

「そんなにムキになるのって、神楽のことが好きだから？」

「そうだ。好きな女の子が苦しんでるから、お前らの行動が許せない。それだけだ！」

　告白みたいな真似をさせられたというのに、恥ずかしさは欠片もない。それ以上に自分自身の気持ちが勝った。

　だが、そんな真剣な告白など物ともせず、高橋はいやらしく笑って、

「ひゅー、熱いねぇ」

　と茶化した。他の取り巻きたちもそれに続いてはやし立てる。

「あんたの幼馴染。秋あき原はらだっけ？　別れたんだ。飽きたの？　別の女に乗り換えられて、秋原さん、可哀想ねぇ。別の女が好きだったのに、あれだけ尽くしてきたんだ～」

　高橋がわざとらしく、そんなことを言う。

　ここに来て、ようやく高橋の狙いがわかった。話の論点をずらして、さらに俺を悪者に仕立てあげようとしている。確かに、俺と理恵は傍はたから見てれば恋人のような付き合いをしていたはずだ。それが、別の女を好きになってるとなれば、たぶん、俺の行動は支持されなくなる。好きだから、とかさすがに言い過ぎたか？

　気勢が削がれた。まずい。クラスにすら味方がいなくなる。ここで、俺が理恵とは付き合っていないとか言っても説得力は皆無だ。ゲームをやってた時ですら説得力のない言葉だ。現実でそんなことを言えば、火に油を注ぐだけだ。

「あたしが、なんですか？」

　教室の外から、意志のこもった声が聞こえた。見るとそこには毅き然ぜんとした理恵が立っていた。理恵は臆せず、教室の中へと入ってくる。

「都筑くんとあたしが付き合ってる？　ふーん、そんな風に見えるんだ」

「違うのかよ？」

　取り巻きの一人が尋ねる。

「悪いけど違います。都筑くんとあたしは、ただの幼馴染です。だから、都筑くんが誰を好きになっても問題ないと思いますけど？」

「ふん、気丈ね。そうは見えないわ」

「それはあなたの主観でしょ」

「そもそも、ここまで何しに来たわけ。都筑が心配だったんじゃないの？」

「別のところに用があったから、通りがかっただけです。そもそも、心配で来るって言われても、あたしは予知能力者じゃないし、こんなことになってるなんて夢にも思わないもの。でも今、あなたたちが都筑くんを理不尽な目に遭わせているのはわかるけど」

　高橋は舌打ちして、理恵を睨みつける。理恵は一歩も退かずにその視線を受け止めていた。教室内がさらに緊迫の度合いを増していく。

　理恵は変わったと思ったが、こんなに強く意志を表に出せる女の子だったか？　いや、なけなしの勇気を振り絞ったはずだ。絶対に怖いはず。

　偶然とはいえ、理恵まで巻き込むことになってしまった。これは失態だ。

「まーまー。双方、ここは矛を収めようぜ」

　今まで、事の推移を見守っていた翔也が間に入って、理恵と高橋を引き離す。

「さわんな、オタク！」

　翔也の手を引っぱたいて、高橋たちは苛いら立だちを隠さずに教室から出て行った。

「まったく、乱暴だねぇ」

　翔也は叩かれた手を空いた手でさすりながら、おどけていた。

「ありがとう、翔也。まさか、高橋相手に割って入ってくれるなんて……」

「気にすんなよ。あれ以上の緊迫した空気は、僕が耐えられねぇってだけだし」

　翔也はそう言って誤ご魔ま化かすが、肝の据わったやつだった。こんな姿初めて見たもんだから、少し戸惑ってしまう。友達でも俺の知らない姿なんて普通にあるんだなぁ。

　高橋がいなくなったことで、教室の空気が弛し緩かんしていく。まったく、心臓に悪かったが、なんとか渡り合うことができた。ほとんど、理恵の助け舟のおかげだけど。

「都筑くん、大丈夫？」

　理恵が心配そうに尋たずねてくる。

「ああ、大丈夫だ。お前こそ、大丈夫か？」

「うん、全然平気」

　気丈に振る舞っているが、理恵だって好きで入ってきたわけじゃないだろう。俺が困っているところを見るに見かねたに違いない。それが心に響いた。

「でも、秋原さん。今度は秋原さんが標的になりかねないよ？」

　翔也が心配そうに理恵に言う。

「大丈夫だよ、きっと。武ちゃんがいるからね」

「武ちゃん言うな」

　時々出る俺への呼び名。あっ、と理恵の表情が強張る。ちょっと困った顔になっていった。強くなったとはいえ、中身は変わっていない幼馴染のいつもの反応に安らいだ。

　実際に理恵が標的になったら、それも守るだけだ。もう、迷わない。

「それにしても、都筑があんなこと言うなんてびっくりしたぜ」

「そうそう、都筑くん。勇気あるね」

　今まで遠巻きに見守ってきたクラスメイトたちが次々に俺の行動を褒ほめ称える。

　みんな調子が良いなとか思いつつ、少しだけくすぐったい気分だった。




　授業が進んでいくが、結局、咲はずっと保健室で休んだままのようだ。高橋たちもそのままサボっている。もしかしたら帰ったのかもしれない。保健室の咲に手を出しているかも、と思ったが、休み時間ごとに見に行っても咲は普通に休んでいた。保健の先生もいるし、さすがに手出しもできないか。

　保健室に行くのに一年の教室も通るので、夏海の様子も見に行く。夏海の横に三宅くんと四阿ちゃんがいて、一緒に会話している。夏海の様子が少しぎこちないが、それも今は仕方ない。後で三宅くんと四阿ちゃんに話を聞いて、何かあれば動くことにしよう。

　そして、昼休み。次の行動を起こす。

　向かうは体育教官室。もちろん、春姉のことについて聞くためだ

　体育教官室の前で深呼吸。あまり接点がない分、職員室よりも入りにくい。うちの高校ならなおさらだ。相手は教師。感情に任せて、暴言を吐いたりすれば心証が悪くなる。目的は罪を自覚させ、それを押し付けることではない。あくまで目的は別にある。

「失礼します」

　扉をノックして、部屋の中に入る。昼飯時だから当然だが、美う味まそうな匂いが漂っていた。教師たちの視線がこちらに一斉に向く。少しビビるが臆してはいけない。

「弟くん？　珍しいわね」

　保健の先生がいた。どうも、打ち合わせをしていたようだ。

「おう、都筑か。なんだ？」

　その打ち合わせ相手である、俺のクラスで体育を担当している教師が声をかけてくる。

「すいません、テニス部の顧問の先生は？」

「ん？　私かしら？」

　テニス部の顧問の先生がこちらに来る。

「都筑春海。自分の姉さんの件で、聞きたいことがあって来ました」

「都筑さんの……。そうよね、聞きたいこと、あるわよね」

　そう言って先生は接客用の椅子を勧めてくれた。失礼します、と断ってから座る。

「私に答えられることなら、何でも答えるわ。何でも聞いて頂戴」

　ただし、知らないことには答えられないわよ、とは前置きされた。

　聞きたいことはたくさんあるが、重要なのは一つだけだ。

「先生が姉さんに会いに来てくれない理由ってなにかあるんですか？」

　それを聞いた先生の表情は、すぐに苦く悶もんのものへと変わった。

　そう。本来見舞いに来るべき、人間が何故か一度も来ていないのだ。

　春姉を救うために、忙しくて見舞いに来られなかったという理由なら、まだわかる。

　俺はその理由を一番知りたかった。

「怪我をした後、なんでフォローしようとしないんですか。先生は、あれから一度も春姉に顔を合わせていない。顔を出して精神的な支えになるべきだとは思いませんか」

「無理よ。怪我をさせた張本人も同然の人間が行って、何になるっていうの……！」

　悲しみを凝縮したかのような悲痛な唸うなるような声。先生はさらに続けた。

「怪我のことがわかってからは、インターハイを控えた今、うちのエースに無理をさせるつもりはなかったのに……！　あんなプロとの試合なんて、私が断るべきだった！　校長の要望だろうと、理事長の願望だろうと、プロの希望だろうと、マスコミの期待だろうと……！　私は流されてしまった……！」

　そして、春姉までそれを承諾してしまったと続けた。

　顧問の先生を慕っている春姉なら、先生の頼みは引き受けてしまうだろう。

「都筑さんには本当に悪いことをしたわ。なんて、謝ればいいのか……。彼女は、人前では絶対に弱みを見せないし。罵ってくれれば、まだ救われたかもしれないのに……」

　先生は、そう自じ嘲ちようしながら、天を仰ぐ。

「顧問失格よね……。こんな私に彼女を見舞う資格なんか、ないわ……」

　結局のところ、あの事故は様々な人の思惑が混ざり合った結果なのだ。誰か一人でもあの試合を止めるべく動いていれば起きなかったであろう悲しい結末。もちろん、誰か一人という中には俺も含まれる。

　起こってしまったことをなかったことにはできない。それは厳然たる現実の法則だ。

　だけど。

　あれ以来、本当の笑顔を見せない春姉の笑顔を取り戻すことは絶対にできるはずだ！

「春姉は、これでもかというほど弱っていました。……先生ならわかっているはずです」

「……それは」

「そして、春姉にとって、テニスがどれだけ大事なものかというのことも……」

「彼女がテニスをどれだけ愛していたかなんて知ってるわ。でも、どうしろって言うの？　私は医者じゃないわ。ただの一教師に彼女を救うことなんて、できないのよ……」

　それは非常に無責任な台詞に聞こえた。少しだけ感情が昂たかぶってくる。

「治療で救えるなんて、俺だって思ってませんよ……！」

　そう。治療では春姉は救えないのだろう。だけど、他にやれることは何もないのか？

　今までの俺なら飲み込んでいたかもしれないような台詞が思い浮かんでくる。それは、正直、言いがかりに近い。だけど、先生に立ち上がってもらわないと春姉は救えない！

　多少、無礼でも罪悪感に訴える汚い物言いでも、恐れずに口に出せ！

「一番の恩師が、怪我をしたあと会いに来てくれないなんて傷つくに決まってる！　見捨てられたと思ってもおかしくない！　あなたは二年も、春姉を見てきたはずだ！」

　ゲームに存在したシナリオを元に埋め込まれた偽りの過去を引き合いに出すのもどうかしているとは思う。だけど、だからといって現実で起こっていることを無視する方が、もっとどうかしている！

　少し声が強かったからか、別の体育教師が突っかかってきた。

「都筑！　お前、教師に向かってなんて口の利き方だ！」

　口の利き方なんか問題じゃない。正しいか、間違っているかだ。

「俺は間違ったことを言ってますか？　失礼を承知で言わせてもらいますが、先生、あなたは逃げてるだけだ！」

「お前な、教師は神様じゃないんだ！　できることにだって限りがあるんだよ！」

　熱くなった体育教師が怒り心頭といった勢いで胸倉を摑んでくる。今日は、よくよく胸倉を摑まれる日だ。シャツが伸びやしないかと見当違いな考えが浮かぶ。

　そんなことで俺が諦めると思ったら見当違いも甚だしい。

「そのできることをやっていると誓えるんですか！　なんで、医者に言われたことを鵜呑みにして、何もしないんだ！　スポーツに怪我は付きものだなんて、俺にだってわかってますよ！　でも、あなた方、体育教師でしょう？　ツテを辿って名医とか、その世界の権威とか、探すことぐらいできるはずだ！」

　後悔するだけじゃ、何も生み出さないってわかったから……。

　理由を付けて、救おうとしない方が不実だ。惨めでも、みっともなくとも、足掻け！

「こんな俺にだって、今すぐにでも知り合い全員に、本当に回復ができないのか聞いて回ることぐらいできる！　知り合いの知り合いだろうと、赤の他人だろうとだ！」

「お前……！」

　他の教師たちは、他の人とこそこそと話し合っていた。その内容は聞こえないが、勝手なことを、とか言っているのかもしれない。

「先生、手を離してあげてください。彼の言っていることは、何も間違っていません」

　顧問の先生が、胸倉を摑んでいる先生を止める。

「しかし、こいつは暴言を……」

「暴言じゃないですよ。強い物言いだったけど、我々が叱っていいものではないわ」

　保健の先生が横から援護してくれる。ありがたかった。舌打ちと共に、ようやく胸から手が離され、解放される。

　顧問の先生が真剣な顔をして俺に向き直った。

「都筑くん。確かに私は逃げてました。彼女の前に立つ資格がないと思い込んで……」

　ごめんなさいね、と謝ってくる。

「あなたのおかげで目が覚めたわ。まずは彼女に謝らないといけないわね……」

　春姉の不安を少しでも取り除ければ、いつか、きっと本当の笑顔が戻ってくる。

　俺も、少しでも春姉の傍そばにいるつもりだった。安らぎを与えられればそれでいい。

「それに、あなたの言う通りだわ。医者が治らないと言ったからって、私まで諦めてどうするのかしらね。探すわ、彼女の肘を治す方法を。彼女がいつの日か、十年後、二十年後かわからないけど、再びラケットを握れる日が来るまで私は諦めないことを約束します。持ってる力はすべて使うわ」

「医者を探すのなら、あたしの方がいいでしょう。あたしも、ツテを辿ってみるわ」

　顧問の先生と保健の先生が揃って、諦めないという意思を示してくれた。

　もちろん、希望は少しでもあった方が良い。怪我の方でも、諦めるのにはまだ早い。

「ありがとうね。あの時、なんとしてでも止めるべきだったと後悔するだけで、前に進もうとしなかった。しかも、教師として最悪の間違いを犯すところだったわ」

「俺も同じです。俺もあの時は止める勇気がなかったから……」

「いいえ。あなたには勇気があるわ。単身、ここに乗り込んできて、啖呵を切るなんてそうそうできないわよ。自信を持っていいわ」

　教師たちと、春姉がまたテニスができるように全力を尽くすと約束できた。

　顧問の先生も春姉に会いに行ってくれるだろう。

　これで、春姉が救われるかどうかはわからない。でも、希望が何一つないよりは救いがあると思う。そう思いたい。

　もう一度、春姉の心からの笑顔が見たいから……。




　昼休みが終わってから教室に戻ると、咲と高橋たちはまだ帰ってきていなかった。五時間目が始まっても、戻ってこない。さすがに少し心配になった。

　授業の途中、先ほども見た保健の先生が教室まで来た。授業が一時中断される。

　気になったので聞き耳を立てると、少しだけ会話が聞こえてきた。

「神楽さん、戻ってきてませんか？」

「いえ、神楽は戻ってないですが……。それが何か？」

「あたしが保健室に戻った時にいなくなってたんです。教室に戻ってるのかと……」

　いなくなった。

　それが聞こえた瞬間、俺は教室から飛び出していた。教師たちが制止するのもかまわず、授業中の静かな廊下を走る。向かうは昇降口だ。

　昇降口で咲と高橋の靴を確かめる。上履きではなかった。帰っていない。

　あの根が真面目な咲が、別の場所でサボってるなんて考えにくい。高橋も帰っていないとなれば、最悪の事態が思い浮かぶ。嫌な予感しか、しなくなってきた。

　あいつらのたむろしているところは大体において校舎裏だ。あそこが一番、目に付きにくい。文化部部室が集中しているため、この時間であれば多少の悲鳴なら聞こえない。

　何も起こってませんように。ただ単に、偶然が重なっただけ。そう願って足を動かす。

　懸命に走った先に、目的の人物たちは、いた。

　咲が中心になって、それを高橋たちが囲んでいる。

　その中には高橋たちと親しい別クラスの男子生徒の姿もあった。

　取り巻きの一人が俺に気付く。咲も俺の姿に気付いたようだった。不安そうな表情をその顔に貼り付けている。ただ、まだ何もされてなさそうでひとまずは安心した。だが、囲まれてるだけでも、恐怖は咲の心を蝕むしばむだろう。

「あーら、騎士さまの登場よぉ」

「騎士っていうには、すごく頼りないんですけどぉ？」

「違いねぇ！」

　そう言って下品に笑う。

　すでに、堪かん忍にん袋ぶくろの緒は切れそうだった。この人数相手じゃ勝ち目はないが、そんなもの関係があるものか。勇気を奮い立たせるとか、そんな次元の話じゃない。

「お前ら、病人を連れ出してなにやってるんだ！」

「見てわからない？　けじめよ、けじめ。学校に来たのに授業に出ないんだもの。だから、あたしたちが特別授業よ。感謝して欲しいわね」

　咲を囲んでいる一人が、ニヤニヤと嫌らしい表情で嘲笑する。

「お前ら、やっていいことと悪いことの区別もつかないのか！　今すぐ、咲を放せ！」

「あーあ、必死になっちゃって。キモっ！　ってか、あんた自分の立場わかってる？」

　向こうは俺をまともに相手にしない。完全にこちらを見下している。

　くそ、冷静になれ。咲をこの場から救い出すことができれば、それでいいのだ。守るのは俺のプライドでもなんでもない。

「……咲を放してくれ」

「何かくれるのかよ？」

「何をやれば、咲を放してくれるんだ」

　交換条件で何とかできればそれでいい。

「武紀くん。ダメだよ！　わたしのことは気にしないで」

「おーおー、お熱いことで。ったく、悲劇のヒロインぶってんじゃないっての！」

　近くに立っていた女子の拳こぶしが咲の腹をえぐる。

「やめろっ！」

　強そうな一撃には見えなかったが、咲の顔が歪ゆがむのを見ると、やはり痛いのだろう。それに、すでに病人のように青ざめている。囲んでいる連中はそれを見て、面白がっているだけだ。自分にもっと力があれば。そう思わずにはいられない。

「あーら、口の利き方がなってないわねぇ」

　嫌な人間の典型みたいな奴だ。こいつこそ、役柄に酔ってるんじゃないのか。

「まぁ、さっきの詫わびも含めて、まずは土下座でもしてみる？」

　土下座ですべてが丸く収まるなら、いくらだってやってやる。

　膝をついて、頭を下げようとした瞬間、咲が叫ぶ。

「武紀くん、ダメっ…………………！」

　咲が身を乗りだして、こちらに来ようとする。




　そして、

　咲は何の前触れもなく、

　その場に倒れ伏した。




「お、おい。なに倒れてるんだよ」

　倒れ方に異常を感じたのか、さすがに不良たちが不安がり始めた。

　苦く悶もんの表情になる咲。息が荒くなっていく。

「あ、あたし、別に、何も……」

　咲を押さえていた高橋が必死に弁解している。
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　戸惑う不良たちを押しのけて咲の下へ駆け寄った。

「おい、咲！　しっかりしろ！」

　俺の必死の問いかけに返答する余裕すらない。もう間違いない。病気による転倒だ。

「何もしてないっ。なのに、何で倒れるのよッ！　冗談でしょ？　演技なんでしょ？」

　高橋が必死に、今の状況を否定しようとする。

「咲は昔から病気なんだっ！　何かの拍子にいつ倒れても不思議じゃないんだよ！」

　不良たちがより一層驚き、慄おののく。くそ、呆けてる場合か！

「誰でもいい！　早く、保健の先生を呼んで来い！」

　俺の声に反応して、数人が走り去っていく。逃げずに呼んでくれるだろうか。携帯は鞄の中に置き忘れている。飛び出してきて、馬鹿か俺は。無計画にもほどがある。

　残った高橋が、苦しそうに酸素を求めて溺おぼれているかのような咲を見つめていた。

「し、死んじゃうの？」

「死なねぇ！　死なねぇよ！　絶対に、死なせねぇ！」

　くそ、どうすればいい。このまま待つのがいいのか？　背負って運んだ方がいいのか？　応急処置のやり方ぐらい、なんで俺は覚えようとしなかったんだ。

「咲は学校生活を楽しみたかっただけなのに……。お前らみたいな現実がっ……！　何でお前ら、こんなロクでもないことしかできねえんだよッ！」

「し、知らなかったんだもの……！」

「そんなの関係あるかッ！　高校生にもなって、まだそれが理解できないのかよッ！」

　言い争いをしている場合ではない。それはわかっているが、何もできない自分が悔しすぎて、我を忘れていた。

「待って……」

　咲がか細い声で制止してくる。それで、我に返った。

「喋るな！　今すぐ、病院に連れて行ってやるから！」

　俺もこの時は混乱していた。だから、ひとつ重要なことに気付いていなかった。

「……なんで、わたしの、病気のこと……知ってるの？」

　それは完全に盲点だった。考えてみれば、咲の病気を俺はまだ教えてもらうほど、仲良くなったわけじゃない。

　だが、俺の返答を待たずに、咲は完全にその意識を落としてしまった。




　そこからは目まぐるしいことになった。

　咲が救急車で運ばれていく時に、俺は無理を言って同乗させてもらった。咲の症状を知っているのは咲の親と俺だけだ。そして、救えるのは俺しかいない。

　そして、春姉が入院している病院へと行く。咲の行きつけの病院らしい。財布の中に入っている緊急カードが示している病院名がそうなっていた。

　病院についてからの、医師たちの手際は素早かった。担当医が飛んできて、然るべき処置をしたみたいで、大事になる前になんとかなったらしい。ようやく、一安心する。

　俺たちに遅れて、咲の両親たちが到着した。

　小母さんの方は、咲の十年後といった印象だ。一児の母とは思えないほど、若く見える。ゲームの立ち絵と違いがない。公式設定では三十九歳だが、二十代にしか見えない。

　小父さんは会社から飛んできたのか、スーツ姿だった。髪を七三わけにして、精せい悍かんなサラリーマンで、非常に渋い美形のナイスミドルだ。目元辺りに咲の面影が見えるような気がする。ゲーム中では豪快な親父さんも、今は不安そうに顔を歪めていた。

　小父さんたちは、俺に気付くこともなく、慌ただしく中へと入っていった。

　俺も付いていきたかったが、単なるクラスメイトを入れてもらえるとは思えない。あとで話を聞かせてもらえるかどうか、それはわからないが挨拶だけはしておきたかった。

　咲の両親たちが医師たちの話を聞いているであろう時間、俺はずっと待合室で座っていた。結果はすでにわかっている。だけど、悲観することはない。ゲームの中では、主人公の骨こつ髄ずいが奇跡的に適合、移植でき、一命を取り留めるという展開になるのだ。彼女の病気には、俺の身体の骨髄が使えるはず。

　だから、咲も、親御さんも、早く安心させてあげたかった。

　しばらくして二人が待合室に現れた時、その表情は憔しよう悴すいしきっているように見えた。　その二人は、待合室で待っていた俺の方へと歩いてくる。

「君は都筑くんだったね。噂うわさはかねがね聞いているよ。咲がお世話になってます」

「少しばたばたして、さっきは挨拶もできなくてごめんなさいね」

　俺のことを知っているらしい。付き添いの保健の先生が教えたのかもしれない。

「咲は、どうでしたか？」

　返ってくる答えはわかっている。だが、シナリオに合わせて聞いた。

「もう、顆か粒りゆう球きゆうも血けつ小しよう板ばんも、かなり少なくなってて……。いつ合併症が発症してもおかしくないらしいんだ……」

「早く骨髄移植の相手が見つからないと危険な状態、らしいの」

　咲の病気はすでに深刻な状態だ。骨髄移植ができなければ助からない。

　話を聞いてみると、親二人は残念ながら型が合わなかったらしい。同父母の兄弟姉妹間で二十五パーセントだが、親子だとかなり低いらしい。この辺りはゲーム中でもそうだった。

「咲のＨＬＡ型、白血球の血液型みたいなものなんだけどね。かなり珍しい型みたいで、ドナー登録者の中には合うドナーが見つかっていないんだ」

　これもゲーム中に言っていたことだ。咲の小父さんの普段は何も気にしないような陽気さが、まるで見る影もない。だが、

「俺の骨髄を使ってください。きっと、合うはずです」

　おそらく、根拠のないガキの戯たわ言ごとにしか聞こえないだろう。だが、シナリオ通りであれば、俺の骨髄が合うはずなのだ。俺が骨髄バンクに登録して、提供者になれれば咲は助かるはず。だから、俺はそこまで深刻になっていなかった。

「ありがとう。その、君の気持ちだけでも嬉しいよ」

　やはり戯言としか聞こえていない。俺がなんとか事情を説明しようとしたところで、

「骨髄バンクの登録は十八歳以上なんだよ」

　などと、信じられないことを咲の小父さんの口から聞かされた。

「さらに、提供するということになると二十歳以上である必要がある。君が提供できる歳になるまで、たぶん、咲は……」

　十八歳以上？　二十歳以上？　なんだ、それは……。

　その言葉の意味を、しばらくの間、頭が理解しようとするのを拒こばんだ。

　二人から聞こえてくる嗚咽が、耳に、痛い。




　家に帰ってくると、夏海が満面の笑顔で出迎えてくれた。

「お兄ちゃん、お帰り～！」

　元気な声だ。どうやら、夏海は最悪の状態から脱したようで、安心した。

「心配かけちゃったみたいで、ごめんなさい……」

「いいさ。笑顔になれたみたいで嬉しいよ」

　頭を撫でてあげると、嬉しそうに目を細める。猫みたいで撫なで甲が斐いのある妹だった。

「ねえ、お姉ちゃんは？」

　そういえば、説明をまだしていなかったことを思い出す。入院していることを話した。

「お姉ちゃん、大丈夫なの？」

　事情を知ると、かなり心配な表情をされた。まあ、当然だろう。

「大丈夫だよ。今日は行けなかったけど、明日は休みだし、一緒に会いに行こうな」

　元気に「うん！」と頷うなずく夏海。その顔を見て、少しだけ癒いやされた。

　それでも、自分の落ち込みようが半端ではないことは自覚できる。俺は間違いなく咲を救えると信じていた。いくらシナリオがブレようと、ゲーム展開の根本が覆ることはないだろうと。だが、現実では、ゲームの展開がそもそもありえないことになっている。

　ゲーム中、骨髄バンク登録や移植が可能な歳としは明記されていない。書く必要がないからだろう。そもそも、このゲームは元々が十八禁ゲームだ。審査機構の方で、攻略対象は十八歳以上でなければならないといった規約があったはず。発売するためには、見た目が高校生だろうと、夏海のような幼女だろうと、関係を持つ女の子たちが十八歳以上である必要がある。たとえ、それが見え透いた言い訳であっても十八歳以上と明記し、十八歳未満と特定されるような単語がなければ、まかり通ってしまう。それは、全年齢用に移植されたとして、変わることなどないだろう。そんな脱力するような冗談みたいな理由が原因で、咲が命を落とそうとしている。

　あのメールの設定には、彼女たちを俺と同じ年代にするという設定もあった。

　確実に俺の設定が、混乱の元凶だった。




　部屋に戻り、制服のままベッドに座って考える。

　自分の骨髄を移植するための方法など、年齢詐さ称しようしか考えつかない。しかし、年齢偽称のやり方を調べたところで、そんなことがほいほい簡単にできるとは到底思えない。

「お兄ちゃん、難しい顔してるね。どうしたの？」

　夏海が俺の膝に手を乗っけて、下から無む垢くな瞳で顔をのぞき込んでいた。いつの間に部屋に入ってきたんだろうか。気付かないほど、集中していたのか？

「こんばんは～」

　さらに、窓から理恵までが部屋の中に入ってくる。日課でもないのに、最近頻ひん度どが高かった。心配かけてるからかもしれない。

「武ちゃん、いきなりサボったって噂されてたよ。どうしたの？」

「いや、サボったわけじゃなくてだな……」

　授業途中でエスケープ。……サボりじゃん。

「それに悩んでる顔してるね。また、何かあったんでしょ？」

「さっきまですごく難しい顔してたんだよー」

　女の子二人に詰め寄られる。

　話してどうなるもんでもない気がするが、隠し事をするのも気が引ける。スマン、咲。

　事情を話すと、二人が揃って神妙な顔つきになる。生き死にに関わる問題だしな……。

「なんで、武ちゃんの骨髄が合うって言い切れるの？　確か、他人の骨髄が合う確率って数万人に一人とか、そのぐらいって聞いたことがあるんだけど……」

「すまん、そこは話せない。でも、本当なんだ。間違いなく」

　彼女らに本当のことを話すことはできない。第一、信じることすらできないだろう。彼女らの登場するゲームの痕跡は、世界中、どこにも存在していないのだから。

「そういうわけで、俺が骨髄移植をできる方法はないか？」

「そもそも、他に合う人っていないの？　兄弟とかの方が適合率高いって聞いたけど」

「咲には兄弟がいないんだよ。当然だが、ドナー登録者にも適合者はいない」

　うーん、と再び唸うなり始める理恵。

「従い姉と妹こじゃ駄目なの？」

　そんな思考の迷路にはまっていたところに、何気ない夏海の一言。

「従姉妹？　ん、どうだろう……。従姉妹の適合率はちょっとわからないけど、血縁であれば確率は上がるって聞いたな。でも、咲に親戚なんかいないだろ」

　そんな設定は聞いたことがない。

「ううん、いると思ったよ？　だって、委員会の仕事してる時に、お姉さんみたいな従姉妹と買い物に行ったって楽しそうに話してくれたし」

　ゲーム中に存在しないキャラが、現実に合わせて出てきている？　おかしな話にも感じるが、だけど、もしかして……。

　ふと気になったことを理恵に尋ねてみた。

「なあ、理恵。お前って従姉妹いる？」

「なんであたしの話？　いるけど……。とは言ってもあたしは小さい時に会ったきりで、以来会ってないから、顔も覚えてないよ？」

　理恵は不思議そうな顔をしている。確かに普通に考えれば、理恵の親戚はまったく関係がない。だが、これはただの確認だ。

　ゲーム中の理恵にも親戚設定はない。しかし、実際に現実で親戚がいないというのは不自然だ。会うことが少ないとか、会えないとかそういうことであれば話はわかるが、遠縁ですらまったくいないというのはそうそうありえないだろう。

　おそらく。仮定の話でしかないが。現実において不自然ではない程度に、現実に則った形で血縁が構成されている。

　なぜ、咲が従姉妹と親しいのかまではわからないけど、それは奇跡になりうる希望なのかもしれない。

「でも、従姉妹がいるんだったら、なんでその人に頼んでないの？」

　それは確かにそうだ。聞きだしてみる価値は、ある。すでに検査もしていて、合っていないのがわかっているのかもしれないけど、そんなのは聞いてみなければわからない。

　さっそく、咲の自宅へと電話をかけてみる。咲の自宅に電話をかけるのは初めてで、別の意味で緊張するが、出るのは確実に親だということがわかっていれば肝も据わる。三回のコールの後、出た。

『はい、神楽ですが……』

「夜分、申し訳ありません。都筑というものですが……」

『ああ、先ほどはどうもお世話になりました。それで何の御用でしょう？』

「すいません、ぶしつけなことを聞くかもしれません。ですが、自分も神楽さんを助けたいという一心で聞くことを汲んでいただけると嬉しいです」

　そうして、色々と聞き出した。咲の母親は訝いぶかる様子も、嫌がる様子もなく、懇こん切せつ丁てい寧ねいに教えてくれた。

　まず、咲に従姉妹がいるということ。二十二歳の女性で、幼い時から結構遊んでいたらしい。都合のいい話のような気もするが、ありがたいことこの上ない。

　そして、ドナーの件だが、その従姉妹の父親に頑かたくなに断られているらしい。骨髄移植は提供者の方でも危険が伴う。稀ではあるが、死亡事故だって発生しているし、後遺症に悩まされている人もいるからということで、適合するかどうかすら確かめていないらしい。今も説得を行っているが、今のところ首を縦に振る気配はないということだった。

　電話を終える。

　事態はまったく好転していない。ある意味では、絶望を叩きつけられただけかもしれない。だけど。それでも。進むべき道ははっきりした。

　俺の骨髄を移植できないのであれば、こういった別の手段で行くしかない。

　自分の骨髄を移植することしか考えていなかったのに、理恵の一言で新たな光が見えた。夏海のおかげで、その光がはっきりと見えるようになった。

　やはり、俺は一人で何でも解決できる主人公にはなれない。だけど、彼女たちがいれば、何でもできそうな気がした。




　次の日、休日ということもあって、俺と理恵、夏海は春姉が入院している病院へと足を運んだ。病室に入ると、春姉が温かく出迎えてくれた。

「おはよう。暇をもてあましてたから、来てくれて嬉しいわ」

　本来であれば昨日にも来るべきだったのだが、気付いた頃には夜も更けていた。少し薄情すぎるような気もしたが、春姉はそれを聞いても嫌な顔一つしなかった。

「お姉ちゃん、嬉しそうだね？」

　夏海がそんなことを言う。普段通りの表情に見えて、気付かなかったが、嬉しそうなのだろうか？

「あら、わかる？　実はね、さっき顧問の先生が来て、もしかしたらわたしの肘が治るかもしれないって聞いたのよ」

「そうなの？　おめでとう、って、まだ早いよね……」

「良かったね、お姉ちゃん！」

　理恵と夏海が、自分のことのように喜ぶ。それを見て、こっちも嬉しくなっていった。

「ありがとうね。たーくん」

　俺の方に顔を向け、優しく微ほほ笑えむ春姉。

「お兄ちゃん、なにかやったの？」

「あ、いや、俺は……」

「すごい啖呵で怒鳴られたって先生から聞かされたわ。先生が褒めてらしたわよ。自慢の弟を持てて、お姉ちゃん幸せだな」

　恥ずかしい。俺が春姉を救ったというわけでもないのに、くすぐったい。

　だけど、久しぶりに春姉のいつもの笑顔を見ることができて、心の底からほっとした。

「これで、春姉の問題も光こう明みようが見えたし、夏海ちゃんの問題も解決したし、あとは神楽さんだけだね」

「夏海ちゃんの問題と、神楽さんって、どういうこと？」

　春姉が耳ざとく聞いてきた。

「えっと……」

　事情をかいつまんで説明する。さすがに夏海が引き籠もる辺りで不安な顔をしたが、解決したことを聞くとほっとしたようだった。

「そんなことがあったの。夏海ちゃん、そんな時に傍にいてあげられなくてごめんね」

「大丈夫だよ。お兄ちゃんがいたもん」

「あら？　寂しいな。お姉ちゃんはいらないの？」

「いないとやだー」

　見ていて微笑ましい姉妹だった。今の俺にとっては、一服の清涼剤にも感じる。

「それで今の問題は、咲ちゃんの問題というわけね」

「ああ。もしかしたら、って希望はあるんだけど。なんか、良い方法はないかな？」

「相手にも事情があるから、無理強いはできないからね。地道な話で悪いんだけど、やっぱりドナーを探すのが、一番の近道じゃないかしら？」

「でも、時間が……」

「知ってる？　ドナーの登録者ってね、まだ日本では三十万人ぐらいしかいないんだよ。やりたくないって人も多いだろうけど、そういった活動を知らない人もまだいる。身近なところから、彼女を助けるために動くっていうのも正しいことなんじゃないかな。たーくんが、咲ちゃんを救うために頑張って動けば、きっと大きな流れになる」

　そうだ。結局のところ、咲の従姉妹さんが適合するかどうかすら、まだわかっていない。今のままでは、仮に従姉妹さんが適合しなかった場合に、また絶望するだけだ。俺はその時、どうする。また思考の迷路にはまって、何もしないのか？

　違うだろう。動け。動くと決めた。

　無駄などでは、決してない。回り道でも、決してない。

「決まったみたいね」

　と、春姉が見透かしたように言ってくる。

　この人は、本当に俺の姉みたいに思えてくる。昔から俺のことを見守ってくれていたみたいに。俺に本当の姉はいないし、現実に姉がいても比べることなどできないけど、家族を感じることができて俺は少し嬉しくなった。

　だけど、

「お見舞いの時間があんまり取れなくなるかもしれない」

　それを聞いた春姉は微笑を浮かべて言ってくれた。

「後悔しないようにしてね。わたしは放っておかれても大丈夫だけど、咲ちゃんは時間がないんでしょう。ね？」

　春姉の優しさが、身に染みた。

「ありがとう、春姉……。行ってくるよ」

「理恵ちゃん。夏海ちゃん。たーくんを助けてあげてね」

「任せてください」

「もちろーん！」

　心強かった。大声でありがとうと叫びたい気分だ。

「私も協力させてもらうわ」

　不意に聞こえた声。振り返るとテニス部顧問の先生が戻ってきていた。どうも、医師のところに何かの確認をしに行っただけらしい。

「ちょっと家族水入らずで入りにくかったのよね。話を聞くつもりじゃなかったんだけど、生徒の命がかかっているのであれば、さすがに気になるから」

　俺たちの活動の手配をできる限りサポートすると約束してくれた。さすがに大人だ。一度、やる気になれば頼りになる。

　少しずつ、希望が膨らんできた気がする。

　待ってろ、咲。絶対に、助けてやる！




　日曜日を準備に当て、月曜日から俺たちは嘆願活動を始めた。ドナー登録をしてもらうため、広く知ってもらうため、ビラを配り始めた。この辺りはすべて先生が手配してくれたので、俺たちは特に複雑なことをせずに済んでいた。

　テニス部顧問の先生に許可を取ってもらって、校門前で活動を始める。

「お願いします！　神楽咲さんを救う力を貸してください！」

　学校でやっても、生徒自身は登録すらできない。だが、親御さんや知り合いに知ってもらえれば、もしかしたら登録をしてもらえるかもしれない。

　さすがに学園のアイドルだけあって、みんなが心配そうにして、質問を投げかけてきた。状況とドナー登録のことを丁寧に説明し、みんなに知ってもらう。クラスメイトなどは率先して、何も言わずに手伝ってくれた。

　大体、学校中に行き渡らせることができたので、次の日は放課後に学校外へと出た。うちの高校の近くで人が多く集まりそうな場所と言ったら、二つしかない。水族館、アトラクション、ホテルなどの複合型遊園地が一駅先にある駅か、最近は開発でかなりの勢いで発展してきた副都心でもある繁華街だ。両方とも先生が活動の手配はしてくれているらしい。先生たちの迅速な行動がありがたかった。

　二手に分かれて行動した。一方は、ファンクラブが担当した。説明を求められたので、事情を話したら一も二もなく協力を申し出てくれた。こういう時は非常にありがたい。

「うちの高校の生徒である、神楽咲さんを救う力を貸してください！」

　関東一帯の高校生で知らないものはいないという設定は伊だ達てではない。かなりの人数が興味を持ってくれた。だが、興味を持ってくれるだけでは駄目なのだ。俺たち高校生には直接的には救えない。彼らから別の誰かに伝わらないと駄目なのだ。

　従姉妹の説得は、咲の両親が今も行っているが、結果は芳かんばしくないらしい。

　自分のやっていることが正しいのかどうか、不安になってくる。それでも俺は愚ぐ直ちよくに声を張り上げるしかない。咲を救う道はここにあるのだと。

「情けねぇ顔してるな」

　ビラ配りに苦心していると、目の前に意外な人物が現れた。

「高橋？」

「貸して」

　咲を苦しませていた張本人、高橋愛子だった。俺の持っているビラを一部受け取る。

「どういう風の吹き回しだ？」

「あたしだって、人として最低限の仁義ぐらい、持ってるわよっ！　それに罪悪感ぐらいあるっての」

　怒られた。しかし、なんにせよ、ありがたい話だった。今は少しでも人手が欲しい。不良がたまに良いことをしているところを見ると心が揺れるというが、その気持ちが非常によくわかる。

「一応、あたしの知り合い連中には声かけといたから、人数が必要ならいくらでも用意するわ。神楽のやつ、有名だし、喜んで手伝うだろうしね」

「あ、ありがとう。なんだ、結構いいやつだな、お前」

「ばっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっかじゃねぇの!?　そんなんじゃねぇっての！　とっ、とにかく配るぞ！」

　そう言って、離れていく高橋。真しん摯しな態度でビラを配っている。正直、場違いな感想だが、いいツンデレだなとか思った。




　そして、金曜日。高橋愛子の知り合いなのか、舎しや弟ていなのかよくわからない人間たちが集結した。かなり多い。三十人ぐらいで数えるのを諦めた。しかも、彼らは彼らなりに身なりに気を遣っていた。高橋の指示で、不良のようなルックスをやめているらしい。身なりでビラを受け取ってくれないことを避けるためらしい。

　これだけの人数を招集できるって、何者なんだ。高橋って……。

「こっちはあたしたちに任せて、あんたはもっと人の多いところに行けよな」

　そんな高橋に、ありがとうと礼を言うと、

「うるせぇ、キメぇ」

　という返答をされた。真っ赤な顔をしていたので、案外、照れ屋なのかもしれない。

　さらに翔也も、ネットを通じて色々と喧けん伝でんしていたらしい。

「手段が自分の手の中にあるのに、何もしないのはかっこ悪いしな」

　そして、その甲斐あって、保健の先生から、移植登録者が普段よりも増えた、という嬉しい報告を聞いた。一日の登録者数が今までの最高人数を更新したところもあるらしい。手応えが感じられる。間違っていなかったのだ、と。あれだけ罵ののしった現実が一番力になったというのは皮肉かもしれない。

　だが、最初こそ増えたものの、長続きはしなかった。骨髄の登録は、普通に考えれば面倒だろうし、俺たちが少し活動した程度でその後、劇的に増えたら苦労はしないだろう。

　咲の病状は、好転の兆しなど見せることなく、悪化の一途を辿っている。こうするしかないとはいえ、焦ってくる。俺が骨髄を提供できれば。そう思わずにはいられない。

　日曜日。俺たちは、近辺でもっとも人の集まる駅へと来ていた。相変わらず来るたびどこかを工事中で雑然としているが、日本で二番目に人口が多い都市だけはあり、人の行き来は多かった。だが、今日は雨のせいか、普段よりも人が少ないように見えた。

　タクシー乗り場の近くで、傘を差してビラを配る。

　休まずに。

　挫くじけずに。

　諦めずに。

　だが、長時間も配っているとさすがに冷えてきて、身体が震え始める。今までろくに休まずに毎日活動し、今日は朝から晩まで配っていたせいか、身体も限界を訴えてきていた。視界が微妙にぼやけている気がするが、雨粒が目に当たっているせいだろう。

「このビラについて、教えてもらえるかしら？」

　そんな時、目の前に女性が傘を差して立っていた。

「あ、はい……」

　ちょっと、戸惑いながらも説明する。一通り聞いて、

「そう……」

　と呟いた。しばらくの間、その女性はそのビラを真剣に見て沈黙していた。俺はどうしていいかわからず、突っ立っているだけだ。気力が尽きていたのかもしれない。

「毎日、よく、頑張ったね。あとはわたしに、任せて」

　最後に彼女は、俺にそう呟いて、去っていった。その声は、心なしか咲の声に似ていた。今思えば、咲の面影もあったような……。さすがにそれは気のせいか。

　その日、最後のビラが、それで終わった。

　

　それから少しして、学校での昼休みに高橋が猛然と教室へと入り込み、開口一番、

「適合者が現れたってよ！　職員室で聞いた！　間違いねぇ！」

　と叫んだ。昼休みで賑にぎわっていた教室は、一瞬にして歓喜に包まれた。みんなで手を叩き合って自分たちを称え合う。もちろん、俺もその中に自然と加わっていた。

　出来すぎた奇跡だった。

　思い出すのは、なぜかあの時の女性だ。あの人が適合者だったのだろうか？

　それは、わからない。

　だが、咲を微かすかな奇跡が包み始めたのは、確かなことだった。

　こうして、ゲームのように驚くべき早さで前準備の日程や手術日が、決定していった。

　ここまで来ると俺にできることは何もなかった。みんなで日本一大きい神み輿こしと水かけ祭りで有名な神社に行ってお参りをしたぐらいだ。最後の、最後に、神頼み。




　そして、手術日当日。

　俺は点滴搭載ベッドに乗って運ばれていく咲に付き添う。その場にはもちろん、咲の両親もいたが、俺も特別に入れてもらっていた。

「緊張、する……」

　咲からそんな不安そうなつぶやきを聞く。手術する元気は残っているが、やはり心配は尽きないようだ。

「気楽に考えろ。全身麻酔だから起きた時には、もう手術は終わってる」

「そうなんだけど、なんていうのかな。生きる希望みたいなのが欲しいかな。手術が終わった後の楽しみ」

　これから、向かう先は俺には未知の領域だ。俺が身近で見守ることもできないし、両親だって中に入ることは許されない。勇気でも希望でも、与えられるものは少しでもいいから与えたかった。

「なんでもしてやる」

　だから、そう言ったわけだが。

「じゃあ、手術終わった後にキス」

　とんでもない要求を返してきやがった。両親が後ろに控えてるのに。後ろで母親の方が少し笑っているのが聞こえた。まったく、緊張感のないヤツだった。らしいといえば、らしい。俺も少し、笑ってしまった。

「してくれないの？」

　泣くように訴えてくる咲。演技だとわかっているのに、くそ、卑ひ怯きようだ。

「わかった。なんでもしてやるって言ったしな。目覚めのキスぐらいしてやる」

「約束、だよ？」

「ああ、だから、安心して行ってこい」

「うん。頑張る！」

　そう意気込んで、咲は手術室へと入っていった。

　ほどなく手術中のランプが点き、運命の時が来る。

　心臓に悪い時間が続いた。予定時間を過ぎても、手術中のランプは消えない。手こずっているのか、失敗してしまったのか、こうしてじっとしていると悪い予感しか浮かばない。咲の両親も青ざめた顔をして、手術中のランプをじっと見ている。

　ゲームと同じ展開であれば、助かることは確定している。だが、もはやシナリオなど完全に破は綻たんして、結果などわかりはしない。

　医師がミスをしたら？

　咲の気力や体力が、なくなってしまったら？

　本来、あるべき薬や器材が足りなくなったら？

　不安で心が塗りつぶされそうになっていく。まだか。まだなのか。

　そして。

　永遠に続くかと思われた時間は、ランプが消えたことで終了した。




　結果だけを言えば、手術は大成功に終わった。

　咲に拒否反応はまったくなく、術後の経過も良好そのものだった。術後、順調に赤血球・白血球・血小板すべての値が少しずつ上昇していき、生命に関する危機は脱した。

　そう。彼女の運命は、今をもって覆ったのだ。

「武紀くん。わたし、幸せだよ」

　太陽の笑顔がそこにあった。







　最後のシナリオ？







　咲さきの手術が終わってから、二週間が経過した。

　あの日を境に、俺たちの穏やかな日常が戻ってきていた。春はる姉ねえの肘は数年はかかるらしいが、しっかりとした指導の下で治せばテニスができるぐらいには回復するという話ですでに退院している。夏なつ海みも相変わらず甘えん坊ではあるが、登校中に俺の左腕を抱えてたのが裾を摑つかむようになっていた。些さ細さいな変化だが、四し阿あちゃんや三み宅やけくんの協力の元、クラスの中に溶け込み始めたようで、少しだけ大人びてきた気がする。

　そして、咲は手術後、ゲーム展開に従ったかのように若者らしく奇跡的な回復力を見せ、激しく動かないことを条件に学校に復帰することになった。今日がその日である。

「武たけ紀のりくん。おはよう。久しぶり、だね」

　そこには久しぶりに見る、太陽の笑顔があった。

「おはよう、咲。久しぶりだな」

「うん、また会えて嬉しいよ。今日から復帰します。これからも、よろしくねっ」

　みんなして、思い思いの言葉を交わし、みんなで一緒に歩き出す。

　五人で登校していると、ようやく本当の日々が戻ってきたんだなぁ、と実感する。

　なし崩し的ではあったが、シナリオはオールクリアできたんじゃないかと思う。彼女たちの問題はすべて解決できたはず。あとは、咲との関係をどうするか、ってだけだ。

　それが一番の問題でもあるんだが……。

「じゃあ、久しぶりに……」

　咲は俺の右腕に照準を定め、腕を絡めとろうとしたところで、

「あら、今日はダメよ？」

　春姉に機先を制される。春姉が咲と俺の間に自然に割り込み、腕を絡めてくる。春姉が腕を組んでくるとは珍しい。咲は行き場がなくなって、オロオロとしていた。

「入院明けでも、今日はたーくんの右腕は貸せないの。ごめんなさいね」

「あの、春姉。俺の意志は？」

「もう。お姉ちゃんと腕を組むのは嫌？」

　決して嫌じゃありません。ええ。ただ、落ち着かないだけでして……。

　もしかして、春姉も実は咲に対して嫉しつ妬としてたのかなぁ、と少し自うぬ惚ぼれる。

「むー。春さん、意地悪だぁ……」

「ごめんね。今日は姉弟水入らず」

　咲は、左側に回って、

「武紀くんの腕を借りたいなー。夏ちゃん。貸して？」

　と、今度は夏海を籠ろう絡らくし始めた。

「ダメー。今日は夏海のなんだよ？　きょーだいしまいみずいらずー」

　しかし、夏海にすら断られて、ずーんと落ち込んだ。少し不ふ憫びんになってきた。

「モテモテで大変だね、武ちゃん」

　と、先ほどから無言だった理り恵えが言ってくる。今気付いたが、理恵の顔が少し疲れているように見えた。どうかしたのか？

「神かぐ楽らさん。今日は振られたもの同士、仲良く行きましょ」

　俺の心配もつゆ知らず、理恵は楽しげに咲の方に行ってしまった。考え過ぎか？

「やだやだー。武紀くんの腕組めなきゃやだー」

　咲がだだをこね始める。子供か。

「明日は、理恵ちゃんと咲ちゃんに譲るから、今日は我慢してね」

「やたーっ！　約束ですよっ！」

　心底嬉しそうにする咲。それにしても、身に余りすぎるっていうか、ここまでみんなの愛情を受け取る資格が俺にはないと思うんだけどなぁ。

　こんな騒ぎや、日々の穏やかな時間に流されたことで、俺はある重要な人物のことをすっかり忘れてしまっていた。




「転校生が来るらしいな」

　教室についてすぐ、咲と話しているところに高たか橋はしがそんな情報を持ってきた。

　高橋は咲の入院中、足繁く通って友達となったらしい。結局、あのイジメはなんだったのかと思うほど仲が良くなっていた。ちょっとビックリだ。可愛さ余って憎さ百倍、というやつだったのだろうか。実際、クラスの中で咲の復帰を一番歓迎したのは高橋だろう。言葉はいつも通りぶっきらぼうだったが。

　そんなだから、咲と話してた俺も自然と高橋と会話する機会が多くなっていた。入院した日から病院とか何号室とか色々と質問もされた。話してみると結構いいやつで、会話していると面白い。そして、ちょっとからかうと顔を赤くして怒ってくるため、ツンデレには事欠かなかったりする。それを言うと、

「な、何がツンデレだ。キメぇ！　二度とその単語を口にするんじゃねえ！」

　と烈れつ火かのごとく怒り始めるが、そんな反応も楽しかったりする。

　そんな回想にふけっていると、

「転校生？」

　と咲が高橋に対して問い返していた。

「そう。うちのクラスらしいなー。女だってよ。珍しいよな、こんな時期に」

　その瞬間、重要なことを思い出した。『エターナル イノセンス』、最後のヒロイン、『明あか石し葵あおい』のことを。なぜ、忘れていたのか不思議なくらいだ。

　そして思い出してすぐに、ちょっとした違和感に襲われた。なんだろうな、これは。何かが少しだけずれているような、そんな感覚だ。

　しかし、それが明かされることはなく予鈴が鳴り、担任がいつもの仕草で入ってくる。

「さて、今日は転校生を紹介する。おい、入って来い」

　扉を開けて、教室に入ってくる女生徒。目付きが鋭く、ショートカットが非常によく似合う。体は引き締まっており無駄な贅ぜい肉にくをすべてこそぎ落とした、俗に言うスレンダーな体。ただ、口を開かずとも、冷たそうだという印象を与えてくれる。

容姿からして、間違いなく明石葵そのものだった。

　竹しな刀い袋を肩に提げ直し、教壇の横に立つ。

「さ、自己紹介してくれ」

　担任が言うと、明石はさも面倒そうに自己紹介を始めた。

「明石葵。よろしく」

　非常に簡素だった。担任が何も言えず、困っている。そういや、こんな展開だったな。

「空いてる席は、あそこで良いでしょうか？」

　明石が俺の隣にある空いた机を指で指した。朝、日直が持ってきたものだ。

「あ、ああ、あそこだ。窓脇後ろのひとつ隣の席なんだが……」

　そして、明石は教師が言い終わる前に、こちらに向かって歩いてくる。

　俺の隣にきた明石は、特に何もせず座るはずだった。俺の記憶の中では差し当たって何かが起こるということもない。

　だが、明石は、こちらを向いて小さくではあるがはっきりと聞こえるように呟いた。

「初めまして、真さな田だ正まさ樹き君」

　その瞬間、体が強こわ張ばった。脳が異常を訴える。

　真田正樹。それはゲームにおける主人公のデフォルトネームだ。

　明石は、主人公を最初から知っているという設定ではない。そもそもこの現実において真田正樹という人間は出てきていない。理恵や春姉、夏海や咲は、俺の名前を『都つ筑づき武紀』として認識しているというのに、なぜこいつは、その名前を知っている？

　座らずに静かに睨みつけてくる明石。教室内もある種の異常を感じ取ったのか、妙な緊迫感が形成されていた。

「……誰と勘違いしているのかはわからないけど、俺の名前は都筑武紀だ」

　なんと言えばいいのかわからないが、否定しておくべきだろう。

「ああ、なるほど。そうか。よろしく、都筑君」

　手を差し出してくる明石。随分と社交的だ。ゲームではほとんど喋らないはずなのに。

「……よろしく、明石さん」

　手を差し出して、握手をする。みんなからはさぞ不思議な光景に見えただろう。

　明石が席に着くとホームルームが始まる。だが、先生の声は何一つ入ってこない。

　明石葵。謎なぞの転校生というキャラ設定だが、いったい何が起こっているのか、この時点で彼女の正体はゲーム以上にわからなかった。




　昼になって明石が教室から出て行ったことで、俺がクラスメイトから質問攻めされることになった。普通、こういう質問攻めをされるのは転校生の役目だろうに。だが、明石の誰も寄せ付けないあの雰囲気が質問を躊ため躇らわせていた。で、代わりに俺だ。

「で、お前ら、どういう関係だよ？」

　口火を切ったのは高橋だ。周りには、咲と翔しよう也やもいる。一緒に昼飯をしていた。

「どういう関係も何も初対面だろ」

「しかし、握手までするって普通じゃないよな」

　今度は翔也だ。まぁ、あの場面は突っ込まれて然しかるべきところだよな。でも、だ。

「雰囲気に流されたっていうか、手を差し出されたら、するだろ。握手」

「ところで、真田正樹って誰？」

　咲がある意味では切ないことを言う。ゲームで言われたら主人公がへこむな。

「なんか、知り合いを見つけたっぽかったじゃねぇか」

　高橋が見たまんまのことを語るが、どうにも要領を得ない。

「でも、最初に初めまして、って言ったぞ」

　それもまた変な話だ、と翔也は付け加える。まさに、疑問はその点だ。

「また、都筑が妙なフェロモンでも出して、引っ掛けたんじゃねーの？　そん時にゲームキャラの設定でも落として、名前を誤解したと。で、追いかけてきたとか」

「ちょっと待て。突っ込みどころが満載だが、またってなんだ、またって」

　だが、俺の発言は思いっきりスルーされた。あれ？　おかしいな。

「その設定だと、明石さんはえらいお嬢様じゃないと実現不可能だなぁ。学校を変えて追っかけてくるって、親の力がないとねぇ」

「んな発想よくできるな。冗談だよ、冗談。オタクの妄もう想そうには付き合ってらんねー」

　嫌な顔をした高橋と楽しげな翔也の妙な会話が続く。しかし、高橋の『ゲームキャラの設定でも落として』ってのはある意味では鋭いな。実際に元はゲームキャラだし。

「悪い人ではなさそうだけど……」

　咲が当たり障りのないことを言うが、悪い人でも困る。

「とにもかくにも、あの女に色目使って誤解させんじゃねーぞ」

「そうそう。最近は磁力が強くなってるからな。警報レベルだ」

　翔也が意味ありげに、高橋を見ながら言う。高橋は何ガンつけてんだと、一いつ喝かつしてから弁当をかき込む。忙しいヤツだ。

　とりあえず、俺や主人公の名前を知っていたということは、さておくとして、彼女とはどうやって接したものだろうか。明石のシナリオにおいて主人公はただの足手まといでしかないし、手伝っていくうちに仲良くなっていくだけで、特に明石自身が主人公を必要とするシナリオというわけでもないんだよな。

　明石のシナリオは、人間に害を為す妖よう魔まなどを退治していくという、世界観的にかなり奇抜なものだ。妖魔退治の途中に明石が不意を突かれて、怪け我がをしたところを主人公が助けて、親交が深まっていく。そして、主人公の微力な手助けを受けながら、妖魔退治をしていた明石が、妖魔たちにも社会があることに気付き、苦悩する。そんな展開。

　実のところ、このシナリオは他のシナリオとは一線を画すシビアなストーリー展開でファンの間でも賛否両論。エンディングもすべてを捨てて街から逃げて、隠れるように一からやり直すとか、そんな最後になっている。

　キャラ本人に自覚はないが、普段から不条理な修行を積んでいたり、親からの愛情を受け取っていなかったりと、周りとの関係や普段の生活も異常と言って良いほどだ。

　ただ、彼女のシナリオの場合、本人にその自覚がないのであれば、主人公が関わろうと関わるまいと得られる幸せは変わらない気もする。

　しかし、彼女が何か助けを求めてくるような事態が発生したら、助けてあげたいとは思う。攻略知識総動員で、助けられるところは助けたいところだ。

　それにシナリオ通りに、妖魔退治で家を半壊にされたりしたら、泣くに泣けないしな。




　放課後、美化委員会の活動がないのと、春姉が当分部活を休むことになっているため、みんなで一緒に帰ることになった。帰る生徒で溢あふれている昇降口を出て、待ち合わせ場所である正門に行こうとしたところで、唐突に明石葵がすっと横から現れた。

「都筑君だったよね。少しいいか？」

　まさか向こうからアプローチしてくるとは思わなかった。咲と理恵はキョトンとした顔をしている。特に理恵は誰？　と戸惑った顔を隠していない。

「明石さん、でいいんだよな。何か用かな？」

「重要な話がある。少し、時間が欲しい。二人きりがいいんだけどね」

　重要な話ときた。俺のことを知っていたこともあるし、色々とありそうだな。込み入った話になりそうだった。

「悪い。咲、理恵。先に校門前で待っててくれ」

「う、うん。いいけど……」

「どうしたの？　わたしたちに聞かれるとまずい話？」

　理恵と咲が不安そうに聞いてくる。

「聞いてみないとわからんが、ちょっとサシで話がありそうなんでな。すぐ行くよ」

　そう言うと、咲も理恵も素直に従ってくれた。こっちも人がいない場所へと移動する。

「時間を取ってくれて礼を言うよ」

　礼を言っている態度には見えないが、元々不遜なやつだし、それを求めるのも不毛か。

「で、何の用なんだ」

「警告だよ。それと、謝罪だ」

「警告と謝罪？」

「『あなたの世界を変えてみませんか？』という題名のメールを知っているだろう？」

　そのタイトルが耳に入ると同時に、背筋に嫌なものが走った。

　まさか……、噓うそだろ？　この明石は、この現実をわかっているっていうのか？　動揺するまいと心を落ち着かせるが、動どう悸きは早鐘のように波打って収まる気配がない。

「自分の記憶まで改変した、というわけでもないのであれば、しらばっくれないでくれ。時間はそこまで多くない。話は手早く済ませたい」

　少し、間をおいて慎重に頷うなずく。だが、心を落ち着けることは叶わない。一種の後ろめたさのようなものはあったが、知られたところで何かがあるわけでもないはずなのに。仮に彼女が、真実を流る布ふしたところで信じる人間などいるはずがない。

「メールを受け取ったのは君一人じゃない、ということさ。ボクも返信した人間だよ」

　俺と同じ、メールに返信した人間？

　こいつは。この明石葵は。元々は、現実の人間だというのか？

　俺の望みが反映された世界になった、というのも信じ難い話だというのに、同じような望みを叶えたなど、どうやって信じればいい。

「そんなこと、到底信じられない」

「とは言ってもね。あのメールは君だけに届いたものじゃないのは確かだ。ボクも自分が選ばれた理由はわからないけど、実際にメールは届いて設定もした」

　言われてみれば、自分だけが選ばれたというのはあまりにも自己中心的な考えだ。ああいった形で送信された以上、他の誰かにも届いている可能性はある。

「ボクは現実の人間で、明石葵にあこがれて、性格と立場と容姿を手に入れた。設定項目にあっただろう？　デフォルト設定では『主人公になる』だけど、特定のキャラクターになることも可能だった。特殊な力、妖魔封印などの能力もある。この現実では役に立たないはずだったんだけどね」

　確かにあの設定項目はかなり多かったはずだ。そこまで記憶にないけど、『あなたが主人公になりますか？』という設定項目には覚えがある。最初の項目だったしな。

「なんでここにきたんだ？　無理に俺に付き合わなくても構わないと思うんだが……」

　そう言った瞬間、明石は少し苦虫を嚙かみ潰したような顔をして、苦笑する。

「シナリオの強制力だよ」

　シナリオの強制力。聞き慣れない単語ではあるが、何となく感じていた代物。登場した理恵や咲、春姉や夏海が時々ゲームと同じ行動をしていたあれか？

「たぶん、君も知ってるだろうけどね。秋あき原はら理恵や神楽咲たちは、ゲームのシナリオと同じ行動をしていただろう？」

　していた。最初の頃は本当にゲームと同じだった。少々現実離れしていても、ゲームと同じように展開するほど、シナリオに忠実だった。最近は、そんなことないけど。

「君は設定項目にある『ストーリーを展開しますか？』の問いに、『はい』と答えたはずだ。ゆえに、ボク、明石葵はシナリオ展開に従って、ここに来る羽目になったわけだ」

「だけど、理恵や咲が『作られた』ということであれば、明石だって『作られる』ものなんじゃないのか？」

「そうだね。その辺あたりはボクも疑問に思う。ただ、元から『いた』のであれば、話は変わるのかもしれない。確証はもちろんないけどね」

　それに、と区切って明石はいまだに信じ切れない俺に向かってさらに語りかける。

「君がメールを返信した日は？」

「確か、今年の五月七日だ」

「ボクは今年一月だ。順番が違っていれば、ボクという『明石葵』がいなければ、彼女も『作られた』のかもしれない」

　順番の違い。それだけの話なのだろうか。

「一応、この説を裏付ける要因かもしれない心当たりはあるんだ」

　明石葵が作られずに、明石葵になった人間が、俺の願いに巻き込まれた、理由。そんなものがわかるものなのか？　俺の戸惑いなど気にもせず、明石はさらに続けた。

「おそらくだけど、あの願いを叶えているシステムは、設定する人間がそれを望まなければ、できる限り現実に影響や矛む盾じゆんを発生させないようにしていると思う」

「そうなのか？」

「妖魔や悪霊の類たぐいが、本当にこの世に出てきていないからさ。あれらは明石葵のシナリオを進める上で、なくてはならない存在だろう？」

　確かに明石葵のシナリオで妖魔、悪霊を始めとする敵がいないと、様々な問題が起こる。妖魔退治をしない限り、彼女が夜にうろついて、主人公と出会うというきっかけもなくなるし、妖魔退治を疑問に思うという展開にも齟そ齬ごが出る。

　明石が出てきてから不安だった一点が払ふつ拭しよくされて、ほっと胸をなで下ろす。

「それに、現実に矛盾を発生させないように様々な人間の記憶や情報、物質を変化させている。君の場合、シナリオを展開させたからゲームの存在が消えたんじゃないか？　ボクの時はシナリオを進める設定をしてないからか、消えてない」

　確かに、様々な矛盾は封じられている。もちろん、矛盾もあるにはあるのだが、致命的なほどではない。実際、ゲームの存在がそのままだったら、理恵や咲は好奇の目に晒さらされることになっただろう。

「あのシステムは、基本的に現実にあるものを使って『シナリオ』を構築するようにしているっていうのがボクの推論だ。もっとも、設定でそうしないことも可能だけどね」

　少しずつ、彼女の話を真剣に聞き始めている自分がいる。そもそもが突飛な話だから、ちょっとでも説得力さえあれば、簡単に信じてしまいそうだ。

「さて、ここから本題だ」

　明石はそう切り出して、

「ボクは、きっと明日から狩りに入る」

　と、さも当然のように言い放った。

　狩り。一介の女子高生が使う単語ではない気がするが、妖魔退治の時に明石がよく使う単語だ。だが、

「待ってくれ。妖魔とか悪霊は、さっきいないって言ったよな？　それに、お前の力は思いっきり現実離れしているはずで……」

　妖魔を狩る時の力などは、非現実的な能力のはず。

「言った。だが、こうも言った。現実にあるものを使って、『シナリオ』を構築するようにしていると。そして、設定でそうしないことも可能だと。ボクは設定で、明石の力を自身に投影した。使う日が来るとは思ってもいなかったけどね」

　明石の狩る対象は、『この世のモノではないモノ』だ。

　今の現実にいる、『この世のモノではないモノ』と言ったら……。

　そこまで考えて、思い至った。急速に、冷や汗が体中に張り付いていく。

「狩りの対象は間違いなく君のヒロインたちだ」

　明石の口から、予想通りの台詞が返ってきた。

「……待って、くれ。彼女たちが何かしたとでも言うのか？」

　無駄とわかってはいるが、食い下がる。

「そこに善か悪かの判断はない、と明石葵なら言うだろうね。明石葵というキャラから見れば、彼女たちは唐突に現れた人間であって人間でない何か、だ」




[image: ]





　そう、彼女の行動に相手の善悪は関係ない。だからこそ、最後の方で妖魔たちの社会に気付き、苦悩するのだ。妖魔といいつつも、あれらは人間よりも強いだけで、一部の連中が人間に害を為しているに過ぎないのだと。

「君も攻略したことがあるならわかるだろう？　それが明石葵というキャラ。ちなみに、ここにいるボクは明石葵と少し違う。本当の明石葵になるのは明日だ。性格も、記憶も、変わるだろうね」

「明日？」

「本当に転校してきた日は、ゲーム上では明日だろう。明日からボクのシナリオが始まる。ボクだって、この姿になって以降、色々とやってきたからね。シナリオの強制力はわかっているつもりだ。だから、完全にゲームのシナリオ下に置かれる前に、なんとか早く転校してきたかったんだけど、一日だけが限界だった」

　そうか。俺が転入の話を聞いた時に覚えた違和感は、転入日だ。それ以外にも明石の言い方には違和感があったが、些さ細さいなことなのか頭の中に霞かすみがかかったようにはっきりとしない。だが、今は明石の話を聞くのを優先するべきだという気がする。違和感の正体を探るのは後回しだ。

「俺はどうすればいい？」

「そこまではわからない。ただ、彼女たちが大事だというのであれば、守りきることだね。シナリオの強制力が切れるまでね……」

　それはエンディング、ゲームの期間が終わるまでということか？　ゲームの期間が過ぎれば、シナリオの強制力が失われ、明石も正気に戻る。その理屈はわからなくはない。

　しかし、あまりにも無茶すぎる。主人公と明石でさえ、身体能力の差が歴然だというのに、俺が相手では話にもならない。

　俺が、途方もない話に俯うつむいて黙ると、明石が口を開く。

「……だから、警告と謝罪だったんだ。ボクとしても、ヒロインたちを狩るなんて真似はしたくないんだ。みんな好きなキャラだからね」

　自身の意思ではない、ゲームのシナリオによる強制力。

　今までは現実が牙きばを向けてきた。

　咲も。夏海も。春姉も。みんなが現実のせいで、体と心に傷を負った。

　だが、今度は幻想が爪を振るってくるというのだ。

「じゃあ、確かに伝えたよ」

　待てと呼び止める間もなく去っていく明石。どこかから聞こえてきた部活動のかけ声が、その場に虚むなしく響き渡る。

　解決するための方策など、何も思いつかなかった。




　家に帰ってきた俺は明石の話を考えていた。

　狩る。

　明石はこの世の異常を是正する家系の人間で、そういったものを調ちよう伏ぶく、封印する力を持っている。悪霊や妖魔などを主に狩るわけだが、心残りのある自じ縛ばく霊れいや特に害を為すわけでもない妖怪なども構わず狩る。霊や妖怪などを異常と決めつけ、この世から消すのを躊ため躇らうことはない。

　ヒロインたちを狩ると明石は言った。下へ手たをすると、彼女たちを中心とした、それぞれのゲーム上での親や友人なども含む可能性もある。現実に出てきたみんなは現実世界で害を為すわけではない。だが、明石は狩るだろう。それが彼女、明石葵の設定だ。

　彼女のシナリオを進行させることができれば、あるいは何とかなる可能性はある。

　彼女は、狩る対象に社会があることに気付くと、今までの考えを改め、シナリオの途中で狩りをやめるからだ。だが、あくまで『途中で狩りをやめる』だけであり、ゲームのシナリオと今の状況を照らし合わせると、それまでに『誰かが狩られる』ということだ。下手をすれば、全員が狩られることも考えられる。

　それでは、なんのために明石のシナリオを進行させたかわからない。第一、明石のシナリオを進行させるためには、彼女と仲良くする必要がある。それは、咲や理恵に対する裏切りや冒ぼう瀆とくではないのか？

　悪い癖だとは思うが、俺はまた思考の迷路にはまっていた。

「こんばんは～」

　そんな折、今の世界になってからもう何度目かの理恵の訪問があった。思えば、何回もこいつに救われていた。今回のことも、と思わなくもないが、事が事だけにさすがに言えるわけもない。

「お前はゲームの設定から生まれたキャラで、退たい魔ま師しに狙われてるんだ」

　なんて言ったところで、頭を心配され、病院に連れて行かれるだけな気がするしな。

「もしかして、また悩んでる？」

　また、とか言われた。

「……よくわかるな」

　明石との話は衝撃的ではあったが、帰りの時に、そこまで感情を表に出してないのに。

「もう十年以上見てきたんだから、そのぐらいわかるよ」

　昔とか年数を引き合いに出されると、心が痛む。彼女には存在している過去でも、俺にある過去じゃない。調子を合わせてると、しているみたいで罪悪感を覚える。

「で、何があったの。きっと、あの転入してきた人のことでしょ？」

　顔を近づけてくる理恵。風呂上がりなのか、石せつ鹼けんの匂いがしてくる。この展開はまた泣き言を漏もらしてしまいそうだ……。でも、正直に言えるわけがない。

「さすがに言えん。あまりにも話が突とつ飛ぴ過ぎるからな。滅茶苦茶、抽象的な話に変換して良いなら話すが……」

「うん、それでもいいよ」

　笑顔で頷く理恵。しかし、体を寄せてくるその動作には警戒心のかけらもない。男だと思われてないのか、単に俺にだったら何をされてもいいと思っているのか。ウェブ人気投票のナンバーワンなだけはある。と、思考がそれた。

　少し頭の中を整理してから説明を始めた。

「ＡとＢって問題がある。Ａの問題を解決するには問題Ｂを解決しないといけないんだが、そのＢを解決していくとＡの問題が進行して、最後には解決不可能になるんだ」

　Ａが明石の狩り。Ｂが明石のシナリオ進行だ。

「確かに抽象的だね……。よくわからないけど、二に律りつ背はい反はんなのはわかったよ」

　そう、二律背反。嫌な選択だった。

「ごめん……。あたしにはさすがにわからない、かな……。どっちも重要なことだったら、選ぶのには時間がかかるし、選ぶ基準なんて……」

　理恵の声が少しずつトーンダウンしていく。悟さとられるような話をしたつもりはないんだが、どうしたんだ？

「あたし、優柔不断だから。どっちか選べって言われたら悩んじゃう」

　その台詞には覚えがあった。そして、記憶を辿った瞬間、背筋が凍る。

「理恵。お前の小父さん小母さん、もしかして離婚……」

　そう言った瞬間、はっとした顔になる理恵。

「武ちゃん、なんでわかったの。あたし、誰にも言ってないよ？」

　お前のシナリオを知ってるから、とは言えない。だから、

「十何年、お前のことを見てると思ってるんだ。そのぐらいの察しは付くよ」

　先ほどの理恵と同じ論理を展開した。納得するかどうかはわからんが、俺の台詞だし、無視はできないだろう。噓も方便、だ。

「さすが、だね。嬉しいよ、武ちゃん……」

　無理な笑顔が痛々しい。ここまで来ると、シナリオが末期なのではないだろうか？

「武ちゃんの想像通り、お父さんとお母さんね。離婚するんだって……。それで、どっちに付いてくるか、決めなさいって。選べるわけ、ないのにね……」

　予想していたとはいえ、それを聞いて一瞬だけ気が遠くなった。前の時も、咲と春姉と夏海の問題が同時に進行したが、今度は明石と理恵だなんて。

「なんで、言わなかったんだよ……」

　一人で、悩んで。ずっと抱えて。そんな中、俺を励はげまして、助けてくれて……。

「武ちゃんが大変だったのに……。言えないよ。そんなこと」

「馬鹿……！」

　そんなこと、なんかじゃないだろう。気を遣いすぎなんだ。

　前まで頻ひん繁ぱんにこちらの部屋に来ていたのも、今思えば離婚騒動から目を逸そらすためだったのだろうか。その時、俺は理恵に頼るばかりで、理恵を思いやってなどいなかった。理恵はもしかしたら心の奥では助けを求めていたのかもしれないのに。何も言わないからシナリオが進行していないだろう、と勝手に考えていた。しかし、そうではなかった。理恵はずっと口に出せなかっただけなのだ。登校中にだって、サインはあったはずだ。気付けなかったなんて、情けない……。

　非常に、困難なことに直面しているように思う……。だが、

「安心しろ、理恵。俺が救ってみせる。だから、気を落とさないでくれ。小父さんと小母さんは少しすれ違ってるだけなんだ。きっかけがあれば、すぐに仲直りしてくれる」

　理恵の肩を摑んで強く言う。

「でも、」

「絶対だ。信じろ。根拠なんて気にするな。俺が救うと言ったら絶対に救う。お前は待ってるだけでいいんだ。お前には何度も助けられてきた。今度は俺が助ける番だ」

「武ちゃん……」

　さすがに過剰に言い過ぎたような気もするが、理恵の両親はただすれ違いが重なっているだけで、誤解をひとつずつ解いていけば復縁できる。シナリオを知ってるからこそ言える台詞だったが、理恵をこれ以上悲しませる選択はしたくなかった。

　あれだけ俺に想いを寄せてくれて、俺に何度も力を貸してくれた理恵を救いたい。俺みたいな情けない男でも、シナリオ通りに進めることぐらいはできる。

「あはは。問題Ｃが出来ちゃったね……」

「問題ＤでもＥでも好きなだけ持ってこい。俺は解決するまで諦めない」

　そうだ、考えても無駄だというのであれば、それしかない。

　明石の問題はどうすれば解決できるのか、足がかりすら摑めない。だけど、決して諦めはしない。気持ちだけはしっかり持て。きっと、結果は後から付いてくる。




　明石が衝撃の告白をして次の日、明石は普通に登校していた。

「おはよう」

　普通に挨拶してみても、無反応だった。明石としては正しい反応。昨日の話からすると、完全に明石となっているのかもしれない。

　ただ、それはそれで妙に納得のいかないところがあるが……。

「明石さん？　ちょっと話したいことがあるんだけど」

「ボクにはない。失せろ」

　あえなく撃沈。もう、これでもかというぐらいに再現度の高い明石だ。まだあれから一日も経ってないのに、昨日言われた通り、明石にさせられてしまったらしい。

　とはいえ、本当のファーストコンタクトはゲームでもこんなもんだ。目的も果たしたのですぐに自分の席に戻る。

　まず、明石と二人で話をするつもりだった。家の掟おきてはどうあれ、明石は害を為さない妖魔や霊を狩るのには心の奥底で疑問を持っている。主人公がそれを指摘することで、明石は動揺して最終的には家に逆らうことになる。

『君は、心の奥底では、その掟を嫌がっているんじゃないのか？』

　これは、かなり重要な問い掛けで、ゲーム中でも二回、問い掛けていた。その時の明石の好感度次第で、一回目も二回目もそこから分岐する。もっとも、バグなのか仕様なのか、一回目は分岐しないんだけど。雑誌では、分岐すると書かれていたものだから、何回もやって確かめる羽目になった。騙された、とわかったのはしばらく後だったが。

　本来であれば中盤、終盤に発生するイベントだが、前倒しにすることで明石の凶行を止められないかという考えがあった。主人公の声が届くほど仲が良くなってこそのイベントではあるのだが、必死に訴えれば届くのではないかという思惑がある。

　現実では様々な要素によってシナリオが前倒しになったし、異様なほどブレたストーリーになった。まともに進行してどうにもならないのであれば、展開を少しでも捻ねじ曲まげてでも、光こう明みようを見いだしてみせる。

　だが、俺がいくら話しかけようと、普通に呼び出しても相手にされないのはさっきの通り、目に見えている。だから、彼女の家のことについて詳細を書いた手紙を下駄箱に入れた。家のことについて話をしたいと。少々、脅しのようなものも入れた。彼女の家のことがばれるのは禁きん忌きという設定だから、明石葵ならば、確実に乗ってくるはずだ。

　その日の放課後、理恵には先に帰ってもらって、俺は呼び出し先の中庭にいた。周りには誰もいない。聞かれたくない話をするにはうってつけの場所だ。そこで俺は、しばらく明石葵が来るのを待った。

　だが、目的の人物はいつまで経っても現れなかった。

　これまでのみんなの現実での行動や、明石のゲーム中での性格を考えた上で呼び出したつもりだった。間違いなく何らかのアプローチをしてくるはず。だが、完全に読み違えたようで当てが外れた。あの手紙で、無視されるなんてあり得ないと思ったのに……。

　そうなると、今、みんなの傍にいないのが逆に仇になってくる。

「焦あせるな……！」

　声に出して、自分に言い聞かせる。

　記憶を呼び覚ませ。

　狩りの条件は対象の周りに人間の目撃者がいないこと。そうなると、もっとも狙われやすいのは誰だ？

　夏海は美化委員だから問題ない。咲も今日は顔出しをすると言っていたから、こちらも問題ないだろう。春姉は先生と怪我や病院についての話があるということだった。

　そうなると俺の身の回りで一番危険なのは……、理恵だ。




　全力で走った。

　携帯が理恵に繋がらない。

　こんなことになるなら、理恵と一緒に帰ればよかったが、そう考えたところで時間が戻るわけでもない。泣き言を吐くぐらいなら雑念を捨てて走れ、と意識を強く持つ。

　家の前に戻ってきたところで、立ち止まる。門の前に理恵がいた。

「理恵！」

「わっ、武ちゃん？」

　俺の大きな声に驚いて身を縮こませる。五体満足のようだ。心の底から安あん堵どする。

「ど～したの？　汗びっしょり」

「走って、来たからな……」

　理恵が心配そうに顔をのぞき込んでくる。

「なんでまたそんなこと……」

「気に、するな……。たまには、全力で、走りたい時も、ある」

「あ、もしかして、さっきの電話、武ちゃんだった？　出られなくて、ごめんね……」

　声を出すのも一苦労なほど呼吸が乱れていたので、頷くことしかできなかった。久しぶりに全力で走ったせいか、ひざも笑っている。だが、安心すると気も緩んできた。

　息を整え、ようやく周りを見渡す余裕が出てくる。理恵は両手に重そうな買い物袋を下げており、その中には様々な料理用の材料が入っていた。

「珍しいな。料理でもするのか？」

「うん。今ね、お父さんとお母さんがいるから、おいしい料理を作って、二人の娘は立派に育ったってことを伝えたいんだ。そうすれば、気が変わるかもしれないと思って」

　そうか。よくよく考えれば、今日は理恵のシナリオの最重要分岐点だ。ここで間違えれば、理恵の両親は離婚し、理恵は転校することになる。

　絶望的な状況下であっても、理恵は諦めてなどいなかった。

　しっかりしろ。もっと周りに気を配れ。進行中のシナリオは明石だけじゃないんだ。

　心の中で叱しつ咤たし、そして思考を切り替える。

　理恵の両親が家にいる。それは会話さえできれば、理恵を救えるということだ。

「久しぶりにお前の家に寄っていくよ。俺も小父さん小母さんと話したいしな」

「武ちゃん……」

　たぶん、理恵は俺の意図をわかっているだろう。すでに頭の中でシナリオは一言一句すべてを記憶から引き出せている。

　理恵は少し、躊ため躇らったようだったが、最後には笑顔を見せてくれた。

「うん、よろしくね」

　さあ、久しぶりの正念場だ。




　俺としては初めて入った理恵の家の中は随分と静かだった。両親がいる、と言っていたはずだが、人の気配がなさ過ぎる。理恵も異常を感じたのか不安げな顔をしていた。

　居間に入ると、二人の大人が椅子に座りながら、テーブルの上に突っ伏すように寝ていた。理恵の両親に間違いないだろうが、今の状況から考えれば、異様な光景だった。

「お父さん？　お母さん？」

　理恵が近づいて二人を揺するが、目覚める気配がまったくない。

　まさか、自殺？

　最悪の想像が頭をよぎる。しかし、どんなシナリオにもそんな展開はない。何か別のことでも介入しない限りは……。

　落ち着いて周りを見渡すが、それらしい道具はない。練れん炭たんはないし、ガスだって漏れていない。硫りゆう化か水すい素そだって発生している気配がない。傍らに睡眠薬も見当たらない。

　だが、二人が微動だにしない様子を見て、俺は狼ろう狽ばいし始めていた。

「お父さん！　お母さん！　目を、開けて！　なんで？　なんで？　噓でしょ？　あたしを驚かそうとしてるんでしょ？　充分、驚いたから！」

　必死になって二人を強く動かそうとする理恵。

　その様を見たからだろうか。少しだけ冷静になる。ここで、俺まで混乱してたら収拾がつかなくなる。冷静になれ。こんなことはありえない。

「だから……はやく、目を……開けて……」

　その場にずるずると座り込む理恵。慌てて駆け寄り、その体を支える。

「気をしっかり持て」

　理恵にそう言った後、理恵の父親の手首を押さえて脈を測る。まだ温かい。だが、その手首は俺が押さえている指に対して何の脈動も与えはしなかった。

　死んでるとしか思えない。

　だが、自殺した気配はない。外傷も見当たらないから、殺されたようにも見えない。

　自殺でも他殺でもなければ、何が考えられる？

　考えろ。

　こんな展開はゲーム中には存在しない。通常であれば、ゲームのシナリオ通りに動く彼らが、ゲーム中に存在しない展開を発生させるには、現実側の介入が必要だ。

　咲に対するイジメは、高橋たちがいなければ存在しなかった。

　春姉の怪我は、プロプレイヤーが来るという行事がなければ発生しなかった。

　夏海がハブにされるには、現実のクラスメイトが必要だった。

　であるならば、可能性は限られてくる。

　ごくごく最近に現れた、俺たちに対して影響を与えうる存在。

　周りに現実の人間がいないという条件も満たしている。

　家の中に侵入したような気配がないが、元々そういうスキルに長けた設定だ。理恵が買い物に行っている間に事を起こしたのだろう。

　自覚しろ。考えたくないことを考えないままにするな。

　明石葵。

　その狩りが始まったのだ。




　泣き崩れ、気力のなくなりそうな理恵をなんとか元気付ける。しかし、両親が死んだとしか思えないような状況で元気を出せというのは無理がある。

　実際に死んではいないはずで、魂たましいを抜かれただけではあるが、そんなことは話せない。

　ゲーム中、明石が狩りをするときに、妖魔の魂を抜き出して封印していた。妖魔は普通に倒すことができない。ゆえに、魂を抜き出し、封印し、消去する儀式をする。封印された魂を消去するには、それなりの時間がかかっていた。まだ、大丈夫なはずだ。

　救急車を呼び、病院まで二人を運んでもらう。俺は救急車の中や病院で、二人は意識がないだけと伝えたが、死を認めることができない可か哀わい想そうな子と思われたかもしれない。

　病院内で蘇そ生せいさせるために、色々とやったようだが、すべて徒労に終わったようだ。

「不思議な状況だね。心拍が停止しているのに、死後硬直が始まらず、体温だけは何な故ぜかある。何かしらの新しい病気かもしれないけど……」

　と、病院で担当してくれた医師は椅子に座って言ってくる。

「信じられないかもしれないですが、生きてるんです。本当に……」

　事情だけは知ってるから、そう言わずにはいられない。

「なんで、そう言い切れるんだい？」

「言えません。ですが、死んでません」

　すべてを話すことなど無理に決まっている。しかし、訴えるしかない。少なくとも、この医師に『死亡』などと判断されたらすべてが終わりだ。状況が変わらなければ、いずれ警察の方へも話が行くだろう。そうなったら、どうなるか予測がつかない。少なくとも数日は拘こう束そくされてしまい、咲たちや春姉や夏海の傍にいられなくなってしまう。この医者先生だけに話を留まらせるのが、今の俺に打つことができる最善手だった。

　今の俺を取り巻くこの状況が自然に打開されるのであれば、警察に行くのも一向に構わない。だが、落ち込んだままで、理恵の両親が生き返るわけでもないし、理恵たちを狩るのを明石は止めてくれはしないだろう。

　医師は、ふぅ、と溜息を一つ吐いて、

「とりあえず、経過観察をさせてもらうことにする。ただ、事情が事情だから、蘇生するなど、あまり期待はしないで欲しい」

　と、なんとか最悪の事態だけは回避できたようだった。心拍が停止しているのに、体温だけは何故かあるというのは、医師たちからすればすがるべき一因だということだった。ただ、いつどうなるかはわからないが……。

　虚うつろな理恵を連れて、家へと帰るが、考えることは山ほどあった。

　頭をフル回転させて、この日を乗り切るための方策を考えていく。

　明石葵はこれからも間違いなく、理恵に照準を合わせてくるはずだ。

　理恵を自宅に連れてくるのはかまわない。春姉と夏海も一般人である俺と一緒にいれば、向こうは手出しができなくなる。だが、そうすると咲の方が危険になる。彼女も含めて、ゲームから登場した咲の家族は間違いなく消されてしまう。

　いまは強引でもなんとかするしかない。巻き込みかねないがどちらにしろ狙われるんだ。ならば、一カ所に固まっていた方がいい。

　咲の小父さんに連絡を取る。泊まらせてもらえるように手配してもらうためだ。咲の家に全員を泊まらせ、そこに俺がいれば最悪、向こうは手出しができなくなる。なんて説明しようかと悩んでいたが、咲の小父さんは二つ返事で了承してくれた。

「あの、何も聞かないんですか？」

　と俺が言うと、小父さんは笑って、

「ははは、水くさい。恩人が困ってるんだ。助けるのは当然のことじゃないか」

　と、あっけらかんと言い切った。細かいことは気にしない咲の小父さんらしかった。娘が助かったからか、ゲーム中と同じような性格になっている。詳しい事情説明を省けるのは凄くありがたい。

　春姉と夏海は、俺の強引な決定に戸惑いながらも従ってくれる。咲と一緒のお泊り会ということで納得してもらった。

　理恵は、俺を信じているのか呆れているのかわからないが、決定には従ってくれた。

「武ちゃんの言うことには、間違いがないもん」

　気丈にもそう言ってくれる。理恵は本当に健気だった。

　そうだ、間違いなどない。間違えさせやしない。

　守るんだ。みんなを……。

　現実にも幻想にも、みんなの未来を侵させてたまるものか。




　咲の家族に歓迎され、みんなにそれぞれ部屋が割り当てられた。

　そして、全員が寝静まった頃、俺は一人で咲の家から出て、庭に立っていた。微かすかな風の音と虫の声しかしない静かな夜が心地よかった。よくよく空を見上げれば、今日は綺麗な満月だ。

　ゲーム上では、夜の散歩中、明石の姿を見つけて好奇心の芽生えた主人公が明石を尾行し、狩りを目撃するという流れだ。

　狩りをする場所はここにしかない。尾行はできないが、ここには必ず現れるはず。そして、しばらく待っていると、ついに目的の姿を捉えた。

「君……。どうしてここに？」

　明石が戸惑い気味に家の門の前に立っていた。肩にはいつもの竹刀袋を下げている。

「姿が見えたから尾行してた、ってのはさすがにおかしいよな」

　少しだけ彼女が動揺しているように見える。もっとも、動揺したところで俺がどうにかできる相手ではないのだが。そもそも、ゲーム中も主人公を見て動揺などしなかった。

「単刀直入に言う。狩りをやめてくれないか？」

「……そういえば、君はボクに手紙を出してたね。何で家のことや狩りのことを知ってるのかは問い正したいところだけど、今はそれは置いておこう」

　余裕の表情だ。目撃者などいつでも消せると思っているのかもしれない。

「そして、はっきり言うと、秋原理恵や神楽咲たちを狩るのをやめることはできない。それがボクの家が代々守ってきたやり方だからだ」

　そんな何気ない彼女の台詞に、心にストンと落ちてくる、違和感。頭の中で鳴る警鐘。だが、まだ言葉で説明できるほど、頭の中で整理できない。

「彼女たちは、この世の異常なんだよ。異常であれば、すべて消す。それが我々の掟だ。後世に禍か根こんを残しては、跡継ぎたちに迷惑にもなる」

　さらに、強くなってくる違和感。もはや、無視などできない。はっきりと、わかる。

　あの問い掛けで、きっと、すべてが判明する。

　ただ、それは藪やぶをつついて、蛇を出すかもしれない。

　それでも。

　恐れるな。

　言葉を、紡つむげ。

　たとえ、すべてが明かされても。

　俺は、彼女たちを守ってみせるから……。

「君は、心の奥底では、その掟を嫌がっているんじゃないのか？」

　明石にとって、鍵と言えるほどの重要な問い掛け。その場に、不思議なほどの沈黙が訪れた。虫の声も、風の音も聞こえない。静止したと錯覚するほどの、静寂な世界。

　そんな世界で、彼女は、明石葵は、はっきりと言った。

「なんだ、それは。さあ、早くここから消え失せろ。仕事はさっさと済ませたい」

　それは、あまりにも単純な拒絶の言葉。

　ゆえに、明確。

　あまりにも、単純な事実が、俺にとって明らかになった瞬間だった。

「……明石。お前のそこでの反応は違う。『なんだ、それは』は、ありえない」

「……何を言っている」

「さっき、俺が言った台詞、『君は、心の奥底では、その掟を嫌がっているんじゃないのか？』はゲーム中、二回言ってるだろう。シナリオ中盤と終盤だ。中盤の時、好感度によって分岐があると雑誌に書いてあったな」

　明石は何を言ってるんだ、と思っているかもしれない。その表情は夜というせいもあって杳ようとして知れない。

「だけど、実際に分岐はないんだよ。やりこんでる人間ならわかる分岐だ。お前は明石の全ルートを通ったことがあるのか？　ないだろう。そうでなきゃ、こんな単純なミスは犯さない。好感度が高かろうと、低かろうと、同じ台詞をお前は言わなきゃいけないはずだった。『世よ迷まい言ごとだ。貴様に何がわかる』と」

　それは実際にはバグなのか仕様なのか、開発者以外誰も知らないだろう。だが、それはこの世界にも反映されていなければ、おかしいはずだった。

「お前が本当にシナリオの強制力に意識を奪われているなら、あの台詞を聞いた時点でそう反応するべきだった。場所や時期が違うからとか些さ細さいなことを言うなよ？　この世界は、設定や性格の再現度は異常なほど高いからな」

　みんなのシナリオがある程度ぶれても、同じように進行していたように。

　外部から干渉を受けなければ、ほぼ似たような展開になるように。

　理恵や咲、春姉や夏海のシナリオに、強制力など働いていない。シナリオ通りに進んでいったように見えた時もあったが、あれは設定から紡がれていっただけなのだ。

「思い返してみれば不自然だった。ゲームの設定は現実から簡単に干渉を受ける。お前だけがそれを超越して強制されているなんて、あまりにも納得のいかない話だ」

　ゲーム通りに、現実が進展するのなら、苦労はしなかった。

「それに、俺は狩りの対象については、お前に一度も言ってない。なのに、なんで今のお前が彼女たちを狩ると俺にバラしたんだ？」

「っ……」

　暗がりの中で、明石が動揺しているのがわかった。

「第一、詰めが甘い。俺と出会ったぐらいで戸惑ってるなんて、明石らしくないんじゃないか？　明石ならこの程度で、沈着冷静なその仮面が剝がれたりはしない」

　俺から見れば、今の明石は矛む盾じゆんだらけだ。

　そもそもにおいて、俺が出した手紙に反応しないことすら異常。

　この明石は、ゲーム中の明石じゃない。俺に接触してきた時の明石だ。

「もう誤ご魔ま化かしはやめよう。目的を話してくれ」

　そう切り出した瞬間、明石はゆっくりと口を開いた。

「……恐れ入ったよ。大した洞察力だ。同じゲームのファンとして尊敬に値する。その通り。ボクの意識は、ゲームの支配下にはない」

　やはり、強制力など働いていなかった。そうなると、別の疑問が浮かび上がってくる。

「なぜ、こんなことを？　もし、こうしないといけないと思っているんだったら、今すぐに手を引いてくれ。あの時のお前は、ヒロインたちを傷つけたくないと言っただろう。俺に警告までしてくれた」

「ああ……。あの言葉を信じてくれたんだ」

　明石は呆れたように声を出す。

「噓なのに」

　その声は、凄まじいほどに俺の脊せき髄ずいを凍えさせた。

「君がどれだけ惨みじめに抵抗できるかを眺めたかっただけだ」

　それは、あまりにも、冷たい一言だった。俺への恨みが直じかにぶつけられる感覚。だが、何故、俺を恨む？　明石になったのは、自分自身の願いのはずだ。

「ヒロインたちを傷つけるってのか？　ファンの風上にも置けないな」

「くだらない。くだらない！　くだらない!!　なんとでも言うがいい。ボクは自分の目的を完遂するだけだ」

「なんでだ!?　そんなことをする理由がどこにある！」

　刹那、明石は狂気じみた怒りの表情で睨みつけてきた。感じるのは、明確な、敵意。

「君が、それを言うのか？」

　心の奥底から響くような声だった。負の思いが詰まった、そんな声。

「ボクの設定は、願いは、明石となって、普通に生活することだった！　家族も、周りのみんなもそのままで！　それがずっと心地好かったのに、ある日を境に一変した！」

　明石は激げき昂こうして、なりふり構わず、俺に言葉を叩きつけてくる。彼女の言葉に、俺は彼女が抱えていた問題を理解した。してしまった。

「君の設定が世界に反映された結果、父も母も変わってしまった！　ゲームの設定通りだったよ、その性格は！　何がなんだかわからなかった。今までやさしくしてくれたお母さんもお父さんも、何もかも変わって、ボクに修行なんておかしなものを課した！　ゲームみたいな修行に笑う暇もなく、そんな日々がただ辛つらかった！　最初、これは願いが叶った代償かと思っていたよ！」

　それは、二つの設定がねじれた結果だった。彼女が明石葵となりたいと思い、俺が彼女らをこの世界に出して欲しいと願った、その歪ゆがみ。

「俺の設定が、お前の世界を……」

「そうだ。ある日、学校で数人が神楽咲がまるで実在するかのように噂うわさしていた。普段はゲームのことを話すようなことをしない連中が、だ。ピンと来た。間違いなく、自分が叶えたのと同じような力で、ボクの設定が上書きされたのだと」

　明石の激情に対して、俺は何も言い返すことができなかった。

「君と話して確信した。間違いなく、君の願いがボクの生活を壊したんだ！」

　俺の設定が、人の生活を破壊した。それは、もはや暴力だ。誰だって、人の人生に対して影響を与えるが、俺はあの世界で、自分の意志で『はい』と言った。考えが至らなかったなど、彼女にとっては言い訳にもならないだろう。

「さあ、そこをどけ。ボクの苦しみを少しでも味わえ。君のヒロインたちをすべて抜け殻にしてやる！　何もできない自身を呪って、苦痛にのたうち回れ！　それがボクの世界を壊したくせに、過剰な幸せを享きよう受じゆしてきた君の贖しよく罪ざいだ！」

　自分の設定がたくさんの現実の人間に迷惑をかけた。現実に被害を受けたと自覚している人間はいない。誰もが気付いてなかっただけで……。事実、明石に迷惑をかけている。思えば、勝手に咲のファンクラブの会員にされた現実の人間もいる。

　あまりにも身勝手。あまりにも稚拙な思考。自分の行ったことに対して、今更ながら恐怖を自覚する。

　現実感がなかったから。

　だから、なんだ。

　夢だと思ったから。

　それが、どうした。

　お前は、あの現実感のある真っ白い空間で、現実感を味わったはずだ。

　それこそが。

　自覚して、自分の願いを叶えたことを、証明している。

　気付くと、明石が神楽家の門を通り抜け、俺の横を通り過ぎ、玄関に向かっていた。

「ま、て……！」

　振り返って制止する。しかし、それは、何のための制止だったのか。

　何も考えたくなくなってくる。それははっきりとした怯おびえ。自分が世界に与えた影響。普通に考えればわかることではないのか。だが、俺はあの時、それを顧みなかった。自分の欲望のために。軽々しい気楽さで、『はい』と言ったのだ。

「武紀くん……」

　その声にはっと振り返る。玄関にいつの間にか寝間着姿の咲が立っていた。

「あ、の……あたしたち……。武ちゃんの声が聞こえたから……」

　咲だけでなかった。理恵も、春姉も、夏海もみんなが固まってそこにいた。まさか、ずっと聞いていたのか？

「手間が省けて助かるよ。すぐに何もなかったことにしてやる。こんな現実に、ゲームのキャラなんてボクだけで充分だ！」

　明石が肩の竹刀袋から木刀を出す。その木刀が光り始め、妖魔退治の時と同じ力が宿っていく。明石が自身で、自身に設定した異能の力。その光る木刀を携え、みんなへとゆっくりと向かっていく。

「武ちゃん……！」

　理恵の怯える声。

　それだけで充分だった。一番、重要なことを思い出すには。

「待ってくれっ！」

　堕ちかけた心に活を入れ、理性を飛び越え、脳から体に無理矢理、命令を下す。

　走れ。

　確かに俺の起こした奇跡は間違っていたのだろう。だけど、すでに彼女たちは決してプログラムで動くキャラなどではない。性格もあって、少しだけど現実の過去もあって、感情もある、一人の人間なんだ。

　みんなの前に立って両腕を広げ、明石の前に立ちはだかる。

「うざったいんだよ！　貴様に彼女たちを守る資格などあるものかっ！」

　木刀一閃。横に凪ないだ木刀に左の脇腹を抉えぐられ、そのとんでもない力で六十キロ近くある俺が横に数メートルは吹っ飛ばされた。

　みんなの悲鳴が聞こえた気がした。

　地面に落ち、数秒遅れて、痛みを自覚してしまう。とんでもなく痛かった。もう動くことなど諦めさせてしまいそうなほどに。しかし、明石がみんなに向けて木刀を振り上げているのが視界の隅に入った時、そんな甘えをすべて頭から吹き飛ばした。

　無ぶ様ざまに起き上がり、無様にみんなの前に這はい出でる。痛いなどと言ってられないのだ。

　振り下ろされた木刀をなんとか左腕で受け止める。嫌な音が脳髄に響いた。間違いなく折れた。骨折したのは初めてだが、はっきりとわかる。

　涙が滲にじみ、膝をつく。声を出すことさえままならない。苦しむことしかできなかった。

「もうやめてっ！　警察呼ぶわよっ！」

「これ以上の乱暴はやめてっ！」

　咲と春姉が前に出る。やめろ、咲、春姉……！

「健けな気げなもんだ。さすがゲームのキャラ。実に主人公に忠実な設定だ」

「何を言っているの？　これ以上、変な世界に引きずり込まないで！」

　理恵が叫ぶ。こんなヒステリックな声は初めて聞いた気がする。

「変な世界？　それこそが君たちの世界だ。ボクたちの話を聞いてたんだろう？　君らは呼び出されたんだよ！　そこの男に！　惚れているという非常に都合の良い形で！」

　ついに。

　俺の願いが白日の下に晒さらされる。

　みんなの戸惑いなど、気にすることもなく、明石はさらに続けた。

「君らに記憶はちゃんとあるか？　何かをやったという記憶はあるかもしれないが、彼が関わらない記憶はすべて曖あい昧まいだろう！　小学生時代の同級生の名前を一人でも言えるか？　文化祭での出来事を正確に覚えているか？　修学旅行で友人と話した内容を一つでも思い出せるのか？　君らは偽りに等しい曖昧な記憶と都合の良い設定を付けられたゲームキャラでしかないんだ！」

　この世界に出てきた上で矛盾は確実に出てきていた。彼女たちは俺と一緒に過ごした記憶はあるが、そのすべてが曖昧なのだ。記憶の中には、単に修学旅行に行った、体育祭をやった、それが楽しかったというタイトルがあるだけだ。

　思い当たる節があったのか、みんながこちらに向き直る。

　事実を知れば、きっとみんなは愛想を尽かすだろう。

「武紀くん……。ずっと疑問に思ってたんだけど、わたしの病気を知ってたのって……」

　咲が遠慮気味に聞いてくる。

　俺が強く否定すれば、彼女たちも信じないかもしれない。

　確かめる手段など、現実には存在しないのだから。

　だけど、もうみんなを騙すようなことをしたくなかった。

　彼女たちから視線を逸らすことなく、うずくまったまま真実を語る。

「……咲のシナリオはそうなってるんだ。ゲームの設定通りに呼び出したから。だから、知ってた。苦しませて、ごめん」

　舞台に降りる沈黙。みんな、突拍子のない話のせいか、戸惑った顔をしていた。

「今、思えば、病気を治した状態で登場させればよかったな。いや、その前に登場させるなって話か……。本当に、ごめん。苦しい思いをさせて……」

　そう、咲は病気に冒された状態で登場させてしまった。病気で苦しんでいることを知っているのに、最低なことこの上なかった。

　咲の表情は暗くて読み取れないが、これで、もう何もかもが終わるだろう。終幕、だ。

「何、言ってるの？　うそ……だよね？」

　理恵が信じられないという表情で聞いてくる。

「だって、あたし、武ちゃんの幼おさな馴な染じみでしょ？　ずっと……一緒にいたじゃない……」

　否定すれば、安心するかもしれない。だけど、今の俺に噓を吐くのはもう無理だった。

「ごめん……。たぶん、俺が起こした奇跡のせいでそうなっただけなんだ……小父さんと小母さんが離婚をすることも復縁できることも、みんな知ってた……」

　親があんな状態になり、自分がよくわからない何かに生み出された存在などと言われれば、我を忘れてもおかしくはない。彼女はこれ以上ないぐらいに放心していた。

　だが、今の俺に彼女を助ける資格も、触れてあげる資格も、きっとない。

「お兄ちゃんは……、お兄ちゃんじゃない、の？」

　夏海が俺をじっと見つめていた。俺の言葉を受け入れまいとしているのか、迷子になったような悲しい顔をしている。

「……ごめん。そう振る舞っていただけなんだよ……」

　真実を語るのが辛い。自業自得とはいえ、心が痛む。

　だけど、こんなことを聞かされた彼女たちの方が、よっぽど辛いはず。甘えることなど許されない。これは、奇跡に対する贖罪なのだから。

「たーくん……。あの……。確かに曖昧な記憶しかないけど、でも……」

　春姉は、何かを言いたそうだったが、ぐっと飲み込む様子が見て取れた。彼女は、こんな場面でも姉として振る舞おうとしているのがわかる。

　そんな健気な対応に、罪悪感が増してくる。

「ごめん……」

　俺は、そんな安い言葉でしか謝罪できなかった。

「でも、信じてくれ。確かに俺の起こした奇跡は不純だったけど、みんなを助ける時、俺は初めて本気になれたんだ。適当なんかじゃなかったから……」

　深く息を吐く。

　俺の役目はまだ終わっていない。

　彼女たちに嫌われようとかまわない。

　悲しい思いをさせてしまったけど、幸せにするって誓いだけは守りたい。この身に代えてでも。

　気力を奮い立たせ、渾身の力で立ち上がり、みんなの前へと進み出る。

「いくらでも痛めつけてかまわない。でも、彼女たちを狩るのはやめてくれ」

　みんなに背を向けて、明石を真っ直ぐに見据えた。
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「あと、理恵の両親の魂を返してあげてくれ」

「………」

「お前の恨みはもっともだが、その恨みは俺だけに向けられるべきだ」

　明石もこちらを真っ直ぐに見ていた。

「なぜ、そこまで必死になれる？」

「彼女たちが、大切だからだ」

「ゲームのキャラだぞ」

「もう違う。設定には忠実かもしれないけど、彼女たちは普通の人間なんだ。ゲーム中に見ない表情もして驚いたし、俺が知らなかった感情もぶつけてきた。確かに最初から恵まれてたのはアンフェアだった。俺への想いが強かったのも卑怯だった」

　みんながこの現実で変わっていった。それは、彼女たちの想いも同様だ。

「だけど、最初の絆きずなが決して永遠だとは思わない。俺が何かおかしなことをすれば、愛想を尽かすだろう。変わらないだろう？　人間と……」

「じゃあ、君は四人も呼び出して、彼女たちの将来にどう責任を取るつもりなんだ！」

「幸せにすると、誓った」

「何が幸せにするだ。主人公の横にいることのできる人間は一人だけだ。他の女の子たちは不幸になるだけじゃないか」

「幸せにしてみせる」

「何を言ってるんだ、そんな夢物語……」

「やってみせる！　たとえ、それがどれだけ荒こう唐とう無む稽けいでも！　彼女たちの幸せのために俺は生きていく。今は答えが見つからないけど、それが責任や償いでもあるし、好きでいてくれている女の子たちへの俺からできるせめてもの御礼だ！」

　痛みに気が遠くなる。だが、溜め込んでいたものをすべてを吐き出すことができて気分的には晴れていた。自分の想いを勝手に吐いて、勝手に気が晴れたなんて、やっぱり俺は最低の主人公だ。ゲーム中の主人公には程遠い。

　一歩、明石に近づき、搾しぼり出だすように声を吐き出す。

「だから頼む。俺にいくらでも恨みをぶつけてくれてかまわない。だけど、彼女たちの将来を奪うのだけはやめてくれ……」

　明石が木刀をゆっくりと振り上げる。その先に、満月が見える。その美しさに、状況を忘れて目を奪われた。

「もう、やめてっ！」

　理恵の悲痛な叫びが辺りに響き渡った。

「もういいよっ！　あたしがゲームキャラだろうとなんだろうと関係ないよ。あたしはあたし自身の意思でここにいる。この気持ちが決められたものだなんて信じないし、関係なんかないっ！　どうでもいいから、これ以上、武ちゃんを傷つけないでっ！」

　俺の前に立って、必死で弁解してくれる理恵。

「あの時……。二度とテニスができないって言われた時、たーくんは本気でわたしを心配してくれた。わたし以上に泣きそうになってくれたあの表情は絶対に忘れない！」

「夏海も、お兄ちゃんがいなかったら、ずっと四し阿あちゃんと喧けん嘩かしたままで、クラスに溶け込めずにいて、きっと登校拒否になってた。それを助けるきっかけをくれたのはお兄ちゃんだもん。だから、『わたし』はお兄ちゃんを信じる！」

　春姉……。夏海……。

　間違いなく愛想をつかされると思ったのに……。彼女たちが俺の前に雄々しく立って、俺を守ってくれている。まだ、彼女たちが俺に対して想いを寄せてくれることが嬉しくて。胸に何かがこみ上げてくる。

「たとえ、わたしの病気がシナリオで決められたものだとしても。武紀くんはわたしを本気で心配してくれた。わたしのために、自分の身を顧みないで、いろんな事を助けてくれた。あれがシナリオ通りだったなんてわたしは信じない」

　咲……。

「わたし、運命なんてもう信じてない！」

　咲のその言葉に、胸が熱くなった。

　守らなくては。彼女たちの将来を。未来を。幸せを。

　俺は、真っ直ぐに明石を見据える。だが、彼女は何故か複雑そうな顔をしていた。

　しばらくしてから、咲へと視線を向けていく。

「神楽咲。一つ聞きたい」

「……どうぞ」

「お前に骨髄移植をした相手は、そこにいる男か？」

「違うわ。血が繋がってないのに、そんなの適合するわけないじゃない。第一、ドナーの登録をできる歳ですらないわ」

　明石が俯うつむく。なんだ、どうしたんだ？

「シナリオがゲーム通りではない……？」

　明石は、そう呟いて俺の方へと向き直る。

「都筑。なぜ、彼女たちのシナリオが、全員すべて進んでいる？　しかも、なぜ、ゲーム通りではない？」

　そんなの厳密にはわからない。だけど、言えることは一つだけだ。

「設定が現実の影響を多分に受けたから、だと思う……」

　それに、設定の不備もあった。咲の骨髄移植については、俺が無知だったから、俺が移植できないという状況になっただけだ。

「それで、彼女たちを、諦めずに救ってこれたのは何故だ」

「彼女たちを幸せにしたかったからだ」

　明石は顔を上げた。何かから目を逸らすように。それは、俺にはなぜだか懺ざん悔げをしているように見えた。しばらくして、明石の口がゆっくりと開いた。

「……ボクは、君がこの現実で、過剰な幸せを享受して過ごしているものと思っていた。あこがれのキャラを出して、何一つ悩むことなく、生きているものだと」

　最初は確かにそうだったかもしれない。だけど、今の俺のコミュニティはたぶん主人公と違う、まったく別のコミュニティだ。

　明石が、再び俺を見据えた。

「ボクの恨みは晴れたわけじゃない。だけど、そこまで強い想いでいられるのなら、ここは退こう。ただし、その誓いを破った時、ボクは容よう赦しやなく、君を全力で否定する」

　木刀を俺の顔に突きつける。

「誓え」

「……上等だ。俺は彼女たちの幸せのために生きていく。未来を必ず守ってみせる」

　だが、それだけじゃ足りない。

　俺が犯した罪はそれだけでは償いきれない。

「明石。お前も、含めてだ……」

　そう。彼女だって、ヒロインなのだから。

　俺のせいで、人生を壊されたことには変わりがない。

　彼女が今の人生を不幸だというのなら、それを幸せにしてやりたかった。

　明石は少し驚いたような表情になったが、

「……大きなお世話だ。自分の問題ぐらい、自分で何とかする。君にできるならボクだって、自分で今の運命を変えてやるさ」

　と、俺の協力を拒こばんでしまった。

「だから、そんな気遣いなんて不要だ」

　最後に見えた明石の表情は、視覚のぼやけた目が見せた幻覚だったのかもしれないが、とてもやさしい思いやりに溢れた微笑だった。

　こうして、長い夜は終わりを告げ、抑えていた痛みはついに臨界を突破し、それと同時に俺の意識は急速に落ちていった。




　目覚めた時、みんなが笑顔で迎えてくれた。周りを見渡すと、白い病室の中でベッドの上だとすぐに気付いた。あれから、数時間が過ぎて、すでに正午となっていた。

　今思えば、木刀の一撃を二発食らっただけだからな。尋じん常じようではない一撃だったが、トラックにはねられたわけでもない。骨は、あばらと左腕がぽっきりと綺麗に折れていたが、それ以外は正常そのものだった。明石がその気になれば、俺の魂は体から切り離されて、消されていたのかもしれないが、苦しませることが目的だったみたいだからな。

「よかった……たーくん……。お姉ちゃん、もう二度と目覚めないんじゃないかって」

　いや、春姉、それ大げさだから、と軽口で返そうかと思ったが、目に溜まる大量の涙を見てなんとか思い留まった。

「本当に心配したんだよー。武紀くん、死んだように眠ってるんだもん」

「武ちゃんはいっつも無茶するんだから……」

「ゆっくり休んでていーよ、お兄ちゃん」

　咲、理恵、夏海。みんなが思い思いの言葉をぶつけてくる。

　彼女たち自身だって、自分たちの正体をバラされて心中穏やかではないかもしれないのに。それよりも、俺を心配してくれているようで、それがすごく嬉しかった。

　ふと、周りを見渡すが、さすがに明石はいない。

「なあ、明石はどこに行ったんだ？」

「わかんない……。救急車を呼んで、入院先を手続きしてくれたら、あとはお金を残して、どこか行っちゃった」

　理恵が丁寧にあの後の状況を教えてくれる。

　ここは、どうも咲や春姉が入院していた病院らしい。ということは、ここでは今も理恵の両親が眠って……。

「そうだ。理恵の両親！」

「えへへ。さっきね、病室に行ってきたら、普通に起きてたんだ。生きてたんだよ」

　明石が元に戻してくれたのだろう。死んだと思っていた両親が生きてたと知って、理恵はこれでもかというほど嬉しそうだった。

「それでお父さんたち、起きてすぐにあたしも襲われてないかって医者に摑みかかったらしくてね。その時の剣幕でお互いがすれ違ってただけだって気付いたみたいで離婚はなしになるって。お医者さんに痴ち話わ喧嘩に巻き込まないで欲しい、って怒られちゃった」

　久しぶりに見た気がする理恵の満面の笑顔。その目には涙が見えたが、嬉し涙だろう。

　理恵を大事に思っているのは、どっちも変わりないからな。誤解さえ解ければ、すぐに復縁できるのはゲームの通りだ。

　それにしても、良かった。何もかもが上う手まくいって、元通りになったみたいだ。

　そう漏らしたら、春姉に怒られた。

「たーくんが治るまでは、元通りじゃないわよっ」

「まあまあ……。春さん、穏便に……」

　それを咲が窘たしなめる。それは、非常に不思議な光景だ。ゲーム中に、どこにもない自分だけの世界。

「えへへー、お兄ちゃーん。右腕とっぴー」

　我関せずと右腕を握ってくる夏海。

　みんなが幸せそうだった。

　それだけで、この傷が誇らしく思えてくる。

　守れたんだ。

　俺は。

　みんなを。

　少しだけ興奮してくる。

　今の想いをそのままぶちまけたい。

　こんなの俺のキャラじゃないけど。

　それでも、この達成感のような込み上げてくる気持ちは抑えることができなかった。

　だから、叫んだ。

　窓の外に向かって。

　込み上げてきたすべてを声に変えて。

「みんな、大好きだ――――――!!!」

　もちろん、すぐに看護師さんが飛んできて、しこたま叱しかられた。







　トゥルーエンド、それから……







　明あか石しとの一件が終了してからというもの、俺はというと全治一カ月、入院一週間ということになった。じっとしている分には痛みもなく、みんなが学校に行っている間は暇をもてあましていた。

　でも、みんながお見舞いに来ると、同室の人たちに迷惑じゃないかと思われるぐらいに賑にぎやかだ。

「高たか橋はしさんが心配してたよー。今日だけで、同じこと三回も聞かれちゃった。想われてるね♪」

　そんなことを楽しそうに報告する咲さき。いったいどういうことなのかさっぱりわからない。高橋が何で、俺を？

「またまた。冗談はやめてくれ」

「……………………」

　不機嫌そうに理り恵えが沈黙している。ジト目のプチ嫉しつ妬と状態だ。え？　理恵がそんな状態ってことは、もしかして、本気で高橋のやつにやきもち焼いてるとかそういうこと？

「待て、理恵。それはない。ありえない」

「別にあたしは、なんとも思ってませんっ！」

「いや、思ってるだろ。その顔。でも、ない。その展開はない」

　突とつ飛ぴ過ぎる展開だ。ゲームじゃあるまいし、ありえない。

「武たけ紀のりくんは、実際の高橋さんを見てないからなぁ」

　いやまぁ、正直に言うと、高橋は照れたりすると可愛いとか、思ったことあるけど。

「モテモテね、たーくん。お姉ちゃんが入る隙間がなくなっちゃうな」

　いや、春はる姉ねえ。そんなことを言われても。

「お兄ちゃん、ハーレムだね」

　夏なつ海みがさらっととんでもないことを言う。意味わかって言ってんのか。……わかってるんだろうなぁ。

「明石さんも、気にしてたよ。授業中とか、武紀くんの席を何度もチラチラ見てたし」

　ちょいとそこの咲さん。そんな観察してないで、授業に集中してくれ。うちの高校でもトップなのは認めるが。

「へぇ……。あれだけの目に遭わされたのに、明石さんにもやさしくするんだ」

　理恵が底冷えするような冷たい台せり詞ふを言ってくる。いや、待て待て。おかしいだろ。

「なんで、もうやさしくすることになってるんだ。あれ以来、明石に会ってないのに」

「武ちゃん、絶対にあの子にやさしくするに決まってるもん」

　断定された。そんなに俺は節操なしに見えるのか？　本当の主人公は硬派だと思ったが、この世界での主人公である俺は、もうまったく別の人間になってしまったっぽい。

「お兄ちゃん、やさしいからね」

「うん、たーくんだったらやさしくするわね。お姉ちゃんが保証しちゃう」

「夏海に春姉まで……」

「明石さんも、きっといろいろ辛つらかったんだよ。だから、武紀くんがやさしくしてあげなきゃダメだよ？」

　咲には促された。なんなんだ、この都合のいい典型的なハーレム展開は。大したことしてないぞ、俺。

　そんな風に過ごしていると、いつのまにか晩ご飯の時間になっていた。病院食は質素で、春姉の料理に比べるとどうしても見劣りするのだが、それを言ってもしょうがない。

「はい。お兄ちゃん、あーん」

「いや、俺、利き腕使えるんだけど……」

　夏海が箸はしでおかずを摘つまんで俺の口に近づけてくる。とりあえず、俺の話など聞いちゃいない。仕方なく、口を開けておかずを待つ。

「はいっ♪」

　夏海に食べさせてもらったシャケの切り身は非常に甘い味がした、ような気がした。食べさせたことに満足したのか、夏海は箸を今度は春姉に渡した、っておい！

「ほら、たーくん。あーん、して♪」

「いや、使えないの左腕で、右腕は正常……」

　春姉は華麗にスルー。今度はサラダが迫ってくる。観念して口を開けると、丁寧に口に詰め込んでくれる。

「おいしい？」

　病院食なんだけどなぁ……。しかも、サラダだし。

「春姉が、食べさせてくれるから美味しいよ」

　とはいえ、こう答えざるをえない。そもそも、状況が状況だけに元の味なんかさっぱりわからん。冷静になれというほうが無理だ。

　で、箸は俺の手元に戻ることなく、今度は、

「はい、理恵ちゃん。よろしくね」

「えっ、いいんですか？」

　理恵があまりにも意外そうな顔をする。

「もちろん。ね、たーくん？」

　そんなふうに言われて、断ることができる男がいたら、ぶん殴っていいと思う。もう好きにしてくれ。

「じゃ、じゃあ……」

　ご飯を箸で摘んで、おっかなびっくり俺の口に近づけてくる。理恵は、春姉や夏海ほど慣れていないので、恥ずかしがって顔が耳まで真っ赤だ。目をつぶってどうする。危険な動物か、俺は。

　プルプルと震える危なっかしい箸に食いつく。

「ふー……」

「そんな緊張するなよ。俺のほうが冷静になっちまったぞ」

「だ、だだだだだって……」

　言語機能が壊れた。うぶなやつである。

「じゃあ、次はわたしの番、だよね？」

「おう。もうドンと来い」

　咲がコップを持って、水を口に入れる。気合いを入れる儀式かなんかか？　咲は理恵から箸を受け取らず、そのまま唇をこちらの唇に近づけてきて、目をつぶってって！

「きゃあっ、神楽さん、だめっ」

　後ろから肩を摑まれて、咲が静止する。あと、数瞬遅かったら、接触してたな……。

「あー、飲んじゃったー」

「な、何する気だったのっ」

「えへへ。く・ち・う・つ・し♪」

　いたずらっ子のようにそんなとんでもないことを口走る。

「だってー。結局、わたし、キスしてもらってないんだもん。手術前に約束してくれたのに。シクシク」

　あからさまな泣き真似をする咲。擬音まで喋ってどうする。

「へえぇええぇぇぇ～～～～。武ちゃんってば、そんな約束、してたんだあぁぁ～～」

　久しぶりの理恵、疑心モード発動。何もこんなところでそんなふうにならなくてもいいじゃないか？　俺の数時間前までの平穏はどこに消えてしまったのだろうか？

「さ～て～、じっくりと～、話を聞かせてもらいましょ～か～」

　前も聞いたぞ、こんな台詞。正直に話したほうがいいのか？

「はい、お兄ちゃん、あーん♪」

　サイクルしたと思ったらしい夏海が、再びおかずを俺に向けてくる。春姉は嬉しそうな顔をして見守っている。

　収拾付くのか、これ？




　結局、一時間後の面会時間終了まで俺は言い訳しつつ、女の子四人に食べさせてもらうという天国と地獄を同時に味わうことになった。天国の素晴らしさを知るには一度地獄を知らなければならないという。

　……もう少し振れ幅が少ない天国と地獄がいいなぁ。

　消灯時間まで若干暇なので、病院内をうろついていた。休憩スペースから空が見える。柄でもないが、空を見上げて、数少ない星を見ていた。本当になんとなくだ。

「元気そうだな」

　さっきまで誰もいなかったのに、そこにはいつの間にか、人がいた。

「明石……。なんで、ここに」

「……ボクがつけた傷だからな。気にはなるさ」

　そう言って何をするでもなく、彼女はずっと俺を見ていた。

「な、なんだ？」

「いや、随分とひ弱だな、と思ってね」

「お前と比べたら、誰だってひ弱だろ……」

　内心ショックを受けつつ、言い返す。むなしくなっただけだったが。

「そういう意味じゃない。ゲームの主人公に比べて、という意味さ。君は身体的な特徴とかを受け入れなかったのか」

「今までの自分を否定したくなかったんだよ。つっても、結構後悔はしてたけど」

「ふふ、どんなことがあったか、手に取るようにわかるね」

　お、笑った。さっきの咲たちの話を思い出して、少しその綺麗な微笑に心を奪われそうになる。つい先日までの誰をも寄せ付けない近寄りがたい雰囲気はなくなっていた。あれだけ、俺を恨んでいたのに、この変わり様はどうしたというのだろうか？

　だが、ほどなくして、穏やかだった彼女の表情に影が射した。

「ボクはダメだった。自分の元の性格が嫌で嫌で仕方がなかった。だから、あのメールに返信して、あこがれたキャラを投影することで逃げたんだ。そして、そこでもままならなかった現実に絶望して、君に恨みをぶつけてしまった。はは、情けないな……」

　自分を卑ひ下げする明石。

　だけど、自分が嫌だったのは俺も同じだ。

「お前だけじゃない。俺だって、現状に不満があって願いを叶えたんだ。現実は、無慈悲で、非情で、残酷で……。選ばれた人間だけが、楽しむことができて、俺は逆の方に選ばれたんだと思ってた。でも、彼女らと過ごしてきて、そうじゃないんだってわかった。今思えば、あの時の俺は、とんだ甘ったれだったよ」

　明石は黙って、俺の話に耳を傾けている。

「そして、叶ってしまった願いはもう変えようがないってわかった。なら、今を生きる努力をしたほうがいい。迷惑をかけておいてなんだけど、この世界を受け入れて自分のしでかしたことを自覚して生きるのが、今の俺にできることかな、って気がしてる」

「……君は、強いな」

「最初から強かったわけじゃない。最初の俺は、それこそ最低だった。たぶん、今もそれは変わってない。でも、少しだけ、本当に少しだけだけど、強くなれた気はしてる」

「……そうか」

　短い一言。だが、明石は吹っ切れたように、覚悟を決めた凜々しい顔になっていた。

「言い忘れたことがあった。というか、今日は、それを伝えに来たんだ」

「なんかあるのか？」

　そう尋たずねると、明石は少しだけ嬉しそうにその内容を語り出す。

「名前、だよ」

「名前？」

「ああ、実を言うとボクは名前まで設定で変えてないんだ。さすがに名前まで変えると似ているのが偶然で通らない気もしたしね」

　そういえば、ゲームディスクが消えていないって言ってたな。確かにゲームディスクがある状態で明石葵がそのままいたら、あまりにも不審に映りそうだ。

「でも、学校じゃ明石で通ってただろ」

「君の願いで名前まで変わってたんだよ。それが、ついさっき元に戻った。それだけじゃない。両親たちも元に戻った。さっき、電話がかかってきて、それでわかったんだ」

　それは、明らかに朗報だった。明石はどことなく、嬉しそうだ。俺に対する恨みもそれで消えたのかもしれない。なんにせよ、こちらとしても非常に喜ばしい話だった。

「そうか、よかった。すまなかったな、こっちの設定に巻き込んで」

「いや、もういいさ。なんとなくだが、願いの代償だったような気がしてる。君が苦しんだように。もっとも、ボクの誓いは宙ぶらりんになってしまったけどね」

　それを聞いた時、つっかえていた何かがポトリと落ちた気がした。気が楽になったような、肩の重荷が取れた感じだ。

　ただ、何か別のことで頭の中で警鐘が鳴った。明石の周囲がすべて元に戻って、何も不安がることはないはずなのに。

　今日は、何の日か、確認しようと思ったところで

「学校に復帰した時に、ボクを明石なんて呼ぶと困ったことになる」

　明石の喜びを押し殺したような雰囲気に当てられ、何も聞けなくなってしまった。

　結局、俺は考えることを放棄して、せっかくの会話を続けることにした。

「本当の名前はなんていうんだ？」

「伊い藤とうゆうき。ひらがなで、ゆうきだ」

「いい名前じゃん」

　だが、この名前だと判別が付かないのだが……。

「……あのさ、実は元の性別が男だったりとか？」

　冗談めかして聞いてみた。あの時の設定で、キャラクターになりきることができるのであれば、性転換ぐらいは可能な気がする。それを聞いたゆうきは、少し意地が悪そうな表情を浮かべた。

「どっちだと思う？　当ててみなよ」

「……やめとく」

「ふふ、賢明かもね」

　変な謎なぞが残ってしまった。

　それ以降、彼女は喋らなかった。

　最後に、

「ボクも、きっと、変わっていく」

　そう言い残して、俺が瞬きした間に、その場から消えていた。こんなところで、そんな明石のスキル使わなくても……。

　このときになって、ようやく咲の言った悪い人ではない、というのを俺は実感できた気がした。




　経過は順調らしい。みんなもお見舞いに来てくれるからそこまで、退屈には感じなかった。いつもと同じように迷惑なぐらいに馬鹿騒ぎだ。

　今まで気付けなかったけど、友達や家族というのは何物にも代え難かった。

　なごやかで。

　おだやかで。

　やさしくて。

　そんな日々がいつまでも続くのだと思っていた。

　だが。

　あの時、ゆうきの言った台詞を深く考えることを放棄したが。

　終わりはすでに始まっていた。

　あまりにも唐突に。

　それは始まった。




「お兄ちゃん」

　夏海？　あれ、俺は寝ていたと思ったんだが。

「どうしたんだ」

　なにがなんだかわからないが、目の前に夏海がいるのは確かだ。

「えっへへー。お兄ちゃん、独り占め♪」

　腕にまとわり付いてくる。いつにも増して甘えんぼうだった。体中にベタベタくっついてくる。ちょっとむず痒がゆかった。

「お兄ちゃん。抱っこして♪　今度の機会、は、今なんだよ」

「……そういえば、そんな約束してたな」

　すっかり忘れていた。だが、夏海は俺のそんな台詞に気を悪くするでもなく、だっこーだっこーと連呼してくる。いつも通りの可愛さがそこにあった。

　膝と背中にそれぞれ手を回して、力を入れて抱え上げる。さすがにその身体は軽かった。俺の腕の中で可愛く縮こまる夏海。この温もりを大切にするかのように……。

　不意に、穏やかだった夏海の顔が、寂しそうになっていく。また、俺は夏海を寂しがらせることでもしたか？　そんなふうに不安に思っていた。

　そして夏海は、

「お別れを言いに来たの」

　と、静かに告げた。

　お別れ。

　何を言ってるんだ、夏海。もう、何もかも解決したじゃないか。なぜ別れる必要がある。なんでそんなことを言ってくるんだ？

「もう、ここにはいられないんだ」

「なんで……なんでだ？」

「うーん、わかんない。なんとなく、かな？　自分が消えるのがわかっちゃうんだ」

　俺の目の前に、唐突に四し阿あちゃんと三み宅やけくんが現れる。

「お兄さん、お世話になりました。ご迷惑をおかけしましたね」

「先輩。楽しかったっすよ。オレ、忘れませんから」

　彼らもお別れのような台詞を言ってくる。はっきりとした輪郭を伴っていた彼らの身体が徐々に曖あい昧まいになっていく。そして、溶けるように消えていった。

　腕の中で夏海が、涙と無邪気な笑顔を浮かべていた。

「お兄ちゃん……。現実って、辛いこともいっぱいあった。でも、すごく面白かったよ。きっと、お兄ちゃんがいたから……」

「ま、待て。お別れなんて噓うそだろ？」

「だから……ありがとう。できることなら、ずっと一緒にいたかったんだよ……」

　そして、夏海が腕の中から消えていった。俺の腕に温もりを残して……。

　これは夢だ。

　悪夢に違いない。

　目が覚めれば、きっと夏海はそばにいる。




　そして、目が、覚めた。そこは、もちろん、病院のベッドの上だ。

　目覚めは最悪だった。身体が気だるく感じる。折れた左腕も高い熱を持っていた。風邪かと思うような身体のだるさ。時間を確認すると午前五時で起床する一時間前だった。いつもだったら二度寝をしてしまうが、そんな気分に到底なれなかった。

　腕には奇妙な現実感のある温もりが残っている。

　夏海が消える夢。それが、悪夢以外の何だというんだ。

　だが、夢と一笑に付すことができない。嫌な予感が頭にこびり付いて離れない。

　何か、重要なことを忘れているような、いや、考えないようにしていた。そんな感覚が針のように心に突き刺さって、抜けてくれない。

　壁に貼ってあるカレンダーが目に入る。

　日付を確認。

　昨日は、ゲーム上での夏海シナリオが終了する日、だ―。




　病院内の公衆電話から家に電話をかける。指は震え、番号のプッシュがずれそうだった。ただの胸騒ぎであってくれ……！

『はい。都つ筑づきです』

　受話器口から少し眠そうな春姉の声が聞こえてくる。

「……おはよう。春姉」

『あら、たーくん。おはよう。珍しいわね、こんな時間に。どうしたの？』

「ごめん、春姉。夏海を出してくれないかな？　寝てるかもしれないけど」

　出てくれれば、単に俺の取り越し苦労で終わる。だが……、

『なつみ……？　誰のこと？』

　不安は的中した。

　いくら、春姉が寝ね惚ぼけていたとしても、夏海を忘れるなんてありえない。

「ご、ごめん！　俺、ちょっと寝惚けてた！　忘れて！」

『えっ？　ちょっと、たーく』

　乱暴に受話器を叩きつけるように置く。

　夏海が、消えた。

　何の前触れもなく。

　完全に。

　痕こん跡せきもなく。

　なぜ、か。

　考えても答えは一つしか考えられない。

　俺の設定に不備があったとしか。

　思い出せ。シナリオに関する設定を……。

　確か、『シナリオに関する設定をしてください』っていうのがあったはず。

　あれで設定した内容は確か……、ゲーム準拠。

　戦せん慄りつした。

　ゲームの世界は、五月のゴールデンウィーク明けから六月下旬まで。六月下旬には彼女たちのシナリオが終わってエンディングとなる。

　期間。

　間違いなくこれが原因だ。俺は永遠なんていう設定をつけた覚えがない。

　まさか。こんなことになるなんて……。

　俺はこの現実が続くものだと思っていた。

　そんな期間設定まで再現されるなんて思ってもみなかった。

　だが、今思えば、明石の名前が元に戻ったのはその兆候だ。あの日は明石のシナリオが終わる日じゃないか。あの時、俺は明石の話について考えることを放棄した。いや、きっと、俺は考えて出てしまう結論から目を背けてしまったのかもしれない。

　みんなを幸せにすると誓ったのに。

　存在自体を消してしまった。

　夏海が袖を摑んできた時の感覚や、腰に抱きついてきた時の温もりは今でも思い出せるのに。

　心が大きな喪失感に支配されていく。

　しかし、これで終わりではない。

　夏海のシナリオ終了日である次の日、つまり今日、春姉のシナリオが終わる。

　続いて、咲と理恵のシナリオが終わる。

　あまりにも絶対的な法則に、絶望しそうになる。

　止めなくては。

　だが、どうすればいい？

　これは、自分が設定した世界の結果。

　それを覆す手段など、思いつかない。

　それでも。

　俺は動くしかなかった。

　病院が開くのを待って、まだ完治もしてない体に鞭むち打って、病院を出た。幸い、忙しそうにしていた医者や看護師は俺に気付かず、何の問題もなく抜け出すことができた。寝巻き姿なのが、周りの目を引くが、構ってなどいられない。

　一歩足を前に出すたびに、骨折した箇所に響いて痛む。だけど、それ以上にみんなが消えてしまうという恐怖が勝った。

　力の限り、走った。骨折したのが足じゃなかったのは、不幸中の幸いだ。

　なんとか、自宅に到着する。

　すでに登校時間のため、春姉はいなかった。ある意味、好都合だ。

　あのメールが届いてくれれば、きっとなんとかなる。

　あれが届いた理由などわからない。いつの間にか受信トレイに入っていた代物を手に入れる術すべなど、何をどう考えてもわかるわけがない。

　だが、もう願うしかない。祈るしかない。

　俺に残された手段は、もう、あの時と同じ状況にする。それしかないのだから！

「頼むよ……。出てきてくれ……」

　パソコンを立ち上げて、メーラーを起動し、送受信ボタンを連打する。だが、新着メールは届かない。いくら押しても、表示されるテキストは『要求されたタスクは完了しました』だ。

「届いてくれ！　もう俺の幸せなんか全部くれてやる！　罰を受けろと言うならいくらでも受ける！　消したくないんだ！　失いたくないんだ！　虫のいい願いだなんてわかってる！　だけど、だけど！　俺に、みんなを助けるための力をくれ！」

　叫んだ。

『要求されたタスクは完了しました』

　絞り出すように。

『要求されたタスクは完了しました』

　奇跡にすがった。

『要求されたタスクは完了しました』

　しかし、物理的な法則に支配されたこの現実で、再び、奇跡が起こりはしない。




　俺はしばらくして、自宅でうな垂れているのを見つかり、病院へと戻された。医師や看護師に怒鳴られるほど叱られたが、もう何も頭に入ってこなかった。

　病室に戻っても、考える気力が湧き上がって来ない。無力さに打ちひしがれている場合か。動け。どこに？　どこでもいい。あてもなく？　どうにかしろ。どうやって？　答えなど出はしない。奇跡に立ち向かう力など、俺の手にありはしないのだ。

　夏海を失った時のように、何もできずにいろと言うのか。

　春姉や咲、理恵を何もしないで見送れと言うのか。

　人間としてのアイデンティティを持ち始めた彼女らの死を看み取とれと言うのか。

　現実は非情だった。

　幻想も非情だった。

　奇跡ですら、非情だ。

　それでも、俺は奇跡にすがるしかなかった。

　そして、いつの間にか、結構な時間が経っていた。解決策など、何一つ、糸口さえ摑めていないのに。

　普段と同じように、着替えを持って、病室へと見舞いに来てくれた春姉にやさしく声をかけられる。

「どうしたの、たーくん。元気ないぞ」

　ベッドの近くに座り、俺の手をそっと握ってくる。

「何があったのか、わたしにはわからないけど、たーくんが悲しそうにしてると、お姉ちゃんも悲しくなるよ」

「ごめん……。ごめん……」

　もうすぐ消えてしまう。

　こんなに確かな実感があるというのに。

　この何物にも代え難い温もりが消えてしまう。

　その事実に。だけど、普段と変わらない春姉に。涙が出そうだった。

「幸せにすると誓ったのに……。まだ、俺は何もしてなかったのに……」

　夏海は消えてしまった。

　春姉も消えてしまう。

　たった、一カ月程度の付き合いだったのに、なんでこんなに悲しいんだろう。

　責任を果たせないからか？

　彼女たちを好きになったからか？

　ゲームをやってた時から、感情移入してたからか？

　そのどれでも関係ない。

　消えて欲しくなかった。

　今にもこの温もりが消えてしまいそうで。

　春姉の手を強く握り返して、温もりを求めた。

「たーくん……」

　春姉が、今度は俺の頭をやさしく抱きかかえてくる。

「たーくんは寂しがり屋さんだね。子供の頃からそうだったよね、ってたーくんの記憶だと違うんだっけ」

「ごめん……」

「気にしなくていいよ。でも、たーくんはずっと寂しがり屋さんだった。違うかな？」

「うん。たぶん、そうだ。きっと、ずっと寂しかった……」

　両親が死んでから、ずっと人との繋がり方を知らずに生きてきた。親戚の人たちに対しても、友達に対しても、深い部分まで付き合うことはしなかった。

「わたしの中にいる昔のたーくんと、今のたーくんはそんなに違わないよ。だから、もし。今のたーくんと子供の時からやり直しても、きっと今の記憶と変わらない」

「春姉……」

「今のたーくん、好きだよ。大好き。弟としても、男の子としても。わたしのためにしてくれたこと、絶対に忘れない。わたしの、本当に大事な人」

　それがまるで、別れの台詞みたいに聞こえてしまって。俺は取り乱しそうだった。

「消えないでくれ、春姉……」

「ごめんね、たーくん。お姉ちゃん、ずっと一緒にいたかったのに。もっとずっと甘えさせてあげたかったのに……」

「やめてくれ、お別れみたいなことを言わないでくれ」

「これからどこにいくのかわからないけど、ずっとたーくんの幸せを願ってるから」

「春姉、春姉……！」

「さよなら……、たーくん……。わたし、この世界で生きることができて幸せだったよ。わたしは後悔なく生きることができた。だから、たーくんも後悔なんかしないで……」

「春姉っ！」

　見上げた時、春姉はもういなかった。

　俺の身体に、すでにいない春姉の温もりが残っているのが、悲しくて。

　周りの目をはばかることなく、俺は嗚お咽えつしていた。




　もう家には誰もいない。春姉も夏海も、二日でいなくなってしまった。

　耐えられない。ここからさらに、理恵と咲を送り出さないといけないっていうのか？

　俺は、彼女たちと一緒に歩きたいだけだった。

　そして、幸せにすると、誓ったんだ……。

　気付けば、俺は見知らぬ場所にいた。

　夏海の時と、同じような、空間。

　そこには夏海の時と同じように。

　理恵と咲が並ぶように立っていた。

「理恵、咲……」

「お別れだね、武ちゃん」

「もう会うことはないと思うけど、元気でね。武紀くん」

　終わりなのか？

　こんなあっけなく？

　こんな、寒々しい場所で。

　二人と別れなくてはいけないのか？

「待ってくれ。俺はまだ誰も幸せにしてない。みんなを幸せにするって誓ったんだ」

　ひどくみっともない。自分の姿は見えないが、さぞ、情けない姿なのではないだろうか。奇跡にすがり、繋がりにすがり、女の子にすがり……。自分では何もできない。さらに言えば、こんな事態を引き起こしたのは俺自身なのだ。

　咲が言う。

「うん、だから……」

　理恵が繋げる。

「選べるのは、一人だけ……」

　頭が、痛い。

　咲と理恵の声が同時に聞こえてくる。

「主人公とヒロインの絆は永遠」

「これがわたしたちのゲームのテーマ」

「傍かたわらに立てるのは一人しかいない」

「だから、選んで……。あなた自身が……」

　二人が徐々に近づいてくる。

　選んでもらうために。

　だが、彼女らがこちらに向かってくるというのに。

　近づけない。

　手を伸ばしても、届かない。

　走っても近づくことができない。

　俺がためらっている間に。

　二人の輪郭が徐々に曖昧になっていく。

　早く近くまで行かないと。

　でも、行ってどうする？

　一人を選んで。

　一人を消す。

　俺がやることは、そういうことなんじゃないのか？

　そして、

　彼女たちは忽こつ然ぜんと泡のように消えていった。

「行くな―――――――――――――――っ！」

　自分の叫び声で目が覚めた。周りの患者さんがなんだなんだと起き始めたが、それを気にする余裕もない。

　咲と理恵が消える、夢。

　急いでカレンダーの日付を見る。今日は、咲と理恵のシナリオが終了する当日だった。

　まだ消えてないであろう事を確認できて、ほっと胸を撫なで下おろす。

　だが、今日の夕方がタイムリミットだ。安心してる場合じゃない。

　あれが正まさ夢ゆめにならないとも限らない。

　夢の内容を思い出す。

　一人を選ぶ。

　残れるのは、どちらか一人だけ。

　それは、好きなほうを選べ、と言われたようなものだった。

　咲。

　理恵。

　俺は、どっちが、好きなんだ？

　先送りにしてきた自問が、ここに来て再び頭の中で繰り返される。




　そして、咲と理恵の消える、今日が始まった。

　足あ掻がくのもいい。だけど、春姉の言うとおり、後悔だけはしたくなかった。

　せっかくの、最後の、休日だ。

　医者に無理を言って、外出許可を希望した。以前、勝手に抜け出したので渋られるかと思ったが、意外と許可はあっさり出た。もしかしたら、拒否したら勝手に抜け出されると思ったのかもしれない。ある意味、あの行動が功を奏したのか？　同行人が必要という条件は付けられたが、元々一緒にいるつもりだったしな。

　無理を言って、二人に迎えに来てもらった。

　しばらくして、二人が連れ立って現れる。輪郭がはっきりと見える。それだけで、安心した自分がいた。二人ともゲームで見たデートの時の私服なのが、嬉しかった。

「おはよう、武ちゃん。迎えに来たよー。どしたの？」

「武紀くん、おはよっ。今日は一体全体どうしたのかな？」

　二人して、疑問をぶつけて来たので、

「二人とデートがしたい」

　と、直球で返した。

　理恵は、呆気に取られていた。咄とつ嗟さのことで頭が付いていかないのかもしれない。

　咲は、少し考えている。いや、別に裏があるわけでもないんだけどな。

「わたしは別にいいんだけど……。武紀くん、そのためだけに、外出許可取ったの？」

「おう、そうだ」

「なんで、そんなことに使うのかなー……」

　理恵が呆れたように溜息と共につぶやく。そんなこと言われてもな。

「したかったからだ。今日の朝、天てん恵けいを受けた。見ろ、この祝福するような青空を！」

　実際に、空はこれでもかというぐらい青かった。日差しが気持ちいい。梅つ雨ゆの時期だというのに、五月晴れに恵まれた。これで、雨だったらそれはそれで何かを考えただろうが、こういう日は晴れの方が嬉しい。

「武ちゃんは、休日に暇をもてあますのがイヤなだけなんじゃないかな」

「それもある」

「別にいいけどねっ。些さ細さいなことは気にしないよ？」

　咲がハイテンション気味にフォローしてくれる。それを見たためか、最後には理恵も、

「いいよー。武ちゃんがど～してもしたいなら、ね」

　わざとらしく、冗談めかした恩着せがましさで受け入れてくれた。

　こうして、俺にとっては両手に花となる、最初で最後のデートが始まる。

　不純な動機だ。二人に対する自分の想いを確かめるための。本音を言えば、もっとゆっくりと決めたかった。だが、もう時間がない。彼女たちが消えるまで、あと六時間ぐらいしかないのだ。

　……だけど、それは誰のための行動なのか。

　そんな風に、もう悩むのはやめだ。

　できることを、やろう。

　せめて、楽しもう。

「で、武紀くん、どこ行くの？」

　……決めてねぇ。デートと意気込んでみたは良いが、経験皆無な俺にアドリブを利かせたデートができるわけもなく。毎回思うが、本当に考えなしで行動してるな、俺。変なところで、主人公が伝染したのかもしれない。

「決めてないんでしょ」

　理恵の鋭い突っ込み。ぐうの音も出ない。

「じゃあ、わたし、行きたいところがあるんだけど、いいかな？」

「おう。全然いいぞ。行き当たりばったりってのも面白いだろうしな」

　みんなと一緒だったら、どこでも楽しいという自信だってある。

　ということで、最初の行き先は、咲の希望する場所になった。




　いつもの通学路に来た。

「なんで、ここ？」

　そう尋ねるが「いいからいいから」と、促されてしまい目的はさっぱりわからない。

　そして、しばらく歩いていると、印象深い場所に出た。ここは、『俺』が初めて神かぐ楽ら咲と出会った場所。みんなと登校しているときに、後ろから足音が聞こえて……

「つっづっきく～ん、おっはよ～　……な～んてね」

　と、咲。あの時と同じ、台詞だ。

「わたしたちって、ゲームの世界から出てきたって言ってたでしょ？　だから、武紀くんと初めて会ったのって、ここなんじゃないかって思ってるんだけど、どう？」

　大当たり。ちょっと驚きよう愕がくしてしまった。

「ああ、当たりだ」

「やっぱりー。あの時の武紀くん、いつもと違ってたから、印象に残ってたんだよね」

　なんだ。俺が主人公のように頑張って振る舞った行動は、見透かされていたということか。必死で演技をしていた自分がちょっと恥ずかしい。

「よく、わかったな」

「愛の力、かな？」

　しれっと、そんな照れ臭くなることを言ってきた。頰ほおが自然に熱くなる。

「神楽さん、よくわかったねぇ。あたしはいつだろ……」

　理恵がうんうん唸うなって考え始める。しょうがない、教えておこう。

「ああ、お前は、」

「ストップ！　あたしも当てる！」

　俺を睨んで止めてきた。何か対抗意識でも芽生えたのか？

　眉間に指を当てて考えるが、すぐに思い至ったようで、答えを口にする。

「あ、あれかな……。武ちゃんを起こした時、あたしのことフルネームで呼んだことがあったでしょ？　あそこじゃない？」

「おお、大当たり。よく覚えてるな」

「愛の力、だよ？」

　理恵は先ほどの咲と同じ台詞を口にした。今度はむず痒くなる。

　思わず感動してしまった。彼女たちに俺を見つけてもらったことが純粋に嬉しかった。

「秋あき原はらさん、第一戦目は引き分けだね」

「武ちゃんのことなら、神楽さんにだって負けないです」

　その後も、他愛のない話をして、適当に散歩などをしていた。もっと俺に甲か斐い性しようがあれば別の形で楽しませることができたのかもしれないが、今みたいなやり取りが俺にとって一番楽しかった。二人にとっても、そうだと、嬉しい。




　三人で学校の近くの公園に入る。

　何も言わずに歩く。別れの時が迫っていた。

　夕方だからなのか、それともここに人気がないのか、人影は俺たち三人以外には見えなかった。誰もいない夕方の公園は、あまりにも物悲しい。

「武紀くん……」

　一緒に歩いていた咲が、唐突に口を開いた。

「なん、だ？」

　すでに予感はしていた。だから、

「わたしも、秋原さんも、もうすぐ消えるんだ」

　と聞かされても、そこまで驚きはしなかった。

「……知ってる」

　無理矢理に声を絞り出す。来るべき時が、来たのだと覚悟して。

「だから、知りたいな。武紀くんに、好きな人がいるんなら。ここで、教えて……」

　二人のうち、好きな人を、選ばないといけない。

　夢の通りであれば。

　一人を選べば、一方は永遠を手に入れ、そして選ばれなかった方は消えていく。

　勝手に呼び出して。

　苦しい思いをさせて。

　振り回すだけ振り回して。

　俺の都合で消されてしまう。

　そんな彼女らにとって、詐欺みたいな、シナリオ。

　だけど。

　もう気持ちは固まった。

「俺が好きなのは……」

　二人へ目を向ける。

　二人の視線を受け止める。

　そして、俺は二人に、頭を下げた。

「ごめん……。どっちも、選べないんだ……。情けないけど……最低だけど、二人のうち、どっちが好きかなんてわからない」

　しばしの沈黙。

　罵られるだろう。優柔不断と。最低だと。俺は最後の最後まで、彼女らの人生に責任を持つことができなかった甲斐性なしなのだと。

　だが、聞こえてきた台詞は、俺の想像とはあまりにもかけ離れていた。

「よかった。じゃあ、あたしにも脈はまだあるんだね」

「まだ、勝負は五分だよ。秋原さん」

　二人して、すっきりした顔をしている。

「二人とも、なんでだ？　どう考えても、最低だろ……。優柔不断、って一刀両断してくれてもいい。引っぱたかれてもおかしくないんだ」

　結局、俺は誰も選ぶことができなかったのだから……。

「いいんだよ。無理に答えを出さなくても。出会ってまだ一カ月だもん。あたしは自分が武ちゃんを好きだって自信を持って言えるから、それでいいの」

「わたしたち、まだ高校生だよ。時間はたっぷりあるから。わたしは、武紀くんの傍そばにいられれば幸せだから」

　理恵と咲が、晴れやかに言ってくる。迷いもなく、躊ため躇らいもなく。

「いつかの時みたいな独占欲はもうないよ。あたしは、正々堂々と神楽さんと勝負したい。一時期、すごく不安だったけど、武ちゃんが神楽さんを助けて、その理由がわかった時、不安がほぐれていったんだ。ああ、やっぱり武ちゃんだなぁって」

　一時期の理恵を思い出す。だけど、あの時の儚はかなかった印象など、すでにない。

「それともゲームとかドラマの愛憎劇みたいに奪い合ってる方が嬉しい？」

「そんなはず、ないだろ……」

　ゲーム以上にご都合主義だった。ゲーム以上に恵まれていた。ゲーム以上に出来た子たちだった。あまりにも、

「お人よし過ぎるだろ……」

　勝手に登場させられ、勝手に消される。そんな理不尽に晒さらされていながら……。

「消えるのが、怖くないのか？」

「ちょっと、怖いかな……。でも、武ちゃんは、きっとあたしのことを忘れないでくれるから。それは、あたしが生きた証あかし。上手く言えないけど、それが武ちゃんを幸せにしてくれるのなら、満足だよ」

「怖くないって言ったら噓になるけど、わたしは武紀くんから色々といっぱいもらったから。それで充分かなって思う。だから、わたしも満足してるの。武紀くんも悲しそうな顔をしないで、笑顔で送り出して欲しいな」

　咲が言う。

「だから、ほら」

　理恵が繋げる。

「笑顔を見せて？」

　そんな強い二人に弱いところを見せるのは、できなかった。だから、無理矢理、笑顔を作った。心の底から笑顔で送り出すなんて無理だけど。後悔なく、送り出すなんてやっぱり無理だけど、それでも。

　せめて。

　笑って。

　お別れをしたかった。

　彼女たちは変わった。いや、変わっていった。もう、ゲーム世界の設定を吹き飛ばすぐらいに強かった。

「武ちゃん、あたし、この世界のあなたに会えてよかった。あたしは消えるけど、もし、もし……奇跡を起こすことができたら、また呼び出してほしいな」

「わたしも面白かった。つらいことも多かったけど、この世界に来て、一番良かったのは武紀くんに会えたことだから」

　そうして、二人は互いに向き合ってお互いの手を握り合う。公園の中心に、光が舞い降り、彼女たちの姿を薄くしていった。

「あたしは、幸せだったんだ……。武ちゃんの誓いはもう果たされてるから……」

　理恵が笑ってつぶやく。

「わたしも幸せだった。これ以上望んだら罰ばちが当たっちゃうかもしれないもの」

　咲も太陽の笑顔を見せている。

　俺の願いが。

　消える。

　世界があるべき姿へと戻っていく。

「願わくは、あたしと同じぐらいの幸せを武ちゃんが感じてくれてれば、嬉しいな」

「さようなら、武紀くん。わたしの、誰よりも、大好きな人……」

　こうして、二人はこの世から痕跡を残さず、消えた……。
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　贈り物







　現げん実じつが戻ってきた。

　退院をして、家に帰ったときに激しい寂しさに襲われたが、彼女たちは幸せだったのだと自分に言い聞かせて、心の平静を保った。

　今日から、いつもの学校へ復帰だ。

　俺の人間関係はどうなっているのだろうか。

　彼女らが消えたことで、すべて白紙の状態に戻ったのかもしれない。

　だけど、それでもいい。

　また、みんなと繋がりを作ることができれば、きっと『いつもの日常』は充実する。

　学校までいつもの通学路を歩く。周りにはもう誰もいない。騒がしくなどない、静かな登校。昔に戻ってきただけなのに、孤独を感じる。喪失感はそう簡単には埋めることはできないだろう。でも、もう彼女らはいない。本当の意味で独り立ちをしなければならない。

　自分のクラスまで普段と同じように歩いた。左腕のギプスとかが鬱うつ陶とうしく感じるが、いつものように、扉を開けて教室に入る。

「おはよっ！」

　その瞬間、女の子の声と共に胸に拳こぶしが入った。うめき声が漏もれてしまう。衝撃が軽かったとはいえ、まだあばらがくっついてないんですが……。

「あっ、わりーわりー！　あばらもやってんだっけ」

　高たか橋はしが心配してくる。心配するぐらいなら最初からやらなきゃいいのに。

「お前、俺に恨みでもあるのか」

「いっぱいあるっての。数えるのに両手両足じゃ、きかねーぞ」

「マジか」

「噓うそだよ」

　悪びれもせず、笑う高橋。おのれ、怪け我が人にんに対してなんて扱いだ。まあ、気を遣われるよりは高橋らしくていいかな。

「ようやく復帰だな。まー、無理はすんなよ」

「ああ、わかってるよ」

　高橋の労いに、別の意味で心を打たれていた。

　彼女たちの残した痕こん跡せきは所々に残っていたのだ。

　こうして、高橋がこんなふうに俺に話しかけてくるなど、昔であればまずありえない話だ。咲さきを通した繋がりがこうして生きている。彼女の生きた証あかしがこの現実に残っていることが単純に嬉しかった。

　高橋は俺に入院生活をひとしきり聞いて、満足したのか自分の席に戻っていった。

「よっ、骨はまだ離れたままか？」

　翔しよう也やがいつものように自然に話しかけてくる。こいつは、変わらんな。でも、翔也は気づくことはないだろうが、その変わらなさが今はありがたかった。

「激しく動くとまだ痛い」

「ま、なんかあったら僕に言ってくれ。フォローはするよ」

　と言って、マジックを取り出す翔也。

「ああ、サンキュー……って、お前、俺のギプスに何をっ！」

「いや、ギプスに落書きって基本じゃん？」

「お前、ここ病院じゃないんだ。不特定多数の人間がいる、そんな中を危険な落書きを携えて俺に生きていけって言うのか？」

　ギプスに油性マジックで何かが落書きされていく。バカ野郎、マジでやりやがった！

「君たち、何をしてるんだ……」

　声をかけてきたのは明あか石し葵あおいだ。いや、もう伊い藤とうゆうき、だったっけ？

「伊藤さんもなんか書く？」

「やめておくよ。趣味じゃない。彼も本気で困ってるから、もうやめてやってくれ」

「うーん、ま、伊藤さんがそう言うなら。感謝しろよ、武たけ紀のり」

　誰に何を感謝すれば良いって言うんだ。ただの人災じゃねーか。だが、俺が文句を言うまもなく、翔也はクラスメイトに呼ばれて、そちらの方へ行ってしまった。

　どっと疲れた。

「久しぶりだな」

「おう、えーと。ゆうき、だったよな？」

「ああ、覚えていたようだね」

　それきり、ゆうきは黙ってしまう。

　が、ほどなくして、口を開けた。

「すまなかったな」

「怪我のことなら、別にもういいさ。もう謝ってもらってるし、迷惑をかけたのは、」

　こっちだ、と言おうとしたところで、ゆうきに遮さえぎられた。

「違うよ。ボクの名前が戻った時、ボクのシナリオが終わったという考えに至らなかったことさ。自分の幸せだけに目を向けて……。彼女たちのことは、残念だった……」

「お前、みんなのこと、覚えてるのか？」

「まあ、ね。なぜかわからないけど、記憶改変が弾はじかれてるんじゃないか？　一応、ボクも君と同じで設定の当事者だからね」

「そっか……」

　俺だけじゃなく、彼女の中にも、みんなは生きている。

　覚えている人間は多い方がいい。だから、偶然とはいえ、喜ばしいことだった。

「聞きにくいことだが、君は彼女たちのことを、その、吹っ切ったのか？」

　その問いに対する答えは難しい。

「吹っ切ってなんかいないよ。春はる姉ねえに後悔するなって言われたけど、後悔だらけだ。でも、彼女たちは消える間際、みんなして幸せだったと伝えてくれた。それを信じたから、落ち着いていられるんだと思う」

「そう、か……」

　しばしの沈黙。だが、ほどなくして、意を決したのか、ゆうきが口を開く。

「……慰なぐさめるわけじゃないが、何か落ち込みそうになったらボクのところに来い。会話ぐらいはしてやる。明石と同じ姿の人間と話すのも悪くはないだろう？」

「お前を見てると逆に思い出しそうなんだけどな……」

「たまには過去を振り返るのもいいんじゃないか」

　ゆうきはやさしい微笑を浮かべて俺を真面目に見つめていた。こいつなりに精一杯の慰めなのかもしれない。

「ま、そういう気分になったらな」

「ああ、いつでも来い」

　そう言って、ゆうきは隣の席に座って、授業の準備をし始める。

　コイツとも不思議な縁だけど、そんな繋がりも悪くない。長い付き合いになりそうだ。

　そして、翔也に落書きされたのがなんなのか確かめるために、書かれた部位を見る。内容次第では消さなきゃいけないし。面倒くさいことしやがって……。

　えーと、なんて書いてあるんだ？

　向こう側が見えない。無理矢理見ようとしたら激痛が走りそうだな……。見えている部分だけ確認して読んでみると、汚い文字で文章が書かれていた。

『ファンディスク発売！』

　なんだ、こりゃ？




　その、数日後、翔也が朗報だ、と言って俺に隔月発売のゲーム雑誌を押し付けてきた。

「『エターナル イノセンス』のファンディスクが出るんだよ！　僕の予想大的中！」

　ああ、あのギプスに書いた落書き、これのことだったのか。

　その誌面には、みんなの絵が載っていた。二次元の絵として見るのは久しぶりな気がするな。ちょっと際どいイベント絵もあって、本人たちが見たら卒倒しそうだ。ゆうきは、少しだけ動揺したように、チラチラとこちらを見ては頭を抱えていた。容姿が一緒だからな、自分がいじられているようで落ち着かないのだろう。案の定、翔也がゆうきをからかっていた。「セクハラか？」と、木刀で殴られる翔也。何をやってるんだか。

　ちょっと目を引いたのは、

「新キャラがいるのがいいよな。神かぐ楽ら咲の従い姉と妹こ、か。神楽が年上になったみたいでこれは、これで！　あの流出画像、お母さんの昔の絵じゃなかったんだなぁ」

　木刀で殴られてから、地面に這はいつくばっていた翔也が復活して、紙面を指さす。

　驚いた。同時にあの時の展開にようやく納得ができた。咲に親戚がいたのは現実からすればおかしくないのだが、どう考えても仲の良い従姉妹というのは見当が付いていなかった。ゲーム中の設定であったわけでもないのに、パッと現れたあの従姉妹さんは、まだ制作途中であったであろうファンディスクの内容を反映した結果だったのだ。

　その日の帰り、そのゲーム雑誌を買って帰った。

　もう戻ってこないのに、やはり女め々めしく、後を引きずっている。

　喪失感は、慢性的に俺の心を苛さいなんでいた。

　ゲームディスクもあるにはあるが、到底起動する気にはなれなかった。

　きっと、これからも彼女たちと過ごした記憶を持ちながら生きていくのだろう。

　彼女たちには様々なものをもらった。

　それをなくすことさえなければ、彼女たちは俺の中で生き続けていることになる。

　誰も知らないけど。

　俺は知っている。

　みんなは知らないけど。

　みんなの中に息づいている。

　だから、大切にしよう。

　彼女たちとの思い出を。

　だから、さようなら。

　みんなのおかげで。

　誇れることを手に入れた。

　俺は。

　きっと、少しは主人公に近づけたのだと。







　エピローグ







　彼女たちが消えて、しばらく経った頃。すでに季節は夏となっていた。

　俺の左腕やあばらの骨もとっくにくっついて、普段どおりというか、昔どおりの生活に戻っていた。このごろ、彼女たちがいない状況に、少しずつ慣れつつある。もちろん、忘れることはなかったが。

　そして、夏休み。

『エターナル イノセンス　ファンディスク　永遠の絆きずなをあなたと』が発売された。

　俺はさんざん悩んだあげく、結局、それを購入した。

　最後のケジメだ、と心で言い訳をして。クリアできるかどうかは別だ。

　ゲームを、パソコンにインストールするために、ゲームディスクをドライブに入れる。

　その瞬間、

『媒体データの投影がハードの不正終了によって一部失敗。再開しますか？』

　と、ゲームのインストール画面ではなく、別のダイアログが表示された。我が目を疑う。これは、まさか、奇跡の、続き？

　恐る恐る、ダイアログの『はい』をクリックする。

　すべてがあの時と同じように進行していった。

　あの時と同じ設定項目が表示される。焦あせる心を落ち着けて、あの時よりも丁寧に設定していく。ファンクラブの設定をなしにして、明石葵に関する設定も今回は排除した。できる限り、無関係な人を巻き込まないようにプルダウンを変更していく。

　すべてが終わると、今度はパソコンが突然落ちることもなく、俺の部屋はあの不思議な白い空間へと変わっていた。

「媒体名『エターナル イノセンス』の世界を一部投影します」

　だが、ここまで来て、頭の中で疑問が湧いてくる。

　あの時と同じ過ちを犯すのか、と。

　俺は、再度、世界に対して影響を与えるのか？

　彼女たちを、再びこの世界に呼び出す。

　それは、あまりにも甘い誘惑だ。

「よろしいのであれば『はい』」

　彼女たちは言っていたじゃないか。

　幸せだった、と。

　だったら、いいじゃないか。

　幸せに生きられたのに。

　この現実に呼び戻すなんて、無ぶ粋すいだろう。

「やめるのであれば『いいえ』と発声してください」

　彼女たちを思い出す。

　目に浮かぶのは、別れ際の顔だ。

　一様に幸せだったと言っていた。

　幸せそうな顔をして……。

「ただし、止めた場合はこのプログラムは停止し、」

　違う。

　噓うそだ。

　彼女たちの表情には。

　幸せと一緒に。

　寂しさが溢あふれていた。

「二度とあなたの人生に影響を与えることはありません」

　自分の望みから。

　目を逸そらすな。

　今度こそ。

　今度こそ、幸せにしてみせる。

　ここで、

「はい」

　と、言えないことこそが、逃げていることに他ならない！




　そこで、目が覚めた。

　家の玄関の付近が、少し騒がしくなってくる。懐なつかしい女の子たちの囁ささやき声。

　遠慮せずに入ってくればいいのに。そんな気持ちを抱いて、玄関に向かう。

　心臓の動どう悸きは早鐘のように鳴り響いて痛いぐらいだった。

　早く。早く。

　玄関を開く。それは、もしかしたら世界を隔てる壁だったのかもしれない。扉を開いたそこには彼女たちが、所在なさげに立っていた。しかし、俺の姿を確認した瞬間、たちまち笑顔を向ける。

　そして、彼女たちは紡いだ。

　万ばん感かんの想いを込めて。

　太陽の笑顔を浮かべて。

「ただいまっ！」





ギャルゲヱの世界よ、ようこそ！　完 










　あとがき




　初めまして。この本を手に取っていただきありがとうございます。田た尾お典のり丈たけと申します。第10回えんため大賞小説部門にて優秀賞を受賞させていただき、作家デビューまでさせていただきました。何とかこうして本という形になり、感激もひとしおです。




　私の仕事の話をすると、実はゲーム制作に携わっていたりします。

　ゲームプランナーとして、シナリオの方でもアイデア出しをする時があるのですが、某ゲームの時に、ちょっとエッチなイベントシチュエーションを提出してたんですよ。

　ただ、別のプロジェクトの所属だったんで、こっちが忙しくなるともう提出した内容とかすっかり忘れてるわけです。

　数カ月経ったある日、ふと向こうのゲームの開発画面を見ると、ゲームキャラのスカートが下着の中に入っててパンツ丸見えという、中学時代にあったなこんなこと的イベント絵が表示されてまして。それが非常に生々しいわけですよ。誰だこんなの考えたの、と思ったんですが、冷静になって思い返すと自分だったりするわけです。

「田尾さんの考えるシチュエーションって生々しいよね」

　とグラフィッカーにツッコまれて以来、少しトラウマ気味です。うん、プランナーはもっとはっちゃけないとダメだよね、というのを一応、肝に銘じてます。ええ。




　それでは、この本が出るに当たって、お世話になった人たちに謝辞を。

　Ｋ・Ｈさん、Ｈ・Ｓさん、Ｙ・Ｋさん。投稿前に読んでもらって、面白いと言ってくれたりもして、どれだけ励みになったかわかりません。本当にありがとう。

　選んでいただいたファミ通文庫編集部の皆さん、本当にありがとうございます。特に担当となっていただいた川崎さん。この本がこうして出せるのも、川崎さんのおかげです。こちらの都合で取れる時間が少なく、色々とご迷惑をおかけしました。授賞式が終わって、みんなで食事をしている時に、あそこだけビジネスしてると言われるほど語り合ったのも良い思い出です。

　絵師の有あり河かわさん。彼女たちを可愛く描いてくれてありがとうございます。初めて絵を見た時に、勝利を確信しました。送られてきた絵は、すべてが宝物です。本気で。

　そして、読者の皆様。続編が出て、またお会いできたら、この上ない幸せです。お会いできるよう頑張りますので、応援よろしくお願いします！





二〇〇八年一月　田尾典丈
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この作品は、第10回エンターブレインえんため大賞における、小説部門優秀賞受賞作「ギャルゲーの世界よ、ようこそ！」を改稿・改題したものです。
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